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Ⅰ 調査概要 

１ 調査の目的 

本調査は、令和９年度を初年度とする八幡市における高齢者健康福祉計画及び介護保険事業計

画の策定のための基礎資料とすることを目的に、介護予防・日常生活圏域ニーズ調査、在宅介護実

態調査、市内介護サービス事業所調査、介護支援専門員調査を実施しました。 

 

２ 調査の設計と回収結果 

（１）市民を対象とした調査 

項目 
介護予防・日常生活圏域 

ニーズ調査 
在宅介護実態調査 

調査 

対象者 

市内在住の 65歳以上の方 

（要介護１～５の認定を 

受けていない方） 

在宅で生活をしている要支援・要介護

認定を受けている方 

調査期間 
令和７年 12月 15 日（月） 

～令和８年１月６日（火） 

郵送：令和７年 12月 15日（月） 

～令和８年１月６日（火） 

訪問：令和７年 12月～令和８年３月 

回答方法 

郵送配布・郵送回収 

（ＬｏＧｏフォームによる 

ＷＥＢ回答併用） 

郵送配布・郵送回収 

（ＬｏＧｏフォームによる 

ＷＥＢ回答併用） 

及び認定調査時における訪問聞取 

対象数 3,000件 

合計：1,075 件 

内訳：（郵送） 400件 

（訪問） 675件 

有効 

回収数 

合計：1,987 件 

内訳（郵送） 1,766 件 

（ＷＥＢ） 221件 

 

合計：675 件 

内訳：（郵送） 180件 

（ＷＥＢ）16件 

（訪問） 479件 

有効 

回収率 
66.2％ 62.8％ 
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（２）介護サービス事業所を対象とした調査 

項目 介護サービス事業所調査 介護支援専門員調査 

調査 

対象者 
市内の介護サービス事業所 

市内の居宅介護支援事業所等の介護支

援専門員の方 

調査期間 
令和７年 12月１日（月） 

～令和７年 12月 26日（金） 

令和７年 12月１日（月） 

～令和７年 12月 26 日（金） 

回答方法 
ＬｏＧｏフォームによる 

ＷＥＢ回答 

ＬｏＧｏフォームによる 

ＷＥＢ回答 

配付数 30件 50 件 

有効 

回収数 
30件 35 件 

有効 

回収率 
100.0％ 70.0％ 

 

 

３ 報告書の見方 

◇図表中の「ｎ」は、その設問の回答者数を表しています。 

◇調査結果の比率は、その設問の回答者数を基数として、小数点第２位を四捨五入して小数点第１位

までを示しています。そのため、その合計値が 100.0％にならない場合があります。 

◇複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の調査結果の比率は、選択肢ごとの回答

数をその設問の回答者数で割った数を示しています。そのため、合計が 100.0％を超える場合があり

ます。 

◇図表中において「不明・無回答」とあるものは、回答が示されていない、または回答の判別が困難な

ものです。 

◇報告書の本文中における前回調査は、「八幡市第９期介護保険事業計画等策定に係るアンケート調査

結果報告書（令和５年３月）」で実施した調査です。比較については、割合におおむね５ポイント以

上の差があるとき、「増加（減少）傾向」と表記しています。 

◇本文中の設問の選択肢は簡略化している場合があります。 

◇設問の回答者数が 10件を下回る場合は、分析文を省略しています。 
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Ⅱ 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 

調査対象者の基本情報 

○ 性別   （回答者ID突合） 

全体では「女性」が 53.4％と最も高く、次いで「男性」が 46.4％となっています。 

 
 

○ 年齢    （回答者ID突合） 

全体では「75 歳～79歳」が 30.2％と最も高く、次いで「70歳～74歳」が 23.6％、「80歳～84歳」

が 18.9％となっています。 

前回調査と比較すると、「70～74歳」で減少傾向がみられます。 

 

46.4 

47.6 

53.4 

52.4 

0.2 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,987)

前回(n=1,924)

男性 女性 不明・無回答 test

17.9 

23.6 

30.2 

18.9 

9.2 

0.2 

19.4 

32.7 

24.4 

15.5 

7.8 

0.1 

0% 20% 40%

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85歳以上

不明・無回答

全体(n=1,987) 前回(n=1,924)
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○ 認定状況  （回答者ID突合） 

全体では「一般高齢者」が 92.3％と最も高く、次いで「要支援１」が 3.6％、「要支援２」が 3.5％

となっています。 

 

○ 認定状況 × 年齢 

年齢別にみると、<65～84歳>では「一般高齢者」が８割以上、<85歳以上>では６割台と最も高く

なっています。<85 歳以上>では『要支援』（「要支援１」「要支援２」の計）が約３割となっています。 

 

◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け 

 

 

 

 

 

92.3 

90.2 

0.4 

0.7 

3.6 

5.4 

3.5 

3.7 

0.2 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,987)

前回(n=1,924)

一般高齢者 事業対象者 要支援１ 要支援２

不明・無回答 test test test

一
般
高
齢
者

事
業
対
象
者

要
支
援
１

要
支
援
２

不
明
・
無
回
答

  92.3    0.4    3.6    3.5    0.2

 65～69歳（n=355）   98.9     0.0    0.8    0.3     0.0

 70～74歳（n=469）   98.1    0.2    1.1    0.6     0.0

 75～79歳（n=601）   95.5    0.3    2.3    1.8     0.0

 80～84歳（n=376）   86.4    0.5    5.9    7.2     0.0

 85歳以上（n=182）   68.1    1.6   15.4   14.8     0.0

年
齢
別

単位：％

 全体（n=1,987）
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92.6 

91.1 

3.2 

4.1 

0.2 

0.1 

4.0 

4.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,987)

前回(n=1,924)

封筒のあて名のご本人が記入 ご家族が記入

その他の人 不明・無回答

○ 日常生活圏域 （回答者ID突合） 

全体では「男山第三中学校圏域」が 28.4％と最も高く、次いで「男山第二中学校圏域」が 26.6％、

「男山中学校圏域」が 24.6％となっています。 

 

○ 回答方法   （単数回答） 

全体では「紙」が 88.9％と最も高く、次いで「WEB」が 11.1％となっています。 

 

○ この調査票を記入された方は、どなたですか。 （単数回答） 

全体では「封筒のあて名のご本人が記入」が 92.6％と最も高く、次いで「ご家族が記入」が 3.2％、

「その他の人」が 0.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

24.6 

24.7 

26.6 

27.1 

28.4 

27.9 

20.2 

20.1 

0.2 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,987)

前回(n=1,924)

男山中学校圏域 男山第二中学校圏域 男山第三中学校圏域

男山東中学校圏域 不明・無回答 test

88.9 11.1 0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,987)

紙 WEB 不明・無回答 test
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問１ ご家族や生活状況について 

問１（１）家族構成をお教えください。 （単数回答） 

全体では「夫婦２人暮らし(配偶者 65 歳以上)」が 46.1％と最も高く、次いで「１人暮らし」が

20.3％、「その他」が 14.2％となっています。 

前回調査と比較すると、「夫婦２人暮らし(配偶者 65歳以上)」で減少傾向がみられます。 

 

 

20.3 

17.1 

46.1 

52.0 

4.4 

3.9 

13.1 

14.7 

14.2 

10.8 

1.9 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,987)

前回(n=1,924)

１人暮らし 夫婦２人暮らし(配偶者65歳以上)

夫婦２人暮らし(配偶者64歳以下) 子との２世帯

その他 不明・無回答
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問１（１）家族構成をお教えください。× 年齢、日常生活圏域 

年齢別にみると、大きな傾向の変化はみられません。 

日常生活圏域別にみると、<男山東中学校圏域>では「子との２世帯」が２番目に高くなっていま

す。 

 

◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け 

 

 

 

  

１
人
暮
ら
し

夫
婦
２
人
暮
ら
し

(

配
偶
者
6
5
歳
以
上

)

夫
婦
２
人
暮
ら
し

(

配
偶
者
6
4
歳
以
下

)

子
と
の
２
世
帯

そ
の
他

不
明
・
無
回
答

  20.3   46.1    4.4   13.1   14.2    1.9

 65～69歳（n=355）   18.0   40.6   12.7   12.7   15.2    0.8

 70～74歳（n=469）   16.2   48.4    4.1   13.0   16.6    1.7

 75～79歳（n=601）   19.0   49.9    2.0   12.3   14.6    2.2

 80～84歳（n=376）   25.3   46.5    1.3   14.6   10.4    1.9

 85歳以上（n=182）   29.1   37.9    3.3   13.2   13.2    3.3

 男山中学校圏域
（n=489）

  19.2   44.4    4.7   13.7   16.4    1.6

 男山第二中学校圏域
（n=528）

  28.6   42.4    3.6   10.4   12.3    2.7

 男山第三中学校圏域
（n=565）

  19.8   50.1    5.0   11.0   12.7    1.4

 男山東中学校圏域
（n=401）

  11.2   47.6    4.2   18.7   16.5    1.7

単位：％

 全体（n=1,987）

年
齢
別

圏
域
別
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88.6 

89.5 

6.0 

4.7 

3.1 

2.7 

2.2 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,987)

前回(n=1,924)

介護・介助は必要ない

何らかの介護・介助は必要だが、現在は受けていない

現在、何らかの介護を受けている（介護認定を受けずに家族などの介護を受けている場合も含む）

不明・無回答

test

問１（２）あなたは、普段の生活でどなたかの介護・介助が必要ですか。  （単数回答） 

全体では「介護・介助は必要ない」が 88.6％と最も高く、次いで「何らかの介護・介助は必要だ

が、現在は受けていない」が 6.0％、「現在、何らかの介護を受けている（介護認定を受けずに家族

などの介護を受けている場合も含む）」が 3.1％となっています。 
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問１（２）あなたは、普段の生活でどなたかの介護・介助が必要ですか。 

× 年齢、日常生活圏域 

年齢別にみると、<65～79歳>では「介護・介助は必要ない」が９割以上となっています。 

日常生活圏域別にみると、大きな傾向の変化はみられません。 

 
◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け 

  

介
護
・
介
助
は
必
要
な
い

何
ら
か
の
介
護
・
介
助
は
必
要
だ

が
、

現
在
は
受
け
て
い
な
い

現
在
、

何
ら
か
の
介
護
を
受
け
て

い
る
（

介
護
認
定
を
受
け
ず
に
家

族
な
ど
の
介
護
を
受
け
て
い
る
場

合
も
含
む
）

不
明
・
無
回
答

       88.6         6.0         3.1         2.2

 65～69歳（n=355）        93.5         2.5         2.5         1.4

 70～74歳（n=469）        94.5         3.4         0.2         1.9

 75～79歳（n=601）        90.2         5.2         2.5         2.2

 80～84歳（n=376）        84.0        10.1         3.5         2.4

 85歳以上（n=182）        69.2        13.7        12.6         4.4

 男山中学校圏域
（n=489）

       88.3         6.5         3.3         1.8

 男山第二中学校圏域
（n=528）

       89.6         4.7         2.5         3.2

 男山第三中学校圏域
（n=565）

       88.3         6.7         3.5         1.4

 男山東中学校圏域
（n=401）

       88.5         6.0         3.0         2.5

単位：％

 全体（n=1,987）

年
齢
別

圏
域
別
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7.1 

7.3 

20.8 

20.9 

59.4 

61.4 

9.6 

7.5 

1.6 

1.8 

1.5 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,987)

前回(n=1,924)

大変苦しい やや苦しい ふつう

ややゆとりがある 大変ゆとりがある 不明・無回答

問１（３）現在の暮らしの状況を経済的にみてどう感じていますか。 （単数回答） 

全体では「ふつう」が 59.4％と最も高く、次いで「やや苦しい」が 20.8％、「ややゆとりがある」

が 9.6％となっています。 
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59.9 22.9 15.3 1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,987)

できるし、している できるけどしていない できない

不明・無回答 test test

76.0 11.8 10.2 2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,987)

できるし、している できるけどしていない できない

不明・無回答 test test

80.2 11.9 6.2 1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,987)

できるし、している できるけどしていない できない

不明・無回答 test test

問２ からだを動かすことについて 

問２以降の一部の設問を使用して生活機能評価項目別のリスク判定を行っています。76ページ

「生活機能評価項目別のリスク判定について」をご覧ください。 

問２（１）階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか。 （単数回答） 

全体では「できるし、している」が 59.9％と最も高く、次いで「できるけどしていない」が 22.9％、

「できない」が 15.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２（２）椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか。 （単数回答） 

全体では「できるし、している」が 76.0％と最も高く、次いで「できるけどしていない」が 11.8％、

「できない」が 10.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２（３）15分位続けて歩いていますか。 （単数回答） 

全体では「できるし、している」が 80.2％と最も高く、次いで「できるけどしていない」が 11.9％、

「できない」が 6.2％となっています。 
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7.5 19.9 71.1 1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,987)

何度もある １度のみ ない 不明・無回答

12.0 39.6 26.1 20.7 1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,987)

とても不安である やや不安である あまり不安でない

不安でない 不明・無回答 test

3.0 7.5 40.5 47.5 1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,987)

ほとんど外出しない 週１回 週２～４回

週５回以上 不明・無回答 test

問２（４）過去１年間に転んだ経験がありますか。  （単数回答） 

全体では「ない」が 71.1％と最も高く、次いで「１度のみ」が 19.9％、「何度もある」が 7.5％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

問２（５）転倒に対する不安は大きいですか。 （単数回答） 

全体では「やや不安である」が 39.6％と最も高く、次いで「あまり不安でない」が 26.1％、「不安

でない」が 20.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２（６）週に何回、外出していますか。 （単数回答） 

全体では「週５回以上」が 47.5％と最も高く、次いで「週２～４回」が 40.5％、「週１回」が 7.5％

となっています。 
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2.7 

4.3 

18.0 

24.1 

32.6 

31.5 

43.4 

39.7 

3.4 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,987)

前回(n=1,924)

とても減っている 減っている あまり減っていない

減っていない 不明・無回答 test

問２（７）昨年と比べて外出の回数が減っていますか。 （単数回答） 

全体では「減っていない」が 43.4％と最も高く、次いで「あまり減っていない」が 32.6％、「減っ

ている」が 18.0％となっています。 

前回調査と比較すると、「減っている」で減少傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２（７）昨年と比べて外出の回数が減っていますか。× 認定状況、年齢 

認定状況別にみると、<一般高齢者>では「減っていない」、<事業対象者><要支援１><要支援２>で

は「減っている」が最も高くなっています。 

年齢別にみると、<65～84歳>では「減っていない」が最も高く、特に<65～74歳>では半数を超え

ています。<85歳以上>では「減っている」が最も高く、約３割となっています。 

 

◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け 

  

と
て
も
減
っ

て
い
る

減
っ

て
い
る

あ
ま
り
減
っ

て
い
な
い

減
っ

て
い
な
い

不
明
・
無
回
答

   2.7   18.0   32.6   43.4    3.4

 一般高齢者
（n=1,834）

   1.9   16.3   33.2   45.5    3.1

 事業対象者（n=8）     0.0   50.0   25.0   25.0     0.0

 要支援１（n=72）   13.9   37.5   33.3   12.5    2.8

 要支援２（n=69）   11.6   37.7   17.4   21.7   11.6

 65～69歳（n=355）    0.8   12.4   29.6   54.6    2.5

 70～74歳（n=469）    1.5   12.2   29.9   53.7    2.8

 75～79歳（n=601）    1.8   17.6   37.3   40.4    2.8

 80～84歳（n=376）    5.1   22.9   32.7   33.5    5.9

 85歳以上（n=182）    7.1   34.6   30.2   24.7    3.3

単位：％

 全体（n=1,987）

認
定
状
況
別

年
齢
別
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17.1 

3.2 

50.5 

12.4 

6.6 

3.2 

21.2 

11.5 

13.2 

17.8 

2.0 

0% 20% 40% 60%

病気

障がい（脳卒中の後遺症等）

足腰などの痛み

トイレの心配（失禁等）

耳の障がい（聞こえの問題等）

目の障がい

外での楽しみがない

経済的に出られない

交通手段がない

その他

不明・無回答

n=410

【問２（７）で「１」または「２」（外出が減っている）を選んだ方】 

問２（７）-１ 外出が減っている理由は、次のうちどれですか。 （複数回答） 

全体では「足腰などの痛み」が 50.5％と最も高く、次いで「外での楽しみがない」が 21.2％、「そ

の他」が 17.8％となっています。 
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【問２（７）で「１」または「２」（外出が減っている）を選んだ方】 

問２（７）-１ 外出が減っている理由は、次のうちどれですか。 

× 認定状況、年齢、日常生活圏域 

認定状況別にみると、<要支援１><要支援２>では、「病気」が２番目に高くなっています。 

年齢別にみると、すべての年齢層で「足腰などの痛み」が最も高く、特に<85歳以上>では 64.5％

となっています。次いで、<65～74 歳><80～84 歳>では「外での楽しみがない」、<75～79 歳><85 歳

以上>では「病気」が高くなっています。 

日常生活圏域別にみると、大きな傾向の変化はみられません。 

 

◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け  

病
気

障
が
い
（

脳
卒
中
の
後
遺
症
等
）

足
腰
な
ど
の
痛
み

ト
イ
レ
の
心
配
（

失
禁
等
）

耳
の
障
が
い

（

聞
こ
え
の
問
題
等
）

目
の
障
が
い

外
で
の
楽
し
み
が
な
い

経
済
的
に
出
ら
れ
な
い

交
通
手
段
が
な
い

そ
の
他

不
明
・
無
回
答

  17.1    3.2   50.5   12.4    6.6    3.2   21.2   11.5   13.2   17.8    2.0

 一般高齢者
（n=334）

  14.1    2.4   47.0   12.0    5.7    2.7   23.1   11.7   12.3   19.8    2.4

 事業対象者（n=4）     0.0     0.0   50.0   25.0     0.0     0.0   25.0     0.0     0.0   25.0     0.0

 要支援１（n=37）   29.7    2.7   54.1    5.4    5.4    2.7   18.9   13.5   18.9    5.4     0.0

 要支援２（n=34）   32.4   11.8   79.4   23.5   17.6    8.8    5.9    8.8   14.7   11.8     0.0

 65～69歳（n=47）   23.4     0.0   36.2    6.4     0.0     0.0   23.4   12.8    2.1   21.3    2.1

 70～74歳（n=64）   14.1    3.1   45.3   18.8    3.1    4.7   28.1   15.6    7.8   25.0    1.6

 75～79歳（n=117）   22.2    5.1   48.7    9.4    4.3    1.7   15.4   12.0   10.3   21.4    1.7

 80～84歳（n=105）    7.6    1.9   51.4   11.4    6.7    3.8   25.7   11.4   21.9   16.2    2.9

 85歳以上（n=76）   19.7    3.9   64.5   17.1   17.1    5.3   17.1    6.6   15.8    6.6    1.3

 男山中学校圏域
（n=107）

  15.9    3.7   50.5   11.2    4.7    1.9   23.4   14.0   17.8   10.3    0.9

 男山第二中学校圏域
（n=112）

  18.8    2.7   50.0   14.3    5.4    3.6   25.0   12.5   12.5   17.9    0.9

 男山第三中学校圏域
（n=105）

  16.2    1.9   55.2   14.3    9.5    4.8   19.0   12.4    9.5   20.0    1.9

 男山東中学校圏域
（n=85）

  16.5    4.7   44.7    9.4    7.1    2.4   16.5    5.9   11.8   24.7    4.7

単位：％

 全体（n=410）

認
定
状
況
別

年
齢
別

圏
域
別
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問２（８）外出する際の移動手段は何ですか。  （複数回答） 

全体では「徒歩」が 68.2％と最も高く、次いで「自動車（自分で運転）」が 49.9％、「電車」「路線

バス・コミュニティバス」が 39.1％となっています。 

  

68.2 

23.8 

10.1 

49.9 

25.1 

39.1 

39.1 

2.5 

0.1 

0.3 

1.4 

10.4 

1.0 

3.0 

68.1 

24.8 

11.3 

47.0 

24.0 

39.0 

39.5 

1.9 

0.1 

0.1 

1.0 

9.2 

0.3 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80%

徒歩

自転車

バイク

自動車（自分で運転）

自動車（人に乗せてもらう）

電車

路線バス・コミュニティバス

病院や施設のバス

車いす

電動車いす（シニアカー）

歩行器・手押し車

タクシー

その他

不明・無回答

全体(n=1,987) 前回(n=1,924)
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問２（８）外出する際の移動手段は何ですか。 × 認定状況、年齢、日常生活圏域 

認定状況別にみると、<一般高齢者>では「自動車（自分で運転）」、<要支援１>では「路線バス・コ

ミュニティバス」、<要支援２>では「自動車（人に乗せてもらう）」が２番目に高くなっています。 

年齢別にみると、<65～79 歳>では「自動車（自分で運転）」、<80歳以上>では「路線バス・コミュ

ニティバス」が２番目に高くなっています。 

日常生活圏域別にみると、<男山東中学校圏域>では「自動車（自分で運転）」が最も高く、約６割

となっています。その他の圏域では、「徒歩」が最も高く、次いで、<男山中学校圏域><男山第三中学

校圏域>では「自動車（自分で運転）」、<男山第二中学校圏域>では「路線バス・コミュニティバス」

が高くなっています。 

 

◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け  

徒

歩

自

転

車

バ

イ

ク

自

動

車
（

自

分

で

運

転
）

自

動

車
（

人

に

乗

せ

て

も

ら

う
）

電

車

路

線

バ

ス

・

コ

ミ
ュ

ニ

テ
ィ

バ

ス

病

院

や

施

設

の

バ

ス

車

い

す

電

動

車

い

す
（

シ

ニ

ア

カ
ー

）

歩

行

器

・

手

押

し

車

タ

ク

シ
ー

そ

の

他

不

明

・

無

回

答

 68.2  23.8  10.1  49.9  25.1  39.1  39.1   2.5   0.1   0.3   1.4  10.4   1.0   3.0

 一般高齢者

（n=1,834）
 69.0  25.0  10.6  52.6  23.9  40.5  38.9   1.6   0.1   0.1   0.4   8.9   0.8   2.9

 事業対象者（n=8）  100.0  25.0    0.0  12.5  50.0  37.5  62.5  12.5    0.0    0.0    0.0  25.0    0.0    0.0

 要支援１（n=72）  63.9  11.1   5.6  19.4  36.1  25.0  50.0  11.1    0.0    0.0  12.5  25.0   4.2   1.4

 要支援２（n=69）  47.8   2.9   2.9  14.5  44.9  15.9  29.0  14.5    0.0   4.3  14.5  34.8   2.9   7.2

 65～69歳（n=355）  69.6  25.6  15.5  67.6  23.9  44.2  30.7   1.7    0.0   0.3    0.0   6.8   0.6   2.3

 70～74歳（n=469）  70.8  24.5  10.0  62.5  25.4  42.9  39.0   1.1    0.0   0.2   0.6   5.8   1.1   2.8

 75～79歳（n=601）  66.1  25.6  10.6  49.6  25.0  38.8  38.3   2.2    0.0   0.2   0.7   7.8   1.2   2.7

 80～84歳（n=376）  70.5  23.9   7.7  31.6  23.4  32.4  44.7   4.0   0.3   0.5   2.1  14.6   1.1   4.8

 85歳以上（n=182）  61.5  11.0   2.7  21.4  31.3  34.1  46.2   5.5   0.5    0.0   6.6  29.7   1.1   2.2

 男山中学校圏域

（n=489）
 60.9  32.1  11.0  48.5  24.9  36.8  29.2   2.7    0.0   0.6   1.4   9.2   1.2   3.9

 男山第二中学校圏域

（n=528）
 72.3  21.4  10.4  44.5  24.1  37.1  49.1   2.7   0.2   0.2   0.9   9.8   0.8   1.7

 男山第三中学校圏域

（n=565）
 76.6  19.1  11.2  47.1  24.6  45.5  43.9   2.7   0.2   0.2   1.6  13.3   1.2   2.3

 男山東中学校圏域

（n=401）
 59.9  22.9   7.0  62.6  27.7  35.4  30.9   1.7    0.0    0.0   1.5   8.7   0.7   4.5

単位：％

 全体（n=1,987）

認

定

状

況

別

年

齢

別

圏

域

別
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0.3 12.6 36.3 32.1 13.4 0.8 4.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,987)

140cm未満 140cm以上150cm未満 150cm以上160cm未満

160cm以上170cm未満 170cm以上180cm未満 180cm以上

不明・無回答 test

2.3 

6.2 

13.6 

16.5 

15.7 

16.3 

10.9 

6.5 

4.0 

2.1 

0.9 

0.3 

0.3 

0.2 

4.4 

0% 10% 20%

40kg未満

40kg以上45kg未満

45kg以上50kg未満

50kg以上55kg未満

55kg以上60kg未満

60kg以上65kg未満

65kg以上70kg未満

70kg以上75kg未満

75kg以上80kg未満

80kg以上85kg未満

85kg以上90kg未満

90kg以上95kg未満

95kg以上100kg未満

100kg以上

不明・無回答

n=1,987

問３ 食べることについて 

問３（１）身長をご記入ください。 （数量回答） 

全体では「150cm以上 160cm未満」が 36.3％と最も高く、次いで「160cm以上 170cm未満」が 32.1％、

「170cm以上 180cm 未満」が 13.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３（１）体重をご記入ください。 （数量回答） 

全体では「50kg 以上 55kg 未満」が 16.5％と最も高く、次いで「60kg 以上 65kg 未満」が 16.3％、

「55kg 以上 60kg 未満」が 15.7％となっています。 
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26.3 70.8 2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,987)

はい いいえ 不明・無回答

27.5 69.6 2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,987)

はい いいえ 不明・無回答

29.0 66.6 4.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,987)

はい いいえ 不明・無回答

 

問３（２）半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか。 （単数回答） 

全体では「いいえ」が 70.8％と最も高く、次いで「はい」が 26.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

問３（３）お茶や汁物等でむせることがありますか。 （単数回答） 

全体では「いいえ」が 69.6％と最も高く、次いで「はい」が 27.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

問３（４）口の渇きが気になりますか。 （単数回答） 

全体では「いいえ」が 66.6％と最も高く、次いで「はい」が 29.0％となっています。 
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15.9 37.5 29.9 11.2 5.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,987)

自分の歯は20本以上、かつ入れ歯を利用 自分の歯は20本以上、入れ歯の利用なし

自分の歯は19本以下、かつ入れ歯を利用 自分の歯は19本以下、入れ歯の利用なし

不明・無回答 test

12.3 83.9 3.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,987)

はい いいえ 不明・無回答 test

56.6 8.8 13.1 10.2 7.6 3.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,987)

毎日ある 週に何度かある 月に何度かある 年に何度かある

ほとんどない 不明・無回答 test test

問３（５）歯の数と入れ歯の利用状況をお教えください。 （単数回答） 

全体では「自分の歯は 20 本以上、入れ歯の利用なし」が 37.5％と最も高く、次いで「自分の歯は

19 本以下、かつ入れ歯を利用」が 29.9％、「自分の歯は 20 本以上、かつ入れ歯を利用 」が 15.9％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３（６）６カ月間で２～３㎏以上の体重減少がありましたか。 （単数回答） 

全体では「いいえ」が 83.9％と最も高く、次いで「はい」が 12.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

問３（７）どなたかと食事をともにする機会はありますか。 （単数回答） 

全体では「毎日ある」が 56.6％と最も高く、次いで「月に何度かある」が 13.1％、「年に何度かあ

る」が 10.2％となっています。 
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38.8 56.3 4.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,987)

はい いいえ 不明・無回答 test

80.7 11.4 4.3 3.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,987)

できるし、している できるけどしていない できない

不明・無回答 test test

問４ 毎日の生活について 

問４（１）物忘れが多いと感じますか  （単数回答） 

全体では「いいえ」が 56.3％と最も高く、次いで「はい」が 38.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

問４（２）バスや電車を使って１人で外出していますか（自家用車でも可） （単数回答） 

全体では「できるし、している」が 80.7％と最も高く、次いで「できるけどしていない」が 11.4％、

「できない」が 4.3％となっています。 
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84.2 9.9 2.7 3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,987)

できるし、している できるけどしていない できない

不明・無回答 test test

問４（２）バスや電車を使って１人で外出していますか（自家用車でも可）  

× 年齢、日常生活圏域 

年齢別にみると、＜85歳以上＞では「できない」が２番目に高くなっています。 

日常生活圏域別にみると、大きな傾向の変化はみられません。 

 

◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け 

問４（３）自分で食品・日用品の買物をしていますか  （単数回答） 

全体では「できるし、している」が 84.2％と最も高く、次いで「できるけどしていない」が 9.9％、

「できない」が 2.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

で
き
る
し
、

し
て
い
る

で
き
る
け
ど
し
て
い
な
い

で
き
な
い

不
明
・
無
回
答

  80.7   11.4    4.3    3.6

 65～69歳（n=355）   85.9    9.6    2.5    2.0

 70～74歳（n=469）   86.8    7.9    2.3    3.0

 75～79歳（n=601）   80.2   13.8    2.8    3.2

 80～84歳（n=376）   74.2   13.6    6.1    6.1

 85歳以上（n=182）   69.2   11.5   14.3    4.9

 男山中学校圏域
（n=489）

  75.3   14.7    5.3    4.7

 男山第二中学校圏域
（n=528）

  82.6   10.6    4.5    2.3

 男山第三中学校圏域
（n=565）

  83.5   10.1    3.4    3.0

 男山東中学校圏域
（n=401）

  80.5   10.2    4.2    5.0

単位：％

 全体（n=1,987）

年
齢
別

圏
域
別
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73.3 17.9 5.8 3.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,987)

できるし、している できるけどしていない できない

不明・無回答 test test

82.5 11.8 2.6 3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,987)

できるし、している できるけどしていない できない

不明・無回答 test test

84.2 10.0 2.8 3.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,987)

できるし、している できるけどしていない できない

不明・無回答 test test

問４（４）自分で食事の用意をしていますか  （単数回答） 

全体では「できるし、している」が 73.3％と最も高く、次いで「できるけどしていない」が 17.9％、

「できない」が 5.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

問４（５）自分で請求書の支払いをしていますか  （単数回答） 

全体では「できるし、している」が 82.5％と最も高く、次いで「できるけどしていない」が 11.8％、

「できない」が 2.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

問４（６）自分で預貯金の出し入れをしていますか  （単数回答） 

全体では「できるし、している」が 84.2％と最も高く、次いで「できるけどしていない」が 10.0％、

「できない」が 2.8％となっています。 
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59.2 

55.9 

34.8 

40.2 

5.9 

3.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,987)

前回(n=1,924)

はい 思いつかない 不明・無回答 test

は
い

思
い
つ
か
な
い

不
明
・
無
回
答

  59.2   34.8    5.9

 一般高齢者
（n=1,834）

  60.5   33.9    5.6

 事業対象者（n=8）   50.0   50.0     0.0

 要支援１（n=72）   48.6   43.1    8.3

 要支援２（n=69）   36.2   50.7   13.0

 65～69歳（n=355）   65.6   31.5    2.8

 70～74歳（n=469）   64.2   32.0    3.8

 75～79歳（n=601）   59.9   34.6    5.5

 80～84歳（n=376）   50.0   39.6   10.4

 85歳以上（n=182）   50.0   40.1    9.9

単位：％

 全体（n=1,987）

認
定
状
況
別

年
齢
別

問４（７）生きがいはありますか  （単数回答） 

全体では「はい」が 59.2％と最も高く、次いで「思いつかない」が 34.8％となっています。 

前回調査と比較すると、「思いつかない」で減少傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４（７）生きがいはありますか × 認定状況、年齢 

認定状況別にみると、<要支援２>では「思いつかない」が最も高くなっています。 

年齢別にみると、＜80 歳以上＞では、「はい」が最も高いものの、「思いつかない」も約４割とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け 
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14.6 

69.8 

11.4 

31.3 

8.8 

4.6 

0% 20% 40% 60% 80%

スマートフォン（通話のみ利用）

スマートフォン（通話やその他の機能も含む）

タブレット

パソコン

この中に特に利用しているものはない

不明・無回答

n=1,987

ス
マ
ー

ト
フ
ォ

ン

（

通
話
の
み
利
用
）

ス
マ
ー

ト
フ
ォ

ン

（

通
話
や
そ
の
他
の
機
能
も
含
む
）

タ
ブ
レ
ッ

ト

パ
ソ
コ
ン

こ
の
中
に
特
に
利
用

し
て
い
る
も
の
は
な
い

不
明
・
無
回
答

  14.6   69.8   11.4   31.3    8.8    4.6

 一般高齢者
（n=1,834）

  13.9   71.5   11.8   32.6    8.2    4.3

 事業対象者（n=8）   37.5   37.5   12.5   12.5   12.5   12.5

 要支援１（n=72）   18.1   55.6    5.6   16.7   16.7    5.6

 要支援２（n=69）   27.5   42.0    7.2   17.4   15.9   10.1

 65～69歳（n=355）    7.6   84.8   21.1   41.1    4.5    2.5

 70～74歳（n=469）    9.4   82.3   13.4   36.7    3.4    3.2

 75～79歳（n=601）   16.1   70.9    9.8   29.8    6.8    4.3

 80～84歳（n=376）   23.4   51.6    4.8   24.2   14.6    6.9

 85歳以上（n=182）   18.7   41.8    6.0   18.7   25.3    8.2

単位：％

 全体（n=1,987）

認
定
状
況
別

年
齢
別

問４（８）あなたが、日常的に利用している電子端末について教えて下さい。（複数回答） 

全体では「スマートフォン（通話やその他の機能も含む）」が 69.8％と最も高く、次いで「パソコ

ン」が 31.3％、「スマートフォン（通話のみ利用）」が 14.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４（８）あなたが、日常的に利用している電子端末について教えて下さい。× 認定状況、年齢 

認定状況別にみると、<一般高齢者>では「パソコン」、<要支援１><要支援２>では「スマートフォ

ン（通話のみ利用）」が２番目に高くなっています。 

年齢別にみると、いずれも「スマートフォン（通話やその他の機能も含む）」が最も高く、＜65～

74 歳＞では８割台を占め、＜80歳以上＞では４割～５割程度となっています。次いで<85歳以上>で

は「この中に特に利用しているものはない」が２番目に高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け  
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【問４（８）で「この中に特に利用しているものはない」以外（電子端末利用中）を選んだ方】 

問４（８）-１ どのようなサービスを利用していますか。 （複数回答） 

全体では「無料通話アプリ（LINE等）やメールなどのメッセージのやりとり」が 92.3％と最も高

く、次いで「水道光熱費、電話料金、クレジットカードの利用金額などの各種料金の確認」が 41.4％、

「交通機関、コンサートなどのチケットの予約やインターネットショッピング」が 35.7％となって

います。 

 

 

  

92.3 

35.7 

16.8 

41.4 

14.4 

3.6 

17.0 

6.3 

3.2 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無料通話アプリ（LINE等）やメールなどの

メッセージのやりとり

交通機関、コンサートなどのチケットの予約や

インターネットショッピング

他口座への振込などが可能なインターネット

バンキング

水道光熱費、電話料金、クレジットカードの利用

金額などの各種料金の確認

Ｘ（旧Twitter）、Facebook、Instagramなどの

ＳＮＳ

オンラインによる診療や健康相談

各種申請等の行政手続き

その他

この中に利用しているサービスはない

不明・無回答

n=1,491
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【問４（８）で「この中に特に利用しているものはない」以外（電子端末利用中）を選んだ方】 

問４（８）-１ どのようなサービスを利用していますか。 × 認定状況、年齢 

認定状況別にみると、大きな傾向の変化はみられません。 

年齢別にみると、<65～69 歳>では「交通機関、コンサートなどのチケットの予約やインターネッ

トショッピング」が２番目に高くなっています。 

 

◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け 

 

  

無

料

通

話

ア

プ

リ
（

L

I

N

E

等
）

や

メ
ー

ル

な

ど

の

メ
ッ

セ
ー

ジ

の

や

り

と
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交

通

機

関
、

コ

ン

サ
ー

ト

な

ど

の

チ

ケ
ッ

ト

の

予

約

や

イ

ン

タ
ー

ネ
ッ

ト

シ
ョ

ッ

ピ

ン

グ

他

口

座

へ

の

振

込

な

ど

が

可

能

な

イ

ン

タ
ー

ネ
ッ

ト

バ

ン

キ

ン

グ

水

道

光

熱

費
、

電

話

料

金
、

ク

レ

ジ
ッ

ト

カ
ー

ド

の

利

用

金

額

な

ど

の

各

種

料

金

の

確

認

Ｘ
（

旧

T

w

i

t

t

e

r
）

、

F

a

c

e

b

o

o

k
、

I

n

s

t

a

g

r

a

m

な

ど

の

Ｓ

Ｎ

Ｓ

オ

ン

ラ

イ

ン

に

よ

る

診

療

や

健

康

相

談

各

種

申

請

等

の

行

政

手

続

き

そ

の

他

こ

の

中

に

利

用

し

て

い

る

サ
ー

ビ

ス

は

な

い

不

明

・

無

回

答

      92.3       35.7       16.8       41.4       14.4        3.6       17.0        6.3        3.2        0.9

 一般高齢者（n=1,407）       92.3       37.2       17.3       41.8       15.1        3.8       17.6        6.3        3.1        0.9

 事業対象者（n=3）      100.0       33.3         0.0       66.7         0.0         0.0       33.3         0.0         0.0         0.0

 要支援１（n=44）       90.9        9.1       13.6       34.1        4.5        2.3        6.8        9.1        4.5        2.3

 要支援２（n=34）       94.1       14.7        2.9       32.4        2.9         0.0        8.8        5.9        5.9         0.0

 65～69歳（n=316）       95.9       58.9       31.6       51.9       29.1        6.0       28.8        5.4        1.6         0.0

 70～74歳（n=407）       93.4       42.0       17.7       43.7       16.0        3.9       19.2        5.9        2.9        0.7

 75～79歳（n=456）       92.8       27.6       11.6       38.8        8.8        2.4       11.6        6.6        3.3        1.5

 80～84歳（n=217）       86.6       18.0       10.1       32.7        6.9        3.2       12.0        7.4        5.1        1.4

 85歳以上（n=92）       85.9       12.0        3.3       28.3        3.3        1.1        6.5        7.6        5.4        1.1

単位：％

 全体（n=1,491）

認

定

状

況

別

年

齢

別
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1.3 

2.1 

1.6 

3.6 

2.8 

15.8 

43.9 

29.0 

0% 20% 40% 60%

週４回以上

週２～３回

週１回

月１～３回

年に数回

参加していない

活動に所属なし

不明・無回答

n=1,987

問５ 地域での活動や就労について 

問５（１）以下①～⑧のようなサークル・グループ活動等への所属の有無や頻度について、

お答えください。 

※「参加していない」はサークル活動等に所属しているが、活動に参加していないこと。 

 「活動に所属なし」は活動にサークル活動等に所属していないこと。 

 

問５①ボランティアのグループ  （単数回答） 

全体では「活動に所属なし」が 43.9％と最も高く、次いで「参加していない」が 15.8％、「月１～

３回」が 3.6％となっています。 
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1.0 

4.1 

4.6 

10.1 

3.4 

13.5 

38.0 

25.4 

0% 20% 40%

週４回以上

週２～３回

週１回

月１～３回

年に数回

参加していない

活動に所属なし

不明・無回答

n=1,987

問５②スポーツ関係のグループやクラブ  （単数回答） 

全体では「活動に所属なし」が 36.7％と最も高く、次いで「参加していない」が 13.3％、「週２～

３回」が 8.3％となっています。 

 

 

問５③趣味関係のグループ  （単数回答） 

全体では「活動に所属なし」が 38.0％と最も高く、次いで「参加していない」が 13.5％、「月１～

３回」が 10.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.8 

8.3 

6.3 

4.2 

2.0 

13.3 

36.7 

25.5 

0% 20% 40%

週４回以上

週２～３回

週１回

月１～３回

年に数回

参加していない

活動に所属なし

不明・無回答

n=1,987
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0.3 

0.6 

1.2 

3.5 

2.7 

16.8 

43.7 

31.2 

0% 20% 40% 60%

週４回以上

週２～３回

週１回

月１～３回

年に数回

参加していない

活動に所属なし

不明・無回答

n=1,987

0.3 

0.6 

1.0 

2.7 

3.9 

18.4 

43.4 

29.7 

0.2 

0.7 

0.6 

2.1 

4.8 

70.0 

21.6 

0% 20% 40% 60% 80%

週４回以上

週２～３回

週１回

月１～３回

年に数回

参加していない

活動に所属なし

不明・無回答

全体(n=1,987) 前回(n=1,924)

問５④学習・教養サークル  （単数回答） 

全体では「活動に所属なし」が 43.7％と最も高く、次いで「参加していない」が 16.8％、「月１～

３回」が 3.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５⑤老人クラブ  （単数回答） 

全体では「活動に所属なし」が 43.4％と最も高く、次いで「参加していない」が 18.4％、「年に数

回」が 3.9％となっています。 

前回調査と比較すると、『参加あり』（「週４回以上」～「年に数回」の計）は今回 8.5％、前回 8.4％

と、大きな傾向の変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「活動に所属なし」は今回のみの選択肢  
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問５⑤老人クラブ × 年齢、日常生活圏域 

年齢別にみると、すべての区分で「活動に所属なし」が最も高く、＜65～74 歳＞で半数以上、＜

80 歳以上＞で２～３割程度となっています。また、＜80歳以上＞で『参加あり』は１割半ばとなっ

ています。 

日常生活圏域別にみると、＜男山東中学校圏域＞では『参加あり』が１割台、その他の圏域では１

割未満となっています。 

 

◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け 

 

 

  

週

４

回

以

上

週

２
～

３

回

週

１

回

月

１
～

３

回

年

に

数

回

参

加

し

て

い

な

い

活

動

に

所

属

な

し

不

明

・

無

回

答

参

加

あ

り

（

再

掲
）

  0.3   0.6   1.0   2.7   3.9  18.4  43.4  29.7   8.5

 65～69歳（n=355）    0.0    0.0   0.3    0.0   2.3  22.8  60.3  14.4   2.6

 70～74歳（n=469）    0.0   0.6   0.4   2.1   3.2  21.1  50.7  21.7   6.3

 75～79歳（n=601）   0.3   0.3   1.2   2.7   3.3  18.0  40.6  33.6   7.8

 80～84歳（n=376）   0.3   1.1   2.1   5.1   6.1  14.9  32.7  37.8  14.7

 85歳以上（n=182）   1.6   1.1   0.5   4.9   6.0  11.5  22.5  51.6  14.1

 男山中学校圏域

（n=489）
  0.2   0.4   1.0   2.2   2.7  16.4  43.8  33.3   6.5

 男山第二中学校圏域

（n=528）
  0.4   1.1   0.9   1.3   2.5  20.1  43.8  29.9   6.2

 男山第三中学校圏域

（n=565）
  0.2   0.5   1.1   4.4   1.9  18.1  45.1  28.7   8.1

 男山東中学校圏域

（n=401）
  0.5    0.0   0.7   2.7  10.0  19.2  39.9  26.9  13.9

参加あり

単位：％

 全体（n=1,987）

年

齢

別

圏

域

別
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0.7 

0.3 

0.4 

4.2 

18.6 

17.4 

29.9 

28.5 

0.4 

0.6 

0.7 

4.9 

20.0 

53.3 

20.1 

0% 20% 40% 60%

週４回以上

週２～３回

週１回

月１～３回

年に数回

参加していない

活動に所属なし

不明・無回答

全体(n=1,987) 前回(n=1,924)

問５⑥町内会・自治会  （単数回答） 

全体では「活動に所属なし」が 29.9％と最も高く、次いで「年に数回」が 18.6％、「参加していな

い」が 17.4％となっています。 

前回調査と比較すると、『参加あり』（「週４回以上」～「年に数回」の計）は今回 24.2％、前回

26.6％と、大きな傾向の変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「活動に所属なし」は今回のみの選択肢 
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問５⑥町内会・自治会 × 年齢、日常生活圏域 

年齢別にみると、すべての区分で「活動に所属なし」が最も高く、特に<65～74 歳>では３割半ば

となっています。『参加あり』は<65～79歳>で２割半ば、＜85 歳以上＞で１割半ばとなっています。 

日常生活圏域別にみると、<男山東中学校圏域>では「年に数回」が最も高くなっています。その他

の圏域では、「活動に所属なし」が最も高く、特に<男山中学校圏域><男山第二中学校圏域>では３割

台となっています。 

 

◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け 

 

 

  

週

４

回

以

上

週

２
～

３

回

週

１

回

月

１
～

３

回

年

に

数

回

参

加

し

て

い

な

い

活

動

に

所

属

な

し

不

明

・

無

回

答

参

加

あ

り

（

再

掲
）

  0.7   0.3   0.4   4.2  18.6  17.4  29.9  28.5  24.2

 65～69歳（n=355）   0.8    0.0    0.0   4.2  21.1  26.2  35.5  12.1  26.1

 70～74歳（n=469）   0.2   0.4   0.4   5.3  20.3  17.7  35.6  20.0  26.6

 75～79歳（n=601）   0.5   0.2   0.3   3.5  19.8  15.6  28.0  32.1  24.3

 80～84歳（n=376）   1.6   0.8   1.1   3.2  15.4  14.1  25.8  38.0  22.1

 85歳以上（n=182）    0.0    0.0    0.0   4.9  12.6  12.1  19.2  51.1  17.5

 男山中学校圏域

（n=489）
  0.6    0.0    0.0   0.8  16.6  15.7  32.5  33.7  18.0

 男山第二中学校圏域

（n=528）
  0.8   0.8   1.1   4.5  15.0  19.7  32.4  25.8  22.2

 男山第三中学校圏域

（n=565）
  0.7    0.0   0.2   4.4  18.6  18.4  29.7  28.0  23.9

 男山東中学校圏域

（n=401）
  0.5   0.5   0.2   7.2  26.2  15.0  23.7  26.7  34.6

参加あり

単位：％

 全体（n=1,987）

年

齢

別

圏

域

別
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11.9 

7.3 

1.5 

1.3 

1.6 

13.9 

35.3 

27.2 

0% 20% 40%

週４回以上

週２～３回

週１回

月１～３回

年に数回

参加していない

活動に所属なし

不明・無回答

n=1,987

問５⑦収入のある仕事  （単数回答） 

全体では「活動に所属なし」が 35.3％と最も高く、次いで「参加していない」が 13.9％、「週４回

以上」が 11.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５⑦収入のある仕事  × 年齢 

全体では「活動に所属なし」が 35.3％と最も高く、次いで「参加していない」が 13.9％、「週４回

以上」が 11.9％となっています。 

年齢別にみると、すべての区分で「活動に所属なし」が最も高く、次いで、<65～74 歳>では「週

４回以上」、<75歳以上>では「参加していない」が高くなっています。 

 

◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け  

週

４

回

以

上

週

２
～

３

回

週

１

回

月

１
～

３

回

年

に

数

回

参

加

し

て

い

な

い

活

動

に

所

属

な

し

不

明

・

無

回

答

参

加

あ

り

（

再

掲
）

 11.9   7.3   1.5   1.3   1.6  13.9  35.3  27.2  23.6

 65～69歳（n=355）  30.1  12.1   2.0   2.0   1.4   9.3  34.1   9.0  47.6

 70～74歳（n=469）  15.6  10.2   1.5   1.7   1.5  15.1  36.7  17.7  30.5

 75～79歳（n=601）   6.8   7.2   2.0   1.0   2.7  14.0  36.6  29.8  19.7

 80～84歳（n=376）   3.5   2.7   0.8   1.1   0.8  15.4  37.0  38.8   8.9

 85歳以上（n=182）   1.1   1.1    0.0   0.5    0.0  15.9  26.4  54.9   2.7

参加あり

単位：％

 全体（n=1,987）

年

齢

別
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1.6 

1.2 

1.8 

1.6 

1.7 

18.4 

43.2 

30.5 

0.5 

1.3 

2.1 

1.1 

1.4 

82.5 

11.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週４回以上

週２～３回

週１回

月１～３回

年に数回

参加していない

活動に所属なし

不明・無回答

全体(n=1,987) 前回(n=1,924)

問５⑧脳にいいトレ、今からはじめる筋トレ講座など  （単数回答） 

全体では「活動に所属なし」が 43.2％と最も高く、次いで「参加していない」が 18.4％、「週１

回」が 1.8％となっています。 

前回調査と比較すると、『参加あり』（「週４回以上」～「年に数回」の計）は今回 7.9％、前回 6.4％

と、大きな傾向の変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「活動に所属なし」は今回のみの選択肢 
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問５⑧脳にいいトレ、今からはじめる筋トレ講座など × 年齢、日常生活圏域 

年齢別にみると、すべての区分で「活動に所属なし」が最も高く、特に<65～74 歳>では半数以上

となっています。『参加あり』は<65～74歳>で１割未満、＜85 歳以上＞で１割半ばとなっています。 

日常生活圏域別にみると、『参加あり』は＜男山第三中学校圏域＞＜男山東中学校圏域＞で約１割

となっています。 

 

◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け 

 

 

  

週

４

回

以

上

週

２
～

３

回

週

１

回

月

１
～

３

回

年

に

数

回

参

加

し

て

い

な

い

活

動

に

所

属

な

し

不

明

・

無

回

答

参

加

あ

り

（

再

掲
）

  1.6   1.2   1.8   1.6   1.7  18.4  43.2  30.5   7.9

 65～69歳（n=355）   2.3   0.6   0.8    0.0   1.7  22.8  57.7  14.1   5.4

 70～74歳（n=469）   1.5   1.9   1.1   1.9   1.3  20.3  50.1  22.0   7.7

 75～79歳（n=601）   1.5   1.3   2.2   1.7   2.2  18.0  40.3  32.9   8.9

 80～84歳（n=376）   1.3   0.5   2.1   1.9   1.6  15.7  35.1  41.8   7.4

 85歳以上（n=182）   1.1   1.6   3.3   2.7   1.1  12.1  23.6  54.4   9.8

 男山中学校圏域

（n=489）
  1.2   0.6   1.4   1.0   1.6  16.4  44.2  33.5   5.8

 男山第二中学校圏域

（n=528）
  1.9   0.9   2.3   0.8   0.9  18.9  44.5  29.7   6.8

 男山第三中学校圏域

（n=565）
  1.6   1.4   1.6   2.3   2.1  17.2  43.4  30.4   9.0

 男山東中学校圏域

（n=401）
  1.5   2.0   1.7   2.2   2.0  21.9  40.1  28.4   9.4

参加あり

単位：％

 全体（n=1,987）

年

齢

別

圏

域

別
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3.2 

12.0 

53.4 

13.0 

6.8 

24.1 

9.6 

4.1 

1.9 

0.6 

11.5 

18.8 

15.0 

1.5 

0% 20% 40% 60%

他の教室等に通っている

体調が悪く、行けない

興味がない

人間関係の問題

存在を知らなかった

きっかけがない

移動手段の確保が難しい

開催日時など都合が合わない

活動内容が難しい

活動内容が簡単すぎる

家の近くに無い

知っている人がいない

その他

不明・無回答

n=468

【問５（２）ですべてに「６」「７」（参加・所属していない）を選んだ方】 

問５（２）サークル・グループに１つも参加していない理由は何ですか。 （複数回答） 

全体では「興味がない」が 53.4％と最も高く、次いで「きっかけがない」が 24.1％、「知っている

人がいない」が 18.8％となっています。 
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他
の
教
室
等
に
通
っ

て
い
る

体
調
が
悪
く
、

行
け
な
い

興
味
が
な
い

人
間
関
係
の
問
題

存
在
を
知
ら
な
か
っ

た

き
っ

か
け
が
な
い

移
動
手
段
の
確
保
が
難
し
い

開
催
日
時
な
ど
都
合
が
合
わ
な
い

活
動
内
容
が
難
し
い

活
動
内
容
が
簡
単
す
ぎ
る

家
の
近
く
に
無
い

知
っ

て
い
る
人
が
い
な
い

そ
の
他

不
明
・
無
回
答

   3.2   12.0   53.4   13.0    6.8   24.1    9.6    4.1    1.9    0.6   11.5   18.8   15.0    1.5

 一般高齢者
（n=432）

   3.5    9.7   53.5   13.0    6.7   24.5    7.9    4.4    1.9    0.5   11.1   17.8   15.5    1.4

 事業対象者（n=0）     0.0     0.0     0.0     0.0     0.0     0.0     0.0     0.0     0.0     0.0     0.0     0.0     0.0     0.0

 要支援１（n=16）     0.0   50.0   62.5   25.0   12.5   18.8   31.3     0.0    6.3    6.3   25.0   37.5     0.0    6.3

 要支援２（n=19）     0.0   31.6   42.1    5.3    5.3   21.1   31.6     0.0     0.0     0.0   10.5   26.3   15.8     0.0

 65～69歳（n=78）    3.8    7.7   44.9   19.2    5.1   26.9    7.7    7.7    2.6     0.0   12.8   19.2   20.5    2.6

 70～74歳（n=115）    3.5    4.3   60.0    9.6    2.6   22.6    5.2    2.6    0.9     0.0    8.7   20.0   20.0    0.9

 75～79歳（n=141）    2.8   17.7   61.7   14.9    5.0   27.0    9.9    4.3    2.8    2.1    7.8   17.7    7.8     0.0

 80～84歳（n=94）    4.3   13.8   48.9   11.7   11.7   20.2    9.6    2.1    2.1     0.0   13.8   17.0   12.8    3.2

 85歳以上（n=39）     0.0   17.9   30.8    7.7   17.9   23.1   25.6    5.1     0.0     0.0   25.6   23.1   20.5    2.6

 男山中学校圏域
（n=133）

   0.8   12.8   52.6   12.8    3.8   23.3   10.5    3.8    3.8    0.8   13.5   21.1   18.0    0.8

 男山第二中学校圏域
（n=139）

   5.0   11.5   51.8   14.4    6.5   24.5    9.4    4.3    2.9     0.0    5.8   18.7   16.5    2.2

 男山第三中学校圏域
（n=130）

   3.8    9.2   58.5   10.8    7.7   21.5    6.9    3.8     0.0    0.8   10.8   20.0   13.1    1.5

 男山東中学校圏域
（n=65）

   3.1   16.9   47.7   15.4   12.3   30.8   13.8    4.6     0.0    1.5   21.5   12.3    9.2    1.5

単位：％

 全体（n=468）

認
定
状
況
別

年
齢
別

圏
域
別

【問５（２）ですべてに「６」「７」（参加・所属していない）を選んだ方】 

問５（２）サークル・グループに１つも参加していない理由は何ですか。  

× 認定状況、年齢、日常生活圏域 

認定状況別にみると、<一般高齢者>では「きっかけがない」、<要支援１>では「体調が悪く、行け

ない」、<要支援２>では「体調が悪く、行けない」「移動手段の確保が難しい」が２番目に高くなって

います。 

年齢別にみると、<85 歳以上>では「移動手段の確保が難しい」「家の近くに無い」が２番目に高く

なっています。 

日常生活圏域別にみると、大きな傾向の変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け 
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1.7 

2.7 

15.3 

27.7 

52.9 

63.6 

3.9 

2.4 

26.3 

3.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,987)

前回(n=1,924)

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない

既に参加している 不明・無回答 test

是
非
参
加
し
た
い

参
加
し
て
も
よ
い

参
加
し
た
く
な
い

既
に
参
加
し
て
い
る

不
明
・
無
回
答

   1.7   15.3   52.9    3.9   26.3

 男山中学校圏域
（n=489）

   0.8   14.7   53.6    4.9   26.0

 男山第二中学校圏域
（n=528）

   1.5   15.3   56.1    2.5   24.6

 男山第三中学校圏域
（n=565）

   1.6   14.0   51.9    5.0   27.6

 男山東中学校圏域
（n=401）

   3.0   18.0   49.1    3.0   26.9

単位：％

 全体（n=1,987）

圏
域
別

問５（３）地域住民の有志によって、健康づくり活動や趣味等のグループ活動を行って、い

きいきした地域づくりを進めるとしたら、参加してみたいと思いますか。 

 

①企画・運営（お世話役）として参加してみたいと思うか （単数回答） 

全体では「参加したくない」が 52.9％と最も高く、次いで「参加してもよい」が 15.3％、「既に参

加している」が 3.9％となっています。 

前回調査と比較すると、「参加してもよい」「参加したくない」で減少傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５①企画・運営（お世話役）として参加してみたいと思うか× 日常生活圏域 

日常生活圏域別にみると、大きな傾向の変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け  
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4.3 

7.3 

42.0 

49.9 

36.2 

36.5 

6.1 

3.3 

11.4 

3.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,987)

前回(n=1,924)

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない

既に参加している 不明・無回答 test

是
非
参
加
し
た
い

参
加
し
て
も
よ
い

参
加
し
た
く
な
い

既
に
参
加
し
て
い
る

不
明
・
無
回
答

   4.3   42.0   36.2    6.1   11.4

 男山中学校圏域
（n=489）

   3.5   38.7   37.2    6.7   13.9

 男山第二中学校圏域
（n=528）

   4.0   39.8   40.2    5.5   10.6

 男山第三中学校圏域
（n=565）

   3.9   41.6   36.5    8.1    9.9

 男山東中学校圏域
（n=401）

   6.2   49.9   29.2    3.0   11.7

単位：％

 全体（n=1,987）

圏
域
別

問５（３）地域住民の有志によって、健康づくり活動や趣味等のグループ活動を行って、い

きいきした地域づくりを進めるとしたら、参加してみたいと思いますか。 

 

②参加者として参加してみたいと思うか （単数回答） 

全体では「参加してもよい」が 42.0％と最も高く、次いで「参加したくない」が 36.2％、「既に参

加している」が 6.1％となっています。 

前回調査と比較すると、「参加してもよい」で減少傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５②参加者として参加してみたいと思うか× 日常生活圏域 

日常生活圏域別にみると、<男山中学校圏域><男山第三中学校圏域><男山東中学校圏域>では「参

加してもよい」が最も高くなっています。<男山第二中学校圏域>では「参加したくない」が最も高く

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け  
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28.1 

26.0 

8.1 

13.2 

14.4 

10.1 

4.5 

7.9 

3.5 

20.0 

9.1 

8.1 

22.5 

29.8 

31.9 

7.3 

14.4 

12.6 

10.2 

6.1 

8.4 

3.4 

21.8 

10.0 

8.8 

16.6 

0% 20% 40%

体操、ストレッチ、ヨガなど

ウォーキング、ハイキング

上記以外のスポーツ

料理

手芸や編み物、作品づくりなど

カラオケ

囲碁・将棋

麻雀

パソコンやスマートフォン、ゲーム機を使用し

た、複数人で行うゲーム

園芸、家庭菜園

地域での社会貢献活動・ボランティア活動

その他

不明・無回答

全体(n=1,987) 前回(n=1,924)

問５（４）地域住民の有志によって、健康づくり活動や趣味等のグループ活動を行って、い

きいきした地域づくりを進めるとしたら、どのような活動に参加してみたいと思いま

すか。（複数回答） 

全体では「体操、ストレッチ、ヨガなど」が 28.1％と最も高く、次いで「ウォーキング、ハイキ

ング」が 26.0％、「園芸、家庭菜園」が 20.0％となっています。 

前回調査と比較すると、「ウォーキング、ハイキング」で減少傾向がみられます。 
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問５（４）地域住民の有志によって、健康づくり活動や趣味等のグループ活動を行って、い

きいきした地域づくりを進めるとしたら、どのような活動に参加してみたいと思いま

すか。 × 年齢、日常生活圏域 

年齢別にみると、<70～74 歳>では「ウォーキング、ハイキング」、その他の区分では、「体操、ス

トレッチ、ヨガなど」が最も高くなっています。 

日常生活圏域別にみると、すべての日常生活圏域で、「ウォーキング、ハイキング」「体操、ストレ

ッチ、ヨガなど」が上位２項目となっています。 

 

◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け 

 

  

体

操
、

ス

ト

レ
ッ

チ
、

ヨ

ガ

な
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ー
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ハ
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体

操
、

ウ
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ー
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ン

グ

等
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外

の

ス
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ー

ツ

料

理

手

芸

や

編

み

物
、

作

品

づ

く

り

な

ど

カ

ラ

オ

ケ

囲

碁

・

将

棋

麻

雀

パ

ソ

コ

ン

や

ス

マ
ー

ト

フ
ォ

ン
、

ゲ
ー

ム

機

を

使

用

し

た
、

複

数

人

で

行

う

ゲ
ー

ム

園

芸
、

家

庭

菜

園

地

域

で

の

社

会

貢

献

活

動

・

ボ

ラ

ン

テ
ィ

ア

活

動

そ

の

他

不

明

・

無

回

答

   28.1    26.0     8.1    13.2    14.4    10.1     4.5     7.9     3.5    20.0     9.1     8.1    22.5

 65～69歳（n=355）    35.2    32.4    10.7    16.9    18.9     5.9     3.1     5.9     3.9    19.7     9.0    10.4    17.5

 70～74歳（n=469）    29.4    30.5     8.1    12.8    13.2     8.3     3.0     6.6     5.1    22.4    15.4     9.6    20.0

 75～79歳（n=601）    26.0    22.3     8.2    14.5    14.8    11.8     4.0    10.3     3.3    19.3     8.2     6.5    22.5

 80～84歳（n=376）    25.0    24.5     7.4    10.4    11.7    12.0     8.0     7.4     2.1    21.0     6.1     7.2    26.6

 85歳以上（n=182）    25.3    17.6     3.8     9.3    13.7    13.2     6.0     7.1     1.6    14.8     2.7     6.0    30.8

 男山中学校圏域

（n=489）
   27.6    23.3     8.2    14.9    14.1     9.6     3.1     6.3     4.3    19.8     5.9     8.4    25.8

 男山第二中学校圏域

（n=528）
   26.9    21.6     8.1    10.4    15.0    10.4     4.9     6.8     2.7    17.6    10.8     8.9    23.1

 男山第三中学校圏域

（n=565）
   29.7    30.8     7.1    12.4    12.4     9.4     6.0     8.8     3.2    20.0    11.2     8.1    19.1

 男山東中学校圏域

（n=401）
   28.4    28.4     9.2    16.2    17.2    11.2     3.7     9.5     4.0    23.4     8.0     6.2    22.7

単位：％

 全体（n=1,987）

年

齢

別

圏

域

別
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68.0 5.6 14.7 6.7 

0.4 

2.9 2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,987)

無職 常勤（フルタイム）

非常勤（パート・アルバイト等） 自営業

求職中 その他

不明・無回答 test

無
職

常
勤
（

フ
ル
タ
イ
ム
）

非
常
勤
（

パ
ー

ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
等
）

自
営
業

求
職
中

そ
の
他

不
明
・
無
回
答

  68.0    5.6   14.7    6.7    0.4    2.9    2.0

 65～69歳（n=355）   43.7   15.8   29.0    9.0    0.8    2.8    0.8

 70～74歳（n=469）   61.4    7.5   20.5    7.7    0.9    1.7    0.4

 75～79歳（n=601）   71.5    3.2   12.0    7.3    0.2    3.5    2.8

 80～84歳（n=376）   83.0    0.5    5.6    4.3     0.0    3.5    3.2

 85歳以上（n=182）   89.6     0.0    0.5    3.3     0.0    3.3    3.3

単位：％

 全体（n=1,987）

年
齢
別

問５（５）現在のあなたの就労状態はどれですか。  （単数回答） 

全体では「無職」が 68.0％と最も高く、次いで「非常勤（パート・アルバイト等）」が 14.7％、「自

営業」が 6.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５（５）現在のあなたの就労状態はどれですか。 × 年齢 

年齢別にみると、すべての認定状況で「無職」が最も高く、特に＜80 歳以上＞では８割台となっ

ています。次いで、＜85 歳以上＞では「自営業」が 3.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け 
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問６ たすけあいについて 

問６（１）あなたの心配事や愚痴（ぐち）を聞いてくれる人  （複数回答） 

全体では「配偶者」が 57.7％と最も高く、次いで「友人」が 42.4％、「別居の子ども」が 35.8％

となっています。 

 

問６（２）反対に、あなたが心配事や愚痴（ぐち）を聞いてあげる人  （複数回答） 

全体では「配偶者」が 54.9％と最も高く、次いで「友人」が 43.3％、「別居の子ども」が 30.7％

となっています。 

  

57.7 

15.4 

35.8 

23.4 

9.8 

42.4 

1.8 

4.7 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80%

配偶者

同居の子ども

別居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

近隣住民

友人

その他

そのような人はいない

不明・無回答

n=1,987

54.9 

15.0 

30.7 

24.5 

11.9 

43.3 

1.4 

5.8 

2.6 

0% 20% 40% 60%

配偶者

同居の子ども

別居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

近隣住民

友人

その他

そのような人はいない

不明・無回答

n=1,987
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問６（３）あなたが病気で数日間寝込んだときに、看病や世話をしてくれる人 （複数回答） 

全体では「配偶者」が 62.4％と最も高く、次いで「別居の子ども」が 28.0％、「同居の子ども」が

19.4％となっています。 

 

 

問６（４）反対に、看病や世話をしてあげる人  （複数回答） 

全体では「配偶者」が 65.1％と最も高く、次いで「別居の子ども」が 22.0％、「同居の子ども」が

17.8％となっています。 

 

  

62.4 

19.4 

28.0 

7.4 

1.8 

4.7 

1.6 

7.4 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80%

配偶者

同居の子ども

別居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

近隣住民

友人

その他

そのような人はいない

不明・無回答

n=1,987

65.1 

17.8 

22.0 

14.4 

2.2 

5.8 

1.3 

10.8 

3.2 

0% 20% 40% 60% 80%

配偶者

同居の子ども

別居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

近隣住民

友人

その他

そのような人はいない

不明・無回答

n=1,987
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問６（５）家族や友人・知人以外で生活や介護に関して相談する相手  （複数回答） 

全体では「そのような人はいない」が 46.0％と最も高く、次いで「医師・歯科医師・看護師・薬

剤師」が 22.8％、「地域包括支援センター・市役所」が 13.0％となっています。 

 
 

問６（６）友人・知人と会う頻度  （単数回答） 

全体では「週に何度かある」が 26.8％と最も高く、次いで「月に何度かある」が 24.1％、「年に何

度かある」が 19.3％となっています。 

 

 

 

  

4.1 

3.7 

4.1 

10.7 

22.8 

13.0 

3.2 

46.0 

7.2 

0% 20% 40% 60%

自治会・町内会・老人クラブ

社会福祉協議会

民生委員

ケアマネジャー・介護サービス事業所等

医師・歯科医師・看護師・薬剤師

地域包括支援センター・市役所

その他

そのような人はいない

不明・無回答

n=1,987

9.1 26.8 24.1 19.3 18.4 2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,987)

毎日ある 週に何度かある 月に何度かある 年に何度かある

ほとんどない 不明・無回答 test test
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毎
日
あ
る

週
に
何
度
か
あ
る

月
に
何
度
か
あ
る

年
に
何
度
か
あ
る

ほ
と
ん
ど
な
い

不
明
・
無
回
答

   9.1   26.8   24.1   19.3   18.4    2.4

 一般高齢者
（n=1,834）

   9.1   26.7   24.1   20.1   17.6    2.3

 事業対象者（n=8）   12.5   62.5   12.5     0.0   12.5     0.0

 要支援１（n=72）    6.9   25.0   27.8   11.1   26.4    2.8

 要支援２（n=69）    5.8   27.5   20.3   10.1   31.9    4.3

 65～69歳（n=355）   11.0   21.4   26.2   21.7   17.7    2.0

 70～74歳（n=469）    9.8   24.7   25.2   20.5   17.5    2.3

 75～79歳（n=601）    7.7   29.5   23.1   20.3   16.6    2.8

 80～84歳（n=376）    8.0   31.6   23.4   16.5   18.9    1.6

 85歳以上（n=182）    8.8   24.2   21.4   14.8   26.9    3.8

単位：％

 全体（n=1,987）

認
定
状
況
別

年
齢
別

問６（６）友人・知人と会う頻度 × 認定状況、年齢 

認定状況別にみると、<要支援１>では「月に何度かある」、<要支援２>では「ほとんどない」が最

も高くなっています。また、<要支援１><要支援２>では「ほとんどない」が２割～３割となっていま

す。 

年齢別にみると、<65～74 歳>では「月に何度かある」、<75～84 歳>では「週に何度かある」、<85

歳以上>では「ほとんどない」が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け 
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10.6 

14.1 

69.9 

67.8 

15.3 

14.8 

2.4 

2.1 

1.9 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,987)

前回(n=1,924)

とてもよい まあよい あまりよくない よくない

不明・無回答 test test test

問７ 健康について 

問７（１）現在のあなたの健康状態はいかがですか。  （単数回答） 

全体では「まあよい」が 69.9％と最も高く、次いで「あまりよくない」が 15.3％、「とてもよい」

が 10.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７（１）現在のあなたの健康状態はいかがですか。 × 認定状況、年齢 

認定状況別にみると、〈要支援２〉では「あまりよくない」約４割を占めています。 

年齢別にみると、＜65～74 歳＞では「とてもよい」、＜75歳以上＞では「あまりよくない」が２番

目に高くなっています。 

 

◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け  

と
て
も
よ
い

ま
あ
よ
い

あ
ま
り
よ
く
な
い

よ
く
な
い

不
明
・
無
回
答

  10.6   69.9   15.3    2.4    1.9

 一般高齢者
（n=1,834）

  11.1   71.8   13.7    1.7    1.8

 事業対象者（n=8）     0.0   75.0   25.0     0.0     0.0

 要支援１（n=72）    6.9   50.0   31.9    9.7    1.4

 要支援２（n=69）    1.4   40.6   40.6   13.0    4.3

 65～69歳（n=355）   14.6   70.1   13.5    0.8    0.8

 70～74歳（n=469）   14.1   70.1   13.4    1.1    1.3

 75～79歳（n=601）    8.8   69.6   16.0    2.7    3.0

 80～84歳（n=376）    6.9   73.1   15.7    2.7    1.6

 85歳以上（n=182）    6.6   63.2   20.9    7.1    2.2

単位：％

 全体（n=1,987）

認
定
状
況
別

年
齢
別
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0.4 

0.5 

0.8 

2.2 

2.7 

18.2 

8.3 

17.1 

25.3 

10.8 

11.3 

2.6 

0% 20% 40%

０点（とても不幸）

１点

２点

３点

４点

５点

６点

７点

８点

９点

10点（とても幸せ）

不明・無回答

n=1,987

問７（２）あなたは、現在どの程度幸せですか。 （単数回答） 

全体では「８点」が 25.3％と最も高く、次いで「５点」が 18.2％、「７点」が 17.1％となってい

ます。全体の平均は 7.1点となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■幸福度平均点（不明・無回答を除いて算出） 

 全体（n=1,936） 7.1 

年
齢
別 

 65～69 歳（n=355） 6.9 

認
定
状
況
別 

一般高齢者（n=1,785） 7.1  70～74 歳（n=461） 7.2 

事業対象者（n=8） 7.1  75～79 歳（n=577） 7.1 

要支援１（n=71） 6.6  80～84 歳（n=368） 6.9 

要支援２（n=68） 6.4  85 歳以上（n=174） 7.3 
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33.0 65.2 1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,987)

はい いいえ 不明・無回答

19.7 78.3 2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,987)

はい いいえ 不明・無回答

8.2 

8.1 

1.2 

1.2 

33.4 

31.1 

55.8 

57.2 

1.5 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,987)

前回(n=1,924)

ほぼ毎日吸っている 時々吸っている 吸っていたがやめた

もともと吸っていない 不明・無回答 test

問７（３）この１カ月間、気分が沈んだり、ゆううつな気持ちになったりすることがありま

したか。   （単数回答） 

全体では「いいえ」が 65.2％と最も高く、次いで「はい」が 33.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７（４）この１カ月間、どうしても物事に対して興味がわかない、あるいは心から楽しめ

ない感じがよくありましたか。  （単数回答） 

全体では「いいえ」が 78.3％と最も高く、次いで「はい」が 19.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７（５）タバコは吸っていますか。  （単数回答） 

全体では「もともと吸っていない」が 55.8％と最も高く、次いで「吸っていたがやめた」が 33.4％、

「ほぼ毎日吸っている」が 8.2％となっています。 
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14.7 

42.3 

3.2 

10.8 

16.5 

19.0 

5.0 

5.5 

8.8 

12.0 

2.8 

5.2 

2.2 

1.0 

0.6 

0.5 

19.0 

5.8 

10.9 

3.0 

16.0 

40.6 

2.7 

10.7 

14.4 

16.4 

6.2 

5.9 

6.9 

10.3 

2.5 

4.5 

1.9 

0.8 

0.5 

0.4 

17.8 

5.8 

9.1 

5.6 

0% 20% 40% 60%

ない

高血圧

脳卒中（脳出血・脳梗塞等）

心臓病

糖尿病

高脂血症（脂質異常）

呼吸器の病気（肺炎や気管支炎等）

胃腸・肝臓・胆のうの病気

腎臓・前立腺の病気

筋骨格の病気（骨粗しょう症、関節症

等）

外傷（転倒・骨折等）

がん（悪性新生物）

血液・免疫の病気

うつ病

認知症 (アルツハイマー病等)

パーキンソン病

目の病気

耳の病気

その他

不明・無回答

全体(n=1,987) 前回(n=1,924)

問７（６）現在治療中、または後遺症のある病気はありますか。  （複数回答） 

全体では「高血圧」が 42.3％と最も高く、次いで「高脂血症（脂質異常）」「目の病気」が 19.0％

となっています。 
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16.2 

5.1 

37.5 

32.4 

28.6 

1.1 

7.5 

9.4 

6.8 

42.7 

6.5 

5.1 

2.5 

0% 20% 40% 60%

ない

転倒することが増えた

重いものが持てなくなった

目が見えにくくなった

耳が聞こえにくくなった

骨折しやすくなった

体重の減少

体重の増加

病気にかかりやすくなった

物覚えが悪くなった

食べ物が飲み込みにくくなった

その他

不明・無回答

n=1,987

問７（７）加齢に伴い、体調の変化による悩みはありますか。  （複数回答） 

全体では「物覚えが悪くなった」が 42.7％と最も高く、次いで「重いものが持てなくなった」が

37.5％、「目が見えにくくなった」が 32.4％となっています。 
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問８ 認知症について 

問８（１）認知症に関する相談窓口を知っていますか。  （単数回答） 

全体では「いいえ」が 76.3％と最も高く、次いで「はい」が 19.5％となっています。 

 

問８（１）認知症に関する相談窓口を知っていますか。 × 認定状況、年齢 

認定状況別にみると、すべての認定状況で「いいえ」が最も高く、約６～７割となっています。 

年齢別にみると、すべての年齢で「いいえ」が最も高く、７割台となっています。 

  
◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け  

19.5 

17.9 

76.3 

78.6 

4.2 

3.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,987)

前回(n=1,924)

はい いいえ 不明・無回答 test

は
い

い
い
え

不
明
・
無
回
答

  19.5   76.3    4.2

 一般高齢者
（n=1,834）

  18.8   77.4    3.9

 事業対象者（n=8）   25.0   75.0     0.0

 要支援１（n=72）   31.9   61.1    6.9

 要支援２（n=69）   24.6   63.8   11.6

 65～69歳（n=355）   19.4   78.3    2.3

 70～74歳（n=469）   22.2   74.8    3.0

 75～79歳（n=601）   16.6   79.9    3.5

 80～84歳（n=376）   20.5   72.1    7.4

 85歳以上（n=182）   19.8   73.1    7.1

単位：％

 全体（n=1,987）

認
定
状
況
別

年
齢
別
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7.3 

9.6 

9.1 

10.6 

5.8 

5.5 

69.8 

0% 20% 40% 60% 80%

認知症サポーター養成講座の実施

認知症ガイドブックの配布

オレンジカフェ（認知症カフェ）の開催

認知症あんしんサポート相談窓口

認知症に関する講座の開催

八幡市あんしんネットワークの登録制度

不明・無回答

n=1,987

問８（２）市が行う認知症への取り組みのうち、あなたが知っているものはどれですか。  

 （複数回答） 

全体では「認知症あんしんサポート相談窓口」が 10.6％と最も高く、次いで「認知症ガイドブッ

クの配布」が 9.6％、「オレンジカフェ（認知症カフェ）の開催」が 9.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ことばの説明 

●認知症サポーター養成講座 

認知症を正しく理解し、認知症の人やその家族を見守り、応援する人を養成する講座。 

●オレンジカフェ（認知症カフェ） 

認知症の方やそのご家族、地域住民が気軽に集える場所。市内４カ所で月１回開催。 

●認知症あんしんサポート相談窓口 

地域事情を踏まえた相談ができる身近な相談窓口。市内1カ所で実施。 

●八幡市あんしんネットワーク 

認知症の方などが行方不明になられた際に、協力機関へ依頼し、早期発見に役立てるための制度。登録者

には、ＧＰＳの初期導入費と12カ月分の月額費用の補助等を実施している。 
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問８（２）市が行う認知症への取り組みのうち、あなたが知っているものはどれですか。  

× 認定状況、年齢 

認定状況別にみると、それぞれ最も認知度が高いのは、＜一般高齢者＞で「認知症あんしんサポー

ト相談窓口」、＜要支援 1＞で「オレンジカフェ（認知症カフェ）の開催」、＜要支援２＞で「認知症

ガイドブックの配布」がそれぞれ１割となっています。 

年齢別にみると、<65～79 歳>では「認知症あんしんサポート相談窓口」、<80～84 歳>では「オレ

ンジカフェ（認知症カフェ）の開催」、<85 歳以上>では「認知症ガイドブックの配布」が最も高く、

それぞれ１割前後となっています。 

 

◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け  

認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー

養
成
講
座

の
実
施

認
知
症
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
の
配
布

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
（

認
知
症

カ
フ
ェ
）

の
開
催

認
知
症
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー

ト

相
談
窓
口

認
知
症
に
関
す
る
講
座
の
開
催

八
幡
市
あ
ん
し
ん
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク

の
登
録
制
度

不
明
・
無
回
答

   7.3    9.6    9.1   10.6    5.8    5.5   69.8

 一般高齢者
（n=1,834）

   7.3    9.5    8.9   11.0    5.7    5.5   69.9

 事業対象者（n=8）   25.0   37.5   12.5     0.0   25.0     0.0   37.5

 要支援１（n=72）    6.9    6.9   12.5    6.9    5.6    9.7   69.4

 要支援２（n=69）    8.7   10.1    8.7    5.8    8.7    2.9   72.5

 65～69歳（n=355）    7.9   11.3   10.1   12.1    7.9    5.1   68.7

 70～74歳（n=469）    9.0   11.3    9.2   14.1    5.3    7.9   66.7

 75～79歳（n=601）    7.7    7.0    7.7    8.5    4.7    4.5   70.7

 80～84歳（n=376）    6.1    9.3   10.4    8.8    6.6    3.7   72.6

 85歳以上（n=182）    3.8   10.4    8.2    9.3    5.5    7.1   71.4

単位：％

 全体（n=1,987）

認
定
状
況
別

年
齢
別
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2.5 4.4 16.9 68.1 8.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,987)

自分自身に症状がある 同居家族に症状がある

親戚や近所の人で症状のある人を知っている 身近に症状のある人はいない

不明・無回答 test

問８（３）認知症の症状がある、または家族に認知症の症状がある人がいますか。   

（単数回答） 

全体では「身近に症状のある人はいない」が 68.1％と最も高く、次いで「親戚や近所の人で症状

のある人を知っている」が 16.9％、「同居家族に症状がある」が 4.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８（３）認知症の症状がある、または家族に認知症の症状がある人がいますか。  

× 認定状況、年齢 

認定状況別にみると、<一般高齢者><要支援１>では「親戚や近所の人で症状のある人を知ってい

る」、<要支援２>では「自分自身に症状がある」が２番目に高くなっています。 

年齢別にみると、大きな傾向の変化はみられません。 

 
◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け  

自
分
自
身
に
症
状
が
あ
る

同
居
家
族
に
症
状
が
あ
る

親
戚
や
近
所
の
人
で
症
状
の

あ
る
人
を
知
っ

て
い
る

身
近
に
症
状
の
あ
る
人
は

い
な
い

不
明
・
無
回
答

   2.5    4.4   16.9   68.1    8.1

 一般高齢者
（n=1,834）

   2.0    4.0   17.4   69.2    7.4

 事業対象者（n=8）   25.0     0.0     0.0   62.5   12.5

 要支援１（n=72）    4.2   11.1   13.9   51.4   19.4

 要支援２（n=69）   10.1    8.7    8.7   58.0   14.5

 65～69歳（n=355）    1.1    4.5   21.7   69.0    3.7

 70～74歳（n=469）    0.9    3.0   17.1   74.0    5.1

 75～79歳（n=601）    3.3    3.5   14.0   71.4    7.8

 80～84歳（n=376）    2.7    6.1   18.6   58.8   13.8

 85歳以上（n=182）    6.0    7.1   13.2   60.4   13.2

単位：％

 全体（n=1,987）

認
定
状
況
別

年
齢
別
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66.1 

51.2 

26.7 

11.9 

21.2 

34.1 

59.5 

0.4 

1.0 

2.7 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80%

家族とのつながり

自分らしい生活

趣味や楽しみ等の好きなこと

人との交流

自分の意志や希望を尊重されること

住み慣れた場所での生活

周囲に迷惑をかけずに過ごすこと

その他

特にない

わからない

不明・無回答

n=1,987

問８（４）もし、あなたが認知症になったとしても大切にしたいと思うことは何ですか。 

（複数回答） 

全体では「家族とのつながり」が 66.1％と最も高く、次いで「周囲に迷惑をかけずに過ごすこと」

が 59.5％、「自分らしい生活」が 51.2％となっています。 
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問８（４）もし、あなたが認知症になったとしても大切にしたいと思うことは何ですか。 

× 認定状況、年齢 

認定状況別にみると、<要支援２>では、「家族とのつながり」「周囲に迷惑をかけずに過ごすこと」

が同率で最も高くなっています。 

年齢別にみると、<65～69歳>では「自分らしい生活」、＜70 歳以上＞では、「周囲に迷惑をかけず

に過ごすこと」がそれぞれ２番目に高くなっています。 

  

◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け  

家

族

と

の

つ

な

が

り

自

分

ら

し

い

生

活

趣

味

や

楽

し

み

等

の

好

き

な

こ

と

人

と

の

交

流

自

分

の

意

志

や

希

望

を

尊

重

さ

れ

る

こ

と

住

み

慣

れ

た

場

所

で

の

生

活

周

囲

に

迷

惑

を

か

け

ず

に

過

ご

す

こ

と

そ

の

他

特

に

な

い

わ

か

ら

な

い

不

明

・

無

回

答

 66.1  51.2  26.7  11.9  21.2  34.1  59.5   0.4   1.0   2.7   2.1

 一般高齢者（n=1,834）  66.4  51.6  26.7  11.6  20.8  33.6  59.7   0.4   1.0   2.8   1.6

 事業対象者（n=8）  50.0  50.0  25.0  25.0  12.5  50.0  37.5    0.0    0.0    0.0  12.5

 要支援１（n=72）  63.9  48.6  20.8  12.5  22.2  37.5  55.6    0.0    0.0   1.4   9.7

 要支援２（n=69）  63.8  43.5  30.4  20.3  33.3  39.1  63.8    0.0   2.9   1.4   4.3

 65～69歳（n=355）  63.7  59.2  30.4  13.2  24.8  27.0  53.0   0.6   1.4   2.8   1.1

 70～74歳（n=469）  66.5  56.7  27.5  10.7  22.8  29.0  60.6   0.6   1.3   1.7   1.9

 75～79歳（n=601）  66.9  50.7  24.6  11.0  21.5  36.3  58.2   0.3   0.7   3.0   1.5

 80～84歳（n=376）  66.0  42.8  28.5  12.8  17.3  37.2  63.3   0.3   0.5   2.9   3.2

 85歳以上（n=182）  67.6  40.1  19.8  14.3  18.1  46.2  66.5    0.0   1.6   3.3   3.8

単位：％

 全体（n=1,987）

認

定

状

況

別

年

齢

別
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問８（５）自分自身や家族が認知症になったとき、どのような支援があればよいと思いますか。 

（複数回答） 

全体では「相談窓口や病院、介護サービスなどがすぐにわかる情報の提供」が 80.1％と最も高く、

次いで「ボランティアや地域での支え合いなどによる在宅生活ができる仕組み」が 34.0％、「認知症

の家族間交流など、介護する家族の精神的負担を軽減できる場づくり」が 29.6％となっています。 

 

※成年後見制度…判断能力が不十分な方々の権利や財産を守り、意思決定を支援する仕組みであ

り、法律面や生活面で保護したり支援したりする制度です。 

※権利擁護事業…安心して福祉サービスを利用し、地域で生活できるよう福祉サービスの利用手続

きの代行、日常的金銭管理などを行う事業です。 

 

  

80.1 

29.6 

34.0 

21.3 

26.7 

22.0 

14.0 

2.3 

6.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

相談窓口や病院、介護サービスなどが

すぐにわかる情報の提供

認知症の家族間交流など、介護する家族の

精神的負担を軽減できる場づくり

ボランティアや地域での支え合いなどによる

在宅生活ができる仕組み

認知症の方が活動できる場、社会参加ができる

機会の提供

介護の仕方やコミュニケーション方法などの

研修会

認知症について住民が正しく理解できる普及活動

と情報発信

成年後見制度・権利擁護事業の利用

その他

不明・無回答

n=1,987
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問８（５）自分自身や家族が認知症になったとき、どのような支援があればよいと思いますか。 

 × 認定状況、年齢 

認定状況別にみると、大きな傾向の変化はみられません。 

年齢別にみると、<65～69 歳>では「認知症の家族間交流など、介護する家族の精神的負担を軽減

できる場づくり」、＜70歳以上＞では「ボランティアや地域での支え合いなどによる在宅生活ができ

る仕組み」が２番目に高くなっています。 

 
◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

相

談

窓

口

や

病

院
、

介

護

サ
ー

ビ

ス

な

ど

が

す

ぐ

に

わ

か

る

情

報

の

提

供

認

知

症

の

家

族

間

交

流

な

ど
、

介

護

す

る

家

族

の

精

神

的

負

担

を

軽

減

で

き

る

場

づ

く

り

ボ

ラ

ン

テ
ィ

ア

や

地

域

で

の

支

え

合

い

な

ど

に

よ

る

在

宅

生

活

が

で

き

る

仕

組

み

認

知

症

の

方

が

活

動

で

き

る

場
、

社

会

参

加

が

で

き

る

機

会

の

提

供

介

護

の

仕

方

や

コ

ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

方

法

な

ど

の

研

修

会

認

知

症

に

つ

い

て

住

民

が

正

し

く

理

解

で

き

る

普

及

活

動

と

情

報

発

信

成

年

後

見

制

度

・

権

利

擁

護

事

業

の

利

用

そ

の

他

不

明

・

無

回

答

    80.1     29.6     34.0     21.3     26.7     22.0     14.0      2.3      6.8

 一般高齢者（n=1,834）     80.9     29.6     34.0     21.2     27.6     21.8     13.9      2.2      6.3

 事業対象者（n=8）     62.5     62.5     37.5     50.0     25.0     50.0     12.5       0.0     12.5

 要支援１（n=72）     72.2     22.2     30.6     22.2     13.9     20.8     13.9      1.4     16.7

 要支援２（n=69）     71.0     31.9     37.7     18.8     17.4     26.1     15.9      5.8     10.1

 65～69歳（n=355）     82.3     34.9     33.0     22.0     28.5     21.7     17.7      2.0      4.2

 70～74歳（n=469）     82.7     28.8     35.6     22.4     27.1     23.7     16.0      2.8      5.5

 75～79歳（n=601）     79.5     29.3     34.4     21.0     30.3     21.5     12.8      3.0      6.0

 80～84歳（n=376）     75.8     25.8     33.5     21.3     22.1     21.3     11.2      1.6     10.9

 85歳以上（n=182）     80.2     29.7     31.9     18.1     20.3     22.0     11.0      1.1      9.9

単位：％

 全体（n=1,987）

認

定

状

況

別

年

齢

別
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問９ 今後の介護・高齢者施策について 

問９（１）在宅生活を続けるうえで、どのような生活支援があれば利用したい、または今後

利用したいと思いますか。  （複数回答） 

全体では「配食」が 45.7％と最も高く、次いで「移送サービス（介護・福祉タクシー等）」が 45.1％、

「掃除・洗濯」が 33.7％となっています。 

前回調査と比較すると、「特にない」で減少傾向がみられ、「その他」を除く各項目で増加傾向がみ

られます。 

   

45.7 

18.9 

33.7 

26.7 

22.2 

31.9 

45.1 

27.4 

14.6 

1.4 

15.0 

5.7 

33.1 

13.5 

23.3 

20.7 

13.3 

24.4 

29.0 

17.4 

8.8 

2.2 

32.6 

4.9 

0% 20% 40% 60%

配食

調理

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まない）

ゴミ出し

外出同行（通院、買い物など）

移送サービス（介護・福祉タクシー等）

見守り、声かけ

サロンなどの定期的な通いの場

その他

特にない

不明・無回答

全体(n=1,987) 前回(n=1,924)
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問９（１）在宅生活を続けるうえで、どのような生活支援があれば利用したい、または今後

利用したいと思いますか。 × 認定状況、年齢 

認定状況別にみると、〈要支援 1〉〈要支援 2〉では「移送サービス（介護・福祉タクシー等）」が最

も高くなっています。 

年齢別にみると、いずれの区分も「配食」「移送サービス（介護・福祉タクシー等）」が上位２項目

となっています。 

  
◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け  

配
食

調
理

掃
除
・
洗
濯

買
い
物
（

宅
配
は
含
ま
な
い
）

ゴ
ミ
出
し

外
出
同
行

（

通
院
、

買
い
物
な
ど
）

移
送
サ
ー

ビ
ス

（

介
護
・
福
祉
タ
ク
シ
ー

等
）

見
守
り
、

声
か
け

サ
ロ
ン
な
ど
の
定
期
的
な
通
い
の
場

そ
の
他

特
に
な
い

不
明
・
無
回
答

  45.7   18.9   33.7   26.7   22.2   31.9   45.1   27.4   14.6    1.4   15.0    5.7

 一般高齢者
（n=1,834）

  46.0   18.8   33.2   27.0   21.5   31.5   44.7   27.6   14.3    1.4   15.5    5.3

 事業対象者（n=8）   50.0     0.0   37.5     0.0   12.5   37.5   50.0     0.0   50.0     0.0   12.5   12.5

 要支援１（n=72）   41.7   18.1   37.5   20.8   31.9   38.9   47.2   19.4   15.3     0.0    8.3   13.9

 要支援２（n=69）   42.0   24.6   44.9   27.5   31.9   34.8   53.6   34.8   17.4    2.9   10.1    8.7

 65～69歳（n=355）   47.9   22.3   41.7   30.4   28.5   33.5   46.8   31.8   14.1    0.6   13.0    3.9

 70～74歳（n=469）   44.8   18.8   32.6   29.4   22.2   33.7   48.4   27.3   14.1    1.3   17.1    4.3

 75～79歳（n=601）   48.4   18.6   33.4   26.0   22.0   31.9   42.3   29.0   14.0    2.5   15.5    5.5

 80～84歳（n=376）   40.4   16.8   28.5   23.1   15.7   27.7   44.1   22.6   15.2    0.5   15.4    8.2

 85歳以上（n=182）   46.2   17.6   33.0   22.0   24.7   33.0   44.5   24.2   17.6    1.6   11.5    8.8

単位：％

 全体（n=1,987）

認
定
状
況
別

年
齢
別
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30.0 

31.5 

47.5 

45.9 

9.8 

10.4 

0.5 

0.2 

6.3 

9.4 

5.9 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,987)

前回(n=1,924)

1

2

3

4

5

6

test

test

在宅（自宅や家族との同居）で暮らしたい

できる限り在宅で暮らしたいが、家族や周囲に負担をかけるようなら、

施設や介護サービスのついた高齢者向け住宅で暮らしたい

施設や介護サービスのついた高齢者向け住宅で暮らしたい

その他

わからない

不明・無回答

問９（２）将来、介護が必要な状態になったとき、介護を受けて暮らすとしたら、どこで暮

らしたいですか。   （単数回答） 

全体では「できる限り在宅で暮らしたいが、家族や周囲に負担をかけるようなら、施設や介護サー

ビスのついた高齢者向け住宅で暮らしたい」が 47.5％と最も高く、次いで「在宅（自宅や家族との

同居）で暮らしたい」が 30.0％、「施設や介護サービスのついた高齢者向け住宅で暮らしたい」が

9.8％となっています。 
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問９（２）将来、介護が必要な状態になったとき、介護を受けて暮らすとしたら、どこで暮

らしたいですか。× 認定状況、年齢 

認定状況別にみると、いずれの区分も「できる限り在宅で暮らしたいが、家族や周囲に負担をかけ

るようなら、施設や介護サービスのついた高齢者向け住宅で暮らしたい」、次いで「在宅（自宅や家

族との同居）で暮らしたい」が上位２項目となっており、特に＜一般高齢者＞＜要支援２＞は「在宅

（自宅や家族との同居）で暮らしたい」が約３割となっています。 

年齢別にみると、上位２項目は全体と同様の傾向であり、＜85 歳以上＞では、「施設や介護サービ

スのついた高齢者向け住宅で暮らしたい」が１割半ばとなっています。 

 

◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け 

 

 

 

 

 

 

  

在
宅
（

自
宅
や
家
族
と
の
同
居
）

で

暮
ら
し
た
い

で
き
る
限
り
在
宅
で
暮
ら
し
た
い
が
、

家
族
や
周
囲
に
負
担
を
か
け
る
よ
う
な
ら
、

施
設
や
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
つ
い
た
高
齢
者

向
け
住
宅
で
暮
ら
し
た
い

施
設
や
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
つ
い
た
高
齢
者

向
け
住
宅
で
暮
ら
し
た
い

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

不
明
・
無
回
答

         30.0          47.5           9.8           0.5           6.3           5.9

 一般高齢者
（n=1,834）

         30.6          47.6           9.7           0.4           6.4           5.3

 事業対象者（n=8）            0.0          87.5            0.0            0.0            0.0          12.5

 要支援１（n=72）          18.1          54.2           9.7            0.0           6.9          11.1

 要支援２（n=69）          31.9          33.3          15.9           1.4           1.4          15.9

 65～69歳（n=355）          25.4          53.2          11.5           0.3           5.1           4.5

 70～74歳（n=469）          28.8          53.1           7.5            0.0           7.0           3.6

 75～79歳（n=601）          33.6          44.9           9.2           0.3           7.2           4.8

 80～84歳（n=376）          32.2          41.0          10.1           0.8           5.3          10.6

 85歳以上（n=182）          26.4          44.0          14.3           1.6           5.5           8.2

単位：％

 全体（n=1,987）

認
定
状
況
別

年
齢
別



 

65 

43.3 

45.9 

17.3 

15.5 

4.3 

3.0 

29.9 

32.1 

1.5 

1.0 

3.7 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,987)

前回(n=1,924)

自宅 病院 施設 わからない

その他 不明・無回答 test test

問９（３）あなたはどこで最期を迎えたいと思いますか。  （単数回答） 

全体では「自宅」が 43.3％と最も高く、次いで「わからない」が 29.9％、「病院」が 17.3％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９（３）あなたはどこで最期を迎えたいと思いますか。 × 年齢 

全体では「自宅」が 43.3％と最も高く、次いで「わからない」が 29.9％、「病院」が 17.3％とな

っています。 

年齢別にみると、すべての区分で「自宅」が最も高く、特に＜80～84 歳＞では半数を占めていま

す。 

 
◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け 

 

 

 

  

自
宅

病
院

施
設

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

不
明
・
無
回
答

  43.3   17.3    4.3   29.9    1.5    3.7

 65～69歳（n=355）   36.6   15.2    7.6   36.1    1.1    3.4

 70～74歳（n=469）   43.3   16.0    3.0   32.0    2.8    3.0

 75～79歳（n=601）   43.3   19.3    3.7   28.8    1.5    3.5

 80～84歳（n=376）   50.0   16.2    4.5   23.7    0.8    4.8

 85歳以上（n=182）   42.9   19.2    2.7   29.7    0.5    4.9

単位：％

 全体（n=1,987）

年
齢
別
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2.1 

3.6 

15.7 

18.2 

79.8 

71.0 

2.5 

7.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,987)

前回(n=1,924)

よく知っている 聞いたことはあるが、よく知らない

知らない 不明・無回答

問９（４）ＡＣＰ（アドバンス・ケア・プランニング）、または人生会議について知ってい

ますか。  （単数回答） 

全体では「知らない」が 79.8％と最も高く、次いで「聞いたことはあるが、よく知らない」が 15.7％、

「よく知っている」が 2.1％となっています。 

前回調査と比較すると、「知らない」で増加傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ＡＣＰ（アドバンス・ケア・プランニング）…万が一のときに備えて、どのような治療やケアを

希望するかについて、繰り返し話し合うことです。 

 

問９（４）ＡＣＰ（アドバンス・ケア・プランニング）、または人生会議について知ってい

ますか。 × 年齢 

年齢別にみると、すべての年齢で「知らない」が最も高く、特に<65～79 歳>では８割台となって

います。 

 

◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け  

よ

く

知
っ

て

い

る

聞

い

た

こ

と

は

あ

る

が
、

よ

く

知

ら

な

い

知

ら

な

い

不

明

・

無

回

答

  2.1  15.7  79.8   2.5

 65～69歳（n=355）   1.1  16.1  80.3   2.5

 70～74歳（n=469）   3.8  14.3  80.6   1.3

 75～79歳（n=601）   1.2  13.1  83.5   2.2

 80～84歳（n=376）   1.9  18.6  76.3   3.2

 85歳以上（n=182）   3.3  20.9  70.9   4.9

単位：％

 全体（n=1,987）

年

齢

別



 

67 

11.1 

11.6 

12.5 

4.2 

11.0 

60.8 

3.8 

4.0 

0% 20% 40% 60% 80%

「もしも」の時に望む治療やケアについて家族と

繰り返し話し合っている

エンディングノートの作成など、情報をまとめている

財産や資産整理をしている

遺言書の作成

墓や供養、葬儀の手配

特に取り組んでいることはない

その他

不明・無回答

n=1,987

問９（５）「終活」に関して、取り組んでいることはありますか。  （複数回答） 

全体では「特に取り組んでいることはない」が 60.8％と最も高く、次いで「財産や資産整理をし

ている」が 12.5％、「エンディングノートの作成など、情報をまとめている」が 11.6％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９（５）「終活」に関して、取り組んでいることはありますか。 × 年齢 

年齢別にみると、特に＜65～79 歳＞では「特に取り組んでいることはない」が６割台となってい

ます。ＡＣＰ（アドバンス・ケア・プランニング）に相当する「「もしも」の時に望む治療やケアに

ついて家族と繰り返し話し合っている」については、＜85 歳以上＞で 18.7％が取り組んでいます。 

 

◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け  

「

も
し
も
」

の
時
に
望
む
治
療
や

ケ
ア
に
つ
い
て
家
族
と
繰
り
返
し

話
し
合
っ

て
い
る

エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー

ト
の
作
成
な

ど
、

情
報
を
ま
と
め
て
い
る

財
産
や
資
産
整
理
を
し
て
い
る

遺
言
書
の
作
成

墓
や
供
養
、

葬
儀
の
手
配

特
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
な

い そ
の
他

不
明
・
無
回
答

  11.1   11.6   12.5    4.2   11.0   60.8    3.8    4.0

 65～69歳（n=355）    7.6    7.6   13.0    3.1    6.2   66.8    5.1    3.1

 70～74歳（n=469）    9.4   11.3   10.9    2.8    7.2   64.2    3.6    3.4

 75～79歳（n=601）   10.6   13.1   11.5    4.5   12.6   61.2    3.5    3.8

 80～84歳（n=376）   13.6   11.4   13.6    6.1   13.3   56.6    4.3    5.1

 85歳以上（n=182）   18.7   15.4   17.6    4.9   20.3   47.3    1.6    5.5

単位：％

 全体（n=1,987）

年
齢
別
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9.1 

4.3 

39.2 

29.9 

49.0 

62.8 

2.7 

3.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,987)

前回(n=1,924)

利用したことがある・利用している 知っているが、利用したことはない

知らない 不明・無回答

問９（６）高齢者の介護や健康などの不安や悩みを相談できる「地域包括支援センター」を

利用したことはありますか。  （単数回答） 

全体では「知らない」が 49.0％と最も高く、次いで「知っているが、利用したことはない」が 39.2％、

「利用したことがある・利用している」が 9.1％となっています。 

前回調査と比較すると、認知度（「利用したことがある・利用している」「知っているが、利用した

ことはない」の計）は、増加傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９（６）高齢者の介護や健康などの不安や悩みを相談できる「地域包括支援センター」を

利用したことはありますか。 × 認定状況、年齢 

認定状況別にみると、〈一般高齢者〉では「知らない」、〈要支援１〉〈要支援２〉では「利用したこ

とがある・利用している」が最も高くなっています。 

年齢別にみると、すべての年齢で「知らない」 が５割前後となっています。 

 

           ◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け  

利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
・
利
用
し
て
い
る

知
っ

て
い
る
が
、

利
用
し
た
こ
と
は
な
い

知
ら
な
い

不
明
・
無
回
答

   9.1   39.2   49.0    2.7

 一般高齢者
（n=1,834）

   7.1   39.9   50.7    2.3

 事業対象者（n=8）   25.0   62.5     0.0   12.5

 要支援１（n=72）   34.7   29.2   30.6    5.6

 要支援２（n=69）   33.3   29.0   29.0    8.7

 65～69歳（n=355）   10.7   38.9   48.2    2.3

 70～74歳（n=469）    9.0   39.9   49.7    1.5

 75～79歳（n=601）    7.3   39.3   50.7    2.7

 80～84歳（n=376）    8.5   39.4   48.9    3.2

 85歳以上（n=182）   13.7   37.4   42.9    6.0

単位：％

 全体（n=1,987）

認
定
状
況
別

年
齢
別
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33.5 27.4 9.9 20.1 9.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,987)

はい

既に返納している、または元々運転免許証を所持していない

いいえ

わからない

不明・無回答

問９（７）将来的に運転免許証を自主返納したいと思いますか。  （単数回答） 

全体では「はい」が 33.5％と最も高く、次いで「既に返納している、または元々運転免許証を所

持していない」が 27.4％、「わからない」が 20.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９（７）将来的に運転免許証を自主返納したいと思いますか。  

× 認定状況、年齢、日常生活圏域 

認定状況別にみると、〈一般高齢者〉では「はい」、〈要支援１〉〈要支援２〉では「既に返納してい

る、または元々運転免許証を所持していない」が最も高くなっています。 

年齢別にみると、〈65～79 歳〉では「はい」、〈80歳以上〉では「既に返納している、または元々運

転免許証を所持していない」が最も高くなっています。 

日常生活圏域別にみると、＜男山東中学校圏域＞で「わからない」が２番目に高く、「既に返納し

ている、または元々運転免許証を所持していない」は１割半ば程度となっています。 

 

 ◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け  

は

い

既

に

返

納

し

て

い

る
、

ま

た

は

元

々

運

転

免

許

証

を

所

持

し

て

い

な

い

い

い

え

わ

か

ら

な

い

不

明

・

無

回

答

      33.5       27.4        9.9       20.1        9.2

 一般高齢者

（n=1,834）
      35.2       25.6       10.2       21.1        8.0

 事業対象者（n=8）       12.5       62.5         0.0       12.5       12.5

 要支援１（n=72）       19.4       47.2        1.4       11.1       20.8

 要支援２（n=69）        8.7       49.3        8.7        4.3       29.0

 65～69歳（n=355）       42.3       10.1       11.3       32.1        4.2

 70～74歳（n=469）       41.8       19.4       10.7       23.5        4.7

 75～79歳（n=601）       30.6       29.5       11.0       20.0        9.0

 80～84歳（n=376）       27.9       40.7        6.6       12.0       12.8

 85歳以上（n=182）       17.0       46.7        7.1        5.5       23.6

 男山中学校圏域

（n=489）
      29.2       30.1       10.6       21.7        8.4

 男山第二中学校圏域

（n=528）
      33.9       29.5        8.7       16.7       11.2

 男山第三中学校圏域

（n=565）
      30.4       30.4        8.0       22.1        9.0

 男山東中学校圏域

（n=401）
      42.9       16.7       12.7       20.0        7.7

単位：％

 全体（n=1,987）

認

定

状

況

別

年

齢

別

圏

域

別
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0.0 

0.2 

4.2 

23.7 

34.8 

18.3 

4.7 

0.5 

0.3 

13.4 

0% 20% 40%

65歳未満

65歳～69歳

70歳～74歳

75歳～79歳

80歳～84歳

85歳～89歳

90歳～94歳

95歳～99歳

100歳以上

不明・無回答

n=666

80.9 

44.1 

37.1 

2.0 

49.1 

5.7 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

電車・路線バス

コミュニティバス

家族の送迎

友人の送迎

タクシー（民間運営）

その他

不明・無回答

n=666

【問９（７）において「はい」（自主返納意向あり）を選んだ方】 

問９（７） 何歳になったら返納しようと思うか  （単数回答） 

全体では「80 歳～84歳」が 34.8％と最も高く、次いで「75歳～79歳」が 23.7％、「85歳～89歳」

が 18.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問９（７）において「はい」（自主返納意向あり）を選んだ方】 

問９（７）-１ 運転免許証を返納した場合の主な交通手段について教えてください。 

 （複数回答） 

全体では「電車・路線バス」が 80.9％と最も高く、次いで「タクシー（民間運営）」が 49.1％、「コ

ミュニティバス」が 44.1％となっています。 
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72.2 

43.1 

27.6 

22.8 

20.4 

2.8 

7.5 

0% 20% 40% 60% 80%

路線バスに加え、主に市内で利用できる

コミュニティバスの運行本数を増やす

予約制乗合タクシーなど、地域特性に対応できる

交通機関を配置する

バリアフリー化等、高齢者に優しい交通環境

を整える

移動に付き添いサポートする人の養成など、

移動支援サービスを利用しやすくする

地域のボランティア等による、利用しやすい輸送

支援の仕組みをつくる

その他

不明・無回答

n=1,987

【問９（７）において「はい」（自主返納意向あり）を選んだ方】 

問９（７）-１ 運転免許証を返納した場合の主な交通手段について教えてください。 

× 日常生活圏域 

日常生活圏域別にみると、〈男山中学校圏域〉では「コミュニティバス」、〈男山第二中学校圏域〉

〈男山第三中学校圏域〉では「タクシー（民間運営）」、〈男山東中学校圏域〉では「家族の送迎」が

２番目に高くなっています。 

 
◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け 

問９（８）高齢になっても、不便なく交通機関などを利用して移動するために、特にどのよ

うな取り組みが必要だと思いますか。 （複数回答） 

全体では「路線バスに加え、主に市内で利用できるコミュニティバスの運行本数を増やす」が

72.2％と最も高く、次いで「予約制乗合タクシーなど、地域特性に対応できる交通機関を配置する」

が 43.1％、「バリアフリー化等、高齢者に優しい交通環境を整える」が 27.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

電
車
・
路
線
バ
ス

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

バ
ス

家
族
の
送
迎

友
人
の
送
迎

タ
ク
シ
ー
（

民
間
運
営
）

そ
の
他

不
明
・
無
回
答

  80.9   44.1   37.1    2.0   49.1    5.7    0.8

 男山中学校圏域
（n=143）

  79.0   49.7   37.1    1.4   46.9    6.3    1.4

 男山第二中学校圏域
（n=179）

  89.4   38.5   27.9    2.8   46.4    5.0    1.1

 男山第三中学校圏域
（n=172）

  82.6   49.4   30.8    1.7   53.5    5.8    0.6

 男山東中学校圏域
（n=172）

  72.1   40.1   52.9    1.7   49.4    5.8     0.0

単位：％

 全体（n=666）

圏
域
別
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問９（８）高齢になっても、不便なく交通機関などを利用して移動するために、特にどのよ

うな取り組みが必要だと思いますか。× 年齢、日常生活圏域 

年齢別、日常生活圏域別にみると、いずれも大きな傾向の変化はみられません。 

 
◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け 

 

 

 

 

  

路
線
バ
ス
に
加
え
、

主
に
市
内
で

利
用
で
き
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

バ
ス

の
運
行
本
数
を
増
や
す

予
約
制
乗
合
タ
ク
シ
ー

な
ど
、

地

域
特
性
に
対
応
で
き
る
交
通
機
関

を
配
置
す
る

バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
等
、

高
齢
者
に

優
し
い
交
通
環
境
を
整
え
る

移
動
に
付
き
添
い
サ
ポ
ー

ト
す
る

人
の
養
成
な
ど
、

移
動
支
援
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
や
す
く
す
る

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
に
よ

る
、

利
用
し
や
す
い
輸
送
支
援
の

仕
組
み
を
つ
く
る

そ
の
他

不
明
・
無
回
答

  72.2   43.1   27.6   22.8   20.4    2.8    7.5

 65～69歳（n=355）   76.9   49.9   28.7   27.9   21.4    1.7    3.4

 70～74歳（n=469）   72.3   46.3   30.1   23.5   22.2    4.1    5.8

 75～79歳（n=601）   71.2   41.9   27.6   21.1   20.3    3.5    7.7

 80～84歳（n=376）   72.9   36.4   24.7   19.9   17.6    0.8   12.5

 85歳以上（n=182）   64.3   39.6   25.3   23.1   20.3    2.7    9.9

 男山中学校圏域
（n=489）

  68.3   36.6   28.8   22.3   23.1    2.9   10.4

 男山第二中学校圏域
（n=528）

  70.6   40.5   28.4   23.1   16.7    1.9    7.8

 男山第三中学校圏域
（n=565）

  76.3   46.9   26.5   23.5   20.5    3.2    5.7

 男山東中学校圏域
（n=401）

  73.1   49.1   26.7   22.2   21.9    3.0    6.5

圏
域
別

単位：％

 全体（n=1,987）

年
齢
別
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53.6 

27.8 

22.5 

3.8 

4.5 

19.0 

40.4 

18.1 

13.5 

10.7 

3.6 

1.3 

7.2 

4.9 

58.8 

23.2 

25.5 

4.0 

17.5 

43.0 

20.8 

15.9 

10.6 

3.4 

0.9 

6.9 

3.3 

0% 20% 40% 60% 80%

自宅でも治療が受けられる在宅医療の充実

介護が必要にならないような予防施策の充実

家族で介護ができるような家族支援策の充実

市民どうしの支え合いができるような支援策の充実

身近な地域でのイベント・レクリエーションの充実

地域包括支援センターなどでの相談・支援体制の充実

在宅介護サービスの充実

施設介護サービスの充実

介護サービス以外の日常生活への支援の充実

高齢者の住まいの確保

現状に満足している

その他

わからない

不明・無回答

全体(n=1,987) 前回(n=1,924)

問９（９）介護保険・高齢者健康福祉施策について、今後特に充実が必要と考える取り組み

は何ですか。       （複数回答） 

全体では「自宅でも治療が受けられる在宅医療の充実」が 53.6％と最も高く、次いで「在宅介護

サービスの充実」が 40.4％、「介護が必要にならないような予防施策の充実」が 27.8％となってい

ます。 

前回調査と比較すると、「自宅でも治療が受けられる在宅医療の充実」で減少傾向がみられます。 
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問９（９）介護保険・高齢者健康福祉施策について、今後特に充実が必要と考える取り組み

は何ですか。× 認定状況、年齢 

認定状況別にみると、いずれも大きな傾向の変化はみられません。 

年齢別にみると、いずれも大きな傾向の変化はみられません。 

 

◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け 

  

自
宅
で
も
治
療
が
受
け
ら
れ
る
在

宅
医
療
の
充
実

介
護
が
必
要
に
な
ら
な
い
よ
う
な

予
防
施
策
の
充
実

家
族
で
介
護
が
で
き
る
よ
う
な
家

族
支
援
策
の
充
実

市
民
ど
う
し
の
支
え
合
い
が
で
き

る
よ
う
な
支
援
策
の
充
実

身
近
な
地
域
で
の
イ
ベ
ン
ト
・

レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ

ン
の
充
実

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど
で

の
相
談
・
支
援
体
制
の
充
実

在
宅
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
充
実

施
設
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
充
実

介
護
サ
ー

ビ
ス
以
外
の
日
常
生
活

へ
の
支
援
の
充
実

高
齢
者
の
住
ま
い
の
確
保

現
状
に
満
足
し
て
い
る

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

不
明
・
無
回
答

  53.6   27.8   22.5    3.8    4.5   19.0   40.4   18.1   13.5   10.7    3.6    1.3    7.2    4.9

 一般高齢者
（n=1,834）

  54.0   28.4   22.6    3.8    4.4   18.7   40.3   18.4   13.4   10.9    3.5    1.3    7.3    4.3

 事業対象者（n=8）   50.0   50.0   12.5   12.5   12.5   25.0   25.0   12.5     0.0     0.0     0.0   12.5     0.0   12.5

 要支援１（n=72）   41.7   20.8   22.2    5.6    8.3   22.2   37.5   11.1    8.3    9.7    4.2    1.4    9.7   15.3

 要支援２（n=69）   56.5   18.8   21.7    1.4    1.4   23.2   49.3   18.8   21.7    7.2    5.8     0.0    1.4   10.1

 65～69歳（n=355）   53.0   30.1   22.3    3.4    4.8   20.3   43.1   27.9   13.5   13.0    1.4    0.8    8.5    1.1

 70～74歳（n=469）   52.5   29.9   20.7    4.3    4.7   20.5   41.6   16.8   12.2   12.4    1.9    1.7    6.8    3.4

 75～79歳（n=601）   54.1   28.5   23.6    4.0    3.8   16.3   38.6   18.3   16.1    9.3    5.5    1.2    7.7    5.0

 80～84歳（n=376）   54.8   24.7   20.7    2.9    5.1   19.7   37.5   12.5   11.7   11.4    2.7    0.8    6.4    9.6

 85歳以上（n=182）   54.4   22.5   27.5    4.4    4.4   20.3   45.1   13.2   11.5    4.4    8.2    2.2    5.5    6.0

単位：％

 全体（n=1,987）

認
定
状
況
別

年
齢
別
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33.7 19.1 33.5 7.6 6.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,987)

介護サービスの質や利用量を維持または充実させるためには、介護保険料が上がることもやむを得ない

介護サービスの質や利用量を減らしても、介護保険料を維持してほしい

わからない

その他

不明・無回答

問９（10）今後、高齢化が進んでいく中でサービス利用対象者が増加することにより、現在

のサービス水準を維持していくためには、介護保険料の見直しが必要です。介護サービ

スとサービスを支える保険料負担について、どう思われますか。  （単数回答） 

全体では「介護サービスの質や利用量を維持または充実させるためには、介護保険料が上がるこ

ともやむを得ない」が 33.7％と最も高く、次いで「わからない」が 33.5％、「介護サービスの質や利

用量を減らしても、介護保険料を維持してほしい」が 19.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９（10）今後、高齢化が進んでいく中でサービス利用対象者が増加することにより、現在

のサービス水準を維持していくためには、介護保険料の見直しが必要です。介護サービ

スとサービスを支える保険料負担について、どう思われますか。 × 認定状況 

認定状況別にみると、<一般高齢者>では「わからない」、その他の区分では「介護サービスの質や

利用量を維持または充実させるためには、介護保険料が上がることもやむを得ない」が最も高くな

っています。 

 

◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け 

  

介

護

サ
ー

ビ

ス

の

質

や

利

用

量

を

維

持

ま

た

は

充

実

さ

せ

る

た

め

に

は
、

介

護

保

険

料

が

上

が

る

こ

と

も

や

む

を

得

な

い

介

護

サ
ー

ビ

ス

の

質

や

利

用

量

を

減

ら

し

て

も
、

介

護

保

険

料

を

維

持

し

て

ほ

し

い

わ

か

ら

な

い

そ

の

他

不

明

・

無

回

答

        33.7         19.1         33.5          7.6          6.0

 一般高齢者（n=1,834）         33.4         19.2         34.2          7.9          5.4

 事業対象者（n=8）         37.5         37.5           0.0         12.5         12.5

 要支援１（n=72）         36.1         19.4         25.0          1.4         18.1

 要支援２（n=69）         42.0         13.0         27.5          7.2         10.1

単位：％

 全体（n=1,987）

認

定

別
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生活機能評価項目別のリスク判定について 

（１）運動器機能の低下 

高齢者の運動器機能に関するリスク判定は、以下の設問５問中３問以上に該当した場合に、運動

器機能の低下と判定されます。 

問番号 設問 リスク該当となる選択肢 

問２（１） 階段を手すりや壁をつたわらず昇れるか  「できない」 

問２（２） 
椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上

がれるか 
「できない」 

問２（３） 15 分位続けて歩けるか  「できない」 

問２（４） 過去１年間に転んだ経験があるか 「何度もある」「１度のみ」 

問２（５） 転倒に対する不安は大きいか 
「とても不安である」 

「やや不安である」 

運動器機能の低下  

全体では「非該当者」が 85.6％と最も高く、次いで「該当者」が 12.4％となっています。 

 

運動器機能の低下 ×年齢 

年齢別にみると、<85歳以上>では「該当者」が 30.2％となっています。 

  
      ◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け  

12.4 

12.5 

85.6 

87.3 

2.0 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,987)

前回(n=1,924)

該当者 非該当者 不明・無回答 test

該

当

者

非

該

当

者

不

明

・

無

回

答

 12.4  85.6   2.0

 65～69歳（n=355）   3.4  95.2   1.4

 70～74歳（n=469）   8.3  89.8   1.9

 75～79歳（n=601）  11.3  86.7   2.0

 80～84歳（n=376）  18.6  79.3   2.1

 85歳以上（n=182）  30.2  66.5   3.3

単位：％

 全体（n=1,987）

年

齢

別
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（２）転倒リスク 

 転倒に関するリスク判定は、以下の設問に該当した場合に、転倒リスクありと判定されます。 

問番号 設問 リスク該当となる選択肢 

問２（４） 過去１年間に転んだ経験があるか 「何度もある」「１度のみ」 

転倒リスク   

全体では「非該当者」が 71.1％と最も高く、次いで「該当者」が 27.4％となっています。 

 

転倒リスク × 年齢 

年齢別にみると、<80歳以上>では「該当者」が３割台となっています。 

  

  ◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け 

  

27.4 

29.5 

71.1 

70.0 

1.5 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,987)

前回(n=1,924)

該当者 非該当者 不明・無回答 test

該

当

者

非

該

当

者

不

明

・

無

回

答

 27.4  71.1   1.5

 65～69歳（n=355）  21.1  78.0   0.8

 70～74歳（n=469）  24.3  74.4   1.3

 75～79歳（n=601）  26.6  71.7   1.7

 80～84歳（n=376）  33.0  65.4   1.6

 85歳以上（n=182）  38.5  59.3   2.2

単位：％

 全体（n=1,987）

年

齢

別
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（３）閉じこもり傾向 

高齢者の閉じこもりに関するリスク判定は、以下の設問に該当した場合に、閉じこもり傾向のリ

スクありと判定されます。 

問番号 設問 リスク該当となる選択肢 

問２（６） 週に１回以上は外出しているか 「ほとんど外出しない」 

 

閉じこもり傾向 

全体では「非該当者」が 88.0％と最も高く、次いで「該当者」が 10.5％となっています。 

 

閉じこもり傾向 × 年齢 

年齢別にみると、<85歳以上>では「該当者」が 28.6％となっています。 

  

   ◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け  

10.5 

12.8 

88.0 

86.7 

1.5 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,987)

前回(n=1,924)

該当者 非該当者 不明・無回答 test

該

当

者

非

該

当

者

不

明

・

無

回

答

 10.5  88.0   1.5

 65～69歳（n=355）   4.8  94.1   1.1

 70～74歳（n=469）   5.3  93.4   1.3

 75～79歳（n=601）  10.0  88.4   1.7

 80～84歳（n=376）  14.6  84.0   1.3

 85歳以上（n=182）  28.6  68.7   2.7

単位：％

 全体（n=1,987）

年

齢

別
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（４）低栄養状態 

高齢者の栄養状態に関するリスク判定は、以下の設問２問中２問とも該当した場合に、低栄養の

リスクありと判定されます。 

問番号 設問 リスク該当となる選択肢 

問３（１） 
身長(㎝)、体重(㎏)により算出 

※計算方法：ＢＭＩ値＝体重(㎏)÷（身長(ｍ)）２ 
ＢＭＩ値＜18.5 …「やせ」 

問３（６） ６か月で２～３㎏以上の体重減少があるか 「はい」 

低栄養状態 

全体では「非該当者」が 95.6％と最も高く、次いで「該当者」が 1.3％となっています。 

 

低栄養状態 × 年齢 

年齢別にみると、大きな傾向の変化はみられません。 

  

      ◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け  

1.3 

1.6 

95.6 

98.2 

3.1 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,987)

前回(n=1,924)

該当者 非該当者 不明・無回答 test

該

当

者

非

該

当

者

不

明

・

無

回

答

  1.3  95.6   3.1

 65～69歳（n=355）   0.3  97.5   2.3

 70～74歳（n=469）   0.4  97.0   2.6

 75～79歳（n=601）   1.8  95.8   2.3

 80～84歳（n=376）   1.3  93.4   5.3

 85歳以上（n=182）   3.8  92.3   3.8

単位：％

 全体（n=1,987）

年

齢

別
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（５）口腔機能の低下 

高齢者の口腔機能に関するリスク判定は、以下の設問３問中２問以上が該当した場合に、口腔機

能の低下と判定されます。 

問番号 設問 リスク該当となる選択肢 

問３（２） 半年前に比べて固いものが食べにくくなったか 「はい」 

問３（３） お茶や汁物等でむせることがあるか 「はい」 

問３（４） 口の渇きが気になるか 「はい」 

口腔機能の低下 

全体では「非該当者」が 73.8％と最も高く、次いで「該当者」が 22.7％となっています。 

 

口腔機能の低下 × 年齢 

年齢別にみると、＜85歳以上＞で「該当者」が 34.1％となっています。 

  

   ◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け  

22.7 

24.2 

73.8 

75.6 

3.4 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,987)

前回(n=1,924)

該当者 非該当者 不明・無回答 test

該

当

者

非

該

当

者

不

明

・

無

回

答

 22.7  73.8   3.4

 65～69歳（n=355）  20.3  77.5   2.3

 70～74歳（n=469）  16.2  81.0   2.8

 75～79歳（n=601）  23.3  74.0   2.7

 80～84歳（n=376）  26.6  67.6   5.9

 85歳以上（n=182）  34.1  61.0   4.9

単位：％

 全体（n=1,987）

年

齢

別
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（６）認知機能の低下 

高齢者の認知機能に関するリスク判定は、以下の設問に該当した場合に、認知機能の低下と判定

されます。 

問番号 設問 リスク該当となる選択肢 

問４（１） 物忘れが多いと感じるか 「はい」 

認知機能の低下 

全体では「非該当者」が 56.3％と最も高く、次いで「該当者」が 38.8％となっています。 

前回調査と比較すると、「非該当者」で増加傾向がみられます。また、「該当者」で減少傾向がみら

れます。 

 

認知機能の低下 × 年齢 

年齢別にみると、〈85歳以上〉では「該当者」が最も高く、48.4％となっています。 

  

   ◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け  

38.8 

54.3 

56.3 

43.4 

4.9 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,987)

前回(n=1,924)

該当者 非該当者 不明・無回答 test

該

当

者

非

該

当

者

不

明

・

無

回

答

 38.8  56.3   4.9

 65～69歳（n=355）  37.5  59.7   2.8

 70～74歳（n=469）  35.4  60.3   4.3

 75～79歳（n=601）  36.8  58.9   4.3

 80～84歳（n=376）  42.3  49.7   8.0

 85歳以上（n=182）  48.4  45.1   6.6

単位：％

 全体（n=1,987）

年

齢

別
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（７）うつ傾向 

高齢者のうつに関するリスク判定は、以下の設問２問中１問以上を該当した場合に、うつ傾向の

リスクありと判定されます。 

問番号 設問 リスク該当となる選択肢 

問７（３） 
この１か月間、気分が沈んだり、ゆううつな気持

ちになったりしたか 
「はい」 

問７（４） 
この１か月間、物事に対して興味がわかない、あ

るいは心から楽しめない感じがよくあったか 
「はい」 

うつ傾向 

全体では「非該当者」が 61.4％と最も高く、次いで「該当者」が 36.6％となっています。 

前回調査と比較すると、「非該当者」で増加傾向がみられます。また、「該当者」で減少傾向がみら

れます。 

 

うつ傾向 × 年齢 

全体では「非該当者」が 61.4％と最も高く、次いで「該当者」が 36.6％となっています。 

年齢別にみると、大きな傾向の変化はみられません。 

  

     ◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け  

36.6 

43.7 

61.4 

55.7 

2.0 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,987)

前回(n=1,924)

該当者 非該当者 不明・無回答 test

該

当

者

非

該

当

者

不

明

・

無

回

答

 36.6  61.4   2.0

 65～69歳（n=355）  40.6  58.0   1.4

 70～74歳（n=469）  34.5  64.6   0.9

 75～79歳（n=601）  34.1  62.7   3.2

 80～84歳（n=376）  39.4  59.3   1.3

 85歳以上（n=182）  36.8  59.9   3.3

単位：％

 全体（n=1,987）

年

齢

別
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Ⅲ 在宅介護実態調査 

調査対象者の基本情報 

○ 年齢  （回答者ID突合） 

 全体では「85歳以上」が 45.9％と最も高く、次いで「80～84歳」が 26.2％、「75～79 歳」が 16.7％

となっています。 

 

 

 

○ 性別   （回答者ID突合） 

 全体では「女性」が 62.1％、「男性」が 33.0％となっています。 

 

1.0 

0.9 

4.3 

16.7 

26.2 

45.9 

4.9 

1.7 

2.3 

9.1 

17.6 

26.7 

42.6 

0.0 

0% 20% 40% 60%

64歳以下

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85歳以上

不明・無回答

全体(n=675) 前回(n=603)

33.0 

35.5 

62.1 

64.5 

4.9 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=675）

前回(n=603)

男性 女性 不明・無回答 test
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○ 日常生活圏域 （回答者ID突合） 

 全体では「男山第三中学校圏域」が 30.5％と最も高く、次いで「男山第二中学校圏域」が 28.3％、

「男山中学校圏域」が 25.6％となっています。 

 
 

 

○ 認定状況  （回答者ID突合） 

 全体では「要支援２」が 23.1％と最も高く、次いで「要介護１」が 21.0％、「要支援１」が 20.1％

となっています。 

 前回調査と比較すると、「要介護１」で増加傾向がみられます。 

 
  

25.6 

29.9 

28.3 

27.9 

30.5 

28.7 

10.7 

13.6 

4.9 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=675)

前回(n=603)

男山中学校圏域 男山第二中学校圏域 男山第三中学校圏域

男山東中学校圏域 不明・無回答 test

20.1 

23.1 

21.0 

13.8 

6.8 

5.3 

4.3 

0.6 

4.9 

21.7 

25.5 

14.8 

15.6 

8.5 

6.5 

6.0 

1.5 

0.0 

0% 20% 40%

要支援１

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

非該当

不明・無回答

全体(n=675) 前回(n=603) (n=)



 

85 

○ 圏域 × 認定  

 

◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け 

 

 

 

○ 回答方法   （単数回答） 

 全体では「聞取」が 71.0％と最も高く、次いで「郵送」が 26.7％、「WEB」が 2.4％となっていま

す。 

 

  

男
山
中
学
校
圏
域

男
山
第
二
中
学
校
圏
域

男
山
第
三
中
学
校
圏
域

男
山
東
中
学
校
圏
域

不
明
・
無
回
答

  25.6   28.3   30.5   10.7    4.9

 要支援１（n=136）   27.9   33.1   32.4    6.6     0.0

 要支援２（n=156）   28.2   30.8   29.5   11.5     0.0

 要介護１（n=142）   26.8   30.3   33.8    9.2     0.0

 要介護２（n=93）   24.7   21.5   36.6   17.2     0.0

 要介護３（n=46）   23.9   30.4   28.3   17.4     0.0

 要介護４（n=36）   27.8   30.6   30.6   11.1     0.0

 要介護５（n=29）   31.0   31.0   27.6   10.3     0.0

 非該当（n=4）     0.0   25.0   50.0   25.0     0.0

単位：％

 全体（n=675）

認
定
状
況
別

71.0 26.7 2.4 0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=675)

聞取 郵送 WEB 不明・無回答
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Ａ票 調査対象者本人による回答 

（１）調査対象者の生活状態について 

Ａ票 問１ この調査票にご回答を頂いているのは、どなたですか。  （複数回答） 

 全体では「封筒のあて名のご本人」が 56.1％と最も高く、次いで「主な介護者となっている家族・

親族」が 29.8％、「調査対象者のケアマネジャー」が 12.7％となっています。 

 前回調査と比較すると、「主な介護者となっている家族・親族」で減少傾向がみられます。 

 

56.1 

29.8 

3.3 

12.7 

1.5 

8.7 

53.4 

39.6 

2.0 

8.3 

1.7 

4.0 

0% 20% 40% 60%

封筒のあて名のご本人

主な介護者となっている家族・親族

主な介護者以外の家族・親族

調査対象者のケアマネジャー

その他

不明・無回答

全体(n=675) 前回(n=603)
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Ａ票 問１ この調査票にご回答を頂いているのは、どなたですか。× 認定状況 

 〈要介護４・５〉では、「主な介護者となっている家族・親族」が最も高くなっています。 

 

◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け 

 

Ａ票 問２ 世帯類型について、ご回答ください。  （単数回答） 

 全体では「単身世帯」が 36.7％と最も高く、次いで「夫婦のみ世帯」が 31.4％、「その他」が 27.3％

となっています。 

 前回調査と比較すると、「単身世帯」で増加傾向がみられます。 

 
  

封
筒
の
あ
て
名
の
ご
本
人

主
な
介
護
者
と
な
っ

て
い
る
家

族
・
親
族

主
な
介
護
者
以
外
の
家
族
・
親
族

調
査
対
象
者
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

そ
の
他

不
明
・
無
回
答

  56.1   29.8    3.3   12.7    1.5    8.7

 要支援１・２
（n=292）

  77.4   16.1    2.1    3.4    1.0    7.9

 要介護１（n=142）   44.4   31.7    3.5   20.4    1.4   12.0

 要介護２・３
（n=139）

  42.4   41.7    2.9   20.1    1.4    8.6

 要介護４・５（n=65）   23.1   55.4    3.1   16.9    3.1    7.7

 非該当（n=4）   75.0   25.0   25.0   25.0     0.0     0.0

単位：％

 全体（n=675）

認
定
状
況
別

36.7 

31.5 

31.4 

31.8 

27.3 

31.2 

4.6 

5.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=675)

前回(n=603)

単身世帯 夫婦のみ世帯 その他 不明・無回答
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Ａ票 問３ ご本人が、現在抱えている傷病があればお教えください。  （複数回答） 

 全体では「認知症」が 21.5％と最も高く、次いで「心疾患（心臓病）」が 17.0％、「変形性関節疾

患」が 15.4％となっています。 

 

 

  

12.1 

17.0 

8.4 

8.6 

2.2 

8.7 

4.1 

15.4 

21.5 

4.0 

2.1 

4.1 

11.9 

25.2 

4.7 

0.6 

5.0 

0% 20% 40%

脳血管疾患（脳卒中）

心疾患（心臓病）

悪性新生物（がん）

呼吸器疾患

腎疾患（透析）

筋骨格系疾患

膠原病（関節リウマチ含む）

変形性関節疾患

認知症

パーキンソン病

難病（パーキンソン病以外）

脊椎損傷

眼科・耳鼻科疾患（視覚・聴覚障害を伴うもの）

その他

なし

わからない

不明・無回答

n=675
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Ａ票 問３ ご本人が、現在抱えている傷病があればお教えください。 × 認定状況  

 ＜要支援１・２＞では、「変形性関節疾患」、＜要介護１～５＞では、「認知症」が最も高くなって

います。 

 

◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け 

 

  

脳

血

管

疾

患
（

脳

卒

中
）

心

疾

患
（

心

臓

病
）

悪

性

新

生

物
（

が

ん
）

呼

吸

器

疾

患

腎

疾

患
（

透

析
）

筋

骨

格

系

疾

患

膠

原

病
（

関

節

リ

ウ

マ

チ

含

む
）

変

形

性

関

節

疾

患

認

知

症

   12.1    17.0     8.4     8.6     2.2     8.7     4.1    15.4    21.5

 要支援１・２（n=292）     9.2    13.7     9.2     6.8     3.1     9.2     4.1    23.3     3.8

 要介護１（n=142）    14.1    21.1     9.2     7.7      0.0     5.6     4.2     7.7    35.2

 要介護２・３（n=139）    12.2    25.9     7.9    11.5     1.4     9.4     5.0    12.9    34.5

 要介護４・５（n=65）    21.5     9.2     4.6     9.2     3.1     7.7     3.1     7.7    40.0

 非該当（n=4）      0.0      0.0    25.0      0.0      0.0    50.0      0.0    25.0    25.0

パ
ー

キ

ン

ソ

ン

病

難

病
（

パ
ー

キ

ン

ソ

ン

病

以

外
）

脊

椎

損

傷

眼

科

・

耳

鼻

科

疾

患

（

視

覚

・

聴

覚

障

害

を

伴

う

も

の
）

そ

の

他

な

し

わ

か

ら

な

い

不

明

・

無

回

答

    4.0     2.1     4.1    11.9    25.2     4.7     0.6     5.0

 要支援１・２（n=292）     2.4     2.1     6.5    15.1    23.3     6.5     1.0     6.2

 要介護１（n=142）     2.1     2.1     0.7     8.5    24.6     3.5      0.0     6.3

 要介護２・３（n=139）     6.5      0.0     4.3    10.8    25.2     3.6      0.0     2.9

 要介護４・５（n=65）    12.3     6.2     1.5     7.7    30.8     4.6      0.0     1.5

 非該当（n=4）      0.0      0.0      0.0      0.0    25.0      0.0      0.0      0.0

認

定

状

況

別

単位：％

 全体（n=675）

認

定

状

況

別

単位：％

 全体（n=675）
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（２）必要な介護やサービスについて 

Ａ票 問４ ご本人は、現在、訪問診療を利用していますか。  （単数回答） 

 全体では「利用していない」が 70.7％と最も高く、次いで「利用している」が 26.2％となってい

ます。 

 前回調査と比較すると、「利用している」で増加傾向がみられます。また、「利用していない」で減

少傾向がみられます。 

 

 

 

Ａ票 問５ 日中の時間帯において、介護を頼める人（家族、ヘルパーなど）がそばにいな

いことがどのくらいありますか。  （単数回答） 

 全体では「日中おおむね誰かが家にいる」が 47.4％と最も高く、次いで「日中誰も家にいない日

が、週に５日以上ある」が 28.9％、「日中誰も家にいない日が、週に１～２日ある」が 11.1％となっ

ています。 

 

  

26.2 

15.9 

70.7 

79.1 

3.1 

5.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=675)

前回(n=603)

利用している 利用していない 不明・無回答 test

47.4 

42.8 

11.1 

8.6 

8.0 

11.3 

28.9 

32.5 

4.6 

4.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=675)

前回(n=603)

日中おおむね誰かが家にいる 日中誰も家にいない日が、週に１～２日ある

日中誰も家にいない日が、週に３～４日ある 日中誰も家にいない日が、週に５日以上ある

不明・無回答 test
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Ａ票 問５ 日中の時間帯において、介護を頼める人（家族、ヘルパーなど）がそばにいな

いことがどのくらいありますか。 × 認定状況、日常生活圏域 

 認定状況別にみると、＜要支援１・２＞では「日中誰も家にいない日が、週に５日以上ある」が最

も高くなっています。 

 日常生活圏域別にみると、大きな傾向の変化はみられません。 

 
◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け 

 

 

  

日

中

お

お

む

ね

誰

か

が

家

に

い

る

日

中

誰

も

家

に

い

な

い

日

が
、

週

に

１
～

２

日

あ

る

日

中

誰

も

家

に

い

な

い

日

が
、

週

に

３
～

４

日

あ

る

日

中

誰

も

家

に

い

な

い

日

が
、

週

に

５

日

以

上

あ

る

不

明

・

無

回

答

 47.4  11.1   8.0  28.9   4.6

 要支援１・２

（n=292）
 37.0  11.3   7.2  41.1   3.4

 要介護１（n=142）  53.5   9.2  10.6  22.5   4.2

 要介護２・３

（n=139）
 52.5  13.7  10.8  18.0   5.0

 要介護４・５

（n=65）
 72.3   6.2   1.5  10.8   9.2

 非該当（n=4）  25.0    0.0    0.0  75.0    0.0

 男山中学校圏域

（n=173）
 46.2   8.7  12.1  28.3   4.6

 男山第二中学校圏域

（n=191）
 45.5   9.4   6.3  36.1   2.6

 男山第三中学校圏域

（n=206）
 48.5  13.6   6.8  26.2   4.9

 男山東中学校圏域

（n=72）
 52.8  11.1   6.9  20.8   8.3

認

定

状

況

別

圏

域

別

単位：％

 全体（n=675）
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Ａ票 問５ 日中の時間帯において、介護を頼める人（家族、ヘルパーなど）がそばにいな

いことがどのくらいありますか。 × 同居・近居 

 同居・近居別にみると、＜同居はしていないが、八幡市内に住んでいる＞＜ 八幡市外に住んでい

る＞では、「日中誰も家にいない日が、週に５日以上ある」が最も高くなっています。 

 

◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け 

 

Ａ票 問６ 現時点での、施設等への入所・入居の検討状況について、ご回答ください。 

（単数回答） 

 全体では「入所・入居は検討していない」が 75.7％と最も高く、次いで「入所・入居を検討して

いる」が 13.6％、「すでに入所・入居申し込みをしている」が 5.9％となっています。 

 

  

日

中

お

お

む

ね

誰

か

が

家

に

い

る

日

中

誰

も

家

に

い

な

い

日

が
、

週

に

１
～

２

日

あ

る

日

中

誰

も

家

に

い

な

い

日

が
、

週

に

３
～

４

日

あ

る

日

中

誰

も

家

に

い

な

い

日

が
、

週

に

５

日

以

上

あ

る

不

明

・

無

回

答

 54.5  11.5   9.1  23.5   1.3

 あて名の本人と同居してい

る（n=256）
 74.2  10.2   6.3   7.4   2.0

 同居はしていないが、八幡

市内に住んでいる（n=77）
 31.2  16.9  15.6  36.4    0.0

 八幡市外に住んでいる

（n=75）
 21.3  13.3  16.0  48.0   1.3

 その他（n=9）  66.7  11.1    0.0  22.2    0.0

単位：％

 「家族・親族介護あり」全体

（n=451）

同

居

・

近

居

別

75.7 

77.3 

13.6 

15.1 

5.9 

4.1 

4.7 

3.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=675)

前回(n=603)

入所・入居は検討していない 入所・入居を検討している

すでに入所・入居申し込みをしている 不明・無回答
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Ａ票 問６ 現時点での、施設等への入所・入居の検討状況について、ご回答ください。 × 

認定状況、日常生活圏域、家族構成 

 認定状況別にみると、＜要介護４・５＞では、「すでに入所・入居申し込みをしている」、＜要支援

１・２、要介護１・２・３＞では「入所・入居を検討している」が２番目に高くなっています。 

 

◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け 

 

  

入
所
・
入
居
は
検
討

し
て
い
な
い

入
所
・
入
居
を
検
討

し
て
い
る

す
で
に
入
所
・
入
居

申
し
込
み
を
し
て

い
る

不
明
・
無
回
答

  75.7   13.6    5.9    4.7

 要支援１・２
（n=292）

  82.9   12.3    1.0    3.8

 要介護１（n=142）   75.4   14.1    7.0    3.5

 要介護２・３
（n=139）

  74.1   11.5    9.4    5.0

 要介護４・５
（n=65）

  53.8   18.5   20.0    7.7

 非該当（n=4）   75.0   25.0     0.0     0.0

 男山中学校圏域
（n=173）

  83.2   10.4    2.9    3.5

 男山第二中学校圏域
（n=191）

  72.8   16.2    8.4    2.6

 男山第三中学校圏域
（n=206）

  74.3   14.1    6.8    4.9

 男山東中学校圏域
（n=72）

  75.0    9.7    5.6    9.7

 単身世帯（n=248）   70.2   17.3    8.5    4.0

 夫婦のみ世帯
（n=212）

  81.1   14.6    2.4    1.9

 その他（n=184）   82.1    8.7    6.0    3.3

単位：％

 全体（n=675）

家
族
構
成
別

圏
域
別

認
定
状
況
別
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Ａ票 問７ 現在、利用している、「介護保険サービス以外」の支援・サービスについて、

ご回答ください。  （複数回答） 

 全体では「利用していない」が 57.2％と最も高く、次いで「配食」が 10.1％、「掃除・洗濯」が

7.4％となっています。 

 前回調査と比較すると、「利用していない」で減少傾向がみられます。 

 
※シルバーライフラインシステム…ひとり暮らしの高齢者等に緊急通報装置を貸与し、相談・緊急ボタンによる通報をオ

ペレーションセンターが 24 時間・365 日受け付け、対応するシステム。 

※八幡市あんしんネットワーク…認知症の方などが行方不明になられた際に、協力機関へ依頼し、早期発見に役立てるた

めの制度。登録者には、ＧＰＳの初期導入費と 12 カ月分の月額費用の補助等を実施している。 

※「シルバーライフラインシステム」「八幡市あんしんネットワークの登録制度」は今回のみの選択肢。 

  

10.1 

2.8 

7.4 

5.6 

6.1 

5.9 

3.7 

4.9 

2.8 

3.1 

4.3 

3.9 

57.2 

9.2 

11.8 

2.8 

7.1 

3.0 

5.3 

2.8 

5.3 

3.8 

2.8 

3.5 

67.7 

6.6 

0% 20% 40% 60% 80%

配食

調理

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まない）

ゴミ出し

外出同行（通院、買い物など）

移送サービス（介護・福祉タクシー等）

見守り、声かけ

シルバーライフラインシステム

八幡市あんしんネットワークの登録制度

サロンなどの定期的な通いの場

その他

利用していない

不明・無回答

全体(n=675) 前回(n=603)
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Ａ票 問８ 今後の在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービス（現在利用しているが、

さらなる充実が必要と感じる支援・サービスを含む）について、ご回答ください。 

 （複数回答） 

 全体では「特にない」が 42.2％と最も高く、次いで「外出同行（通院、買い物など）」が 15.9％、

「移送サービス（介護・福祉タクシー等）」が 15.7％となっています。 

 

※「シルバーライフラインシステム」「八幡市あんしんネットワークの登録制度」は今回のみの選択肢。  

12.7 

9.0 

13.6 

13.3 

11.0 

15.9 

15.7 

14.5 

4.3 

5.5 

6.7 

2.5 

42.2 

8.9 

12.6 

7.6 

12.9 

11.4 

9.3 

14.6 

18.1 

11.3 

5.5 

4.3 

45.4 

7.1 

0% 20% 40% 60%

配食

調理

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まない）

ゴミ出し

外出同行（通院、買い物など）

移送サービス（介護・福祉タクシー等）

見守り、声かけ

シルバーライフラインシステム

八幡市あんしんネットワークの登録制度

サロンなどの定期的な通いの場

その他

特にない

不明・無回答

全体(n=675) 前回(n=603)
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Ａ票 問８ 今後の在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービス（現在利用しているが、

さらなる充実が必要と感じる支援・サービスを含む）について、ご回答ください。  

× 認定状況、日常生活圏域 

 認定状況別にみると、＜要支援１・２＞では「掃除・洗濯」、＜要介護１・２・３＞では「見守り、

声かけ」、＜要介護４・５＞では、「外出同行（通院、買い物など）」が２番目に高くなっています。 

 日常生活圏域別にみると、＜男山中学校圏域＞＜男山第三中学校圏域＞では「外出同行（通院、買

い物など）」、＜男山第二中学校圏域＞では「見守り、声かけ」、＜男山東中学校圏域＞では「移送サ

ービス（介護・福祉タクシー等）」が２番目に高くなっています。 

 

◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け 

 

  

配
食

調
理

掃
除
・
洗
濯

買
い
物
（

宅
配
は
含
ま
な
い
）

ゴ
ミ
出
し

外
出
同
行

（

通
院
、

買
い
物
な
ど
）

移
送
サ
ー

ビ
ス

（

介
護
・
福
祉
タ
ク
シ
ー

等
）

見
守
り
、

声
か
け

シ
ル
バ
ー

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム

八
幡
市
あ
ん
し
ん
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
の

登
録
制
度

サ
ロ
ン
な
ど
の
定
期
的
な
通
い
の
場

そ
の
他

特
に
な
い

不
明
・
無
回
答

  12.7    9.0   13.6   13.3   11.0   15.9   15.7   14.5    4.3    5.5    6.7    2.5   42.2    8.9

 要支援１・２
（n=292）

  14.0   10.6   18.2   17.5   12.7   15.8   14.7   12.3    5.8    5.5    7.2    1.7   43.2    8.9

 要介護１（n=142）   10.6   11.3    7.7   10.6    9.2   14.8   15.5   16.2    4.2    7.0    9.9    2.1   41.5    7.7

 要介護２・３
（n=139）

  10.8    5.8   13.7   10.8   12.2   14.4   13.7   15.8    0.7    4.3    4.3    3.6   42.4    8.6

 要介護４・５
（n=65）

  13.8    6.2    7.7    4.6    6.2   18.5   16.9    9.2    3.1    3.1    3.1    3.1   46.2   13.8

 非該当（n=4）     0.0     0.0   25.0   25.0   25.0   50.0   25.0   25.0   25.0     0.0     0.0     0.0   25.0     0.0

 男山中学校圏域
（n=173）

  13.9    8.1   16.2   13.9   13.9   17.9   17.3   12.1    2.9    3.5    5.2    1.2   41.6    9.8

 男山第二中学校圏域
（n=191）

  12.6    7.9   14.1   13.6   13.1   15.2   12.6   17.3    5.8    8.4    6.3    2.1   43.5    7.3

 男山第三中学校圏域
（n=206）

  14.1   13.1   14.6   14.6   10.7   16.5   15.5   14.1    4.9    4.9    8.3    2.9   38.8    9.2

 男山東中学校圏域
（n=72）

   4.2    4.2    5.6    6.9    1.4    9.7   13.9    6.9    1.4    2.8    6.9    4.2   55.6   11.1

単位：％

 全体（n=675）

認
定
状
況
別

圏
域
別
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Ａ票 問９ 市が行う認知症への取組みのうち、あなたが知っているものはどれですか。  

（複数回答） 

 全体では「オレンジカフェ（認知症カフェ）の開催」が 16.9％と最も高く、次いで「認知症あん

しんサポート相談窓口」が 12.1％、「認知症に関する講座の開催」が 11.3％となっています。 

 

 

 

  

9.2 

8.4 

16.9 

12.1 

11.3 

11.1 

67.7 

0% 20% 40% 60% 80%

認知症サポーター養成講座の実施

認知症ガイドブックの配布

オレンジカフェ（認知症カフェ）の開催

認知症あんしんサポート相談窓口

認知症に関する講座の開催

八幡市あんしんネットワークの登録制度

不明・無回答

n=675

ことばの説明 

●認知症サポーター養成講座 

認知症を正しく理解し、認知症の人やその家族を見守り、応援する人を養成する講座。 

●オレンジカフェ（認知症カフェ） 

認知症の方やそのご家族、地域住民が気軽に集える場所。市内４カ所で月１回開催。 

●認知症あんしんサポート相談窓口 

地域事情を踏まえた相談ができる身近な相談窓口。市内1カ所で実施。 

●八幡市あんしんネットワーク 

認知症の方などが行方不明になられた際に、協力機関へ依頼し、早期発見に役立てるための制度。登録者

には、ＧＰＳの初期導入費と12カ月分の月額費用の補助等を実施している。 
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Ａ票 問９ 市が行う認知症への取組みのうち、あなたが知っているものはどれですか。 

×認定状況 

 「オレンジカフェ（認知症カフェ）の開催」はいずれの区分でも最も認知度が高くなっています。 

介護度があがるにつれて、認知度が１割を超える項目が増えています。 

 

◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け 

認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー

養
成

講
座
の
実
施

認
知
症
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
の

配
布

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
（

認
知
症

カ
フ
ェ
）

の
開
催

認
知
症
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー

ト

相
談
窓
口

認
知
症
に
関
す
る
講
座
の

開
催

八
幡
市
あ
ん
し
ん
ネ
ッ

ト

ワ
ー

ク
の
登
録
制
度

不
明
・
無
回
答

   9.2    8.4   16.9   12.1   11.3   11.1   67.7

 要支援１・２
（n=292）

   6.2    6.5   13.4    9.9    8.2    7.9   69.9

 要介護１（n=142）   11.3   12.0   19.7   14.1   11.3   12.7   66.9

 要介護２・３
（n=139）

  15.1    7.9   22.3   15.1   17.3   14.4   64.7

 要介護４・５（n=65）   10.8   10.8   16.9   13.8    9.2   16.9   66.2

 非該当（n=4）     0.0   25.0   50.0     0.0   25.0     0.0   50.0

単位：％

 全体（n=675）

認
定
状
況
別
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Ａ票 問10 もし、あなたが認知症になったとしても大切にしたいと思うことは何ですか。 

（複数回答） 

 全体では「家族とのつながり」が 58.7％と最も高く、次いで「周囲に迷惑をかけずに過ごすこと」

が 47.3％、「自分らしい生活」が 41.3％となっています。 

 

58.7 

41.3 

19.0 

15.4 

22.4 

41.0 

47.3 

0.3 

1.6 

4.9 

5.2 

0% 20% 40% 60% 80%

家族とのつながり

自分らしい生活

趣味や楽しみ等の好きなこと

人との交流

自分の意志や希望を尊重されること

住み慣れた場所での生活

周囲に迷惑をかけずに過ごすこと

その他

特にない

わからない

不明・無回答

n=675
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Ａ票 問 11 自分自身や家族が認知症になったとき、どのような支援があればよいと思い

ますか。  （複数回答） 

 全体では「相談窓口や病院、介護サービスなどがすぐにわかる情報の提供」が 61.0％と最も高く、

次いで「ボランティアや地域での支え合いなどによる在宅生活ができる仕組み」が 26.2％、「認知症

の家族間交流など、介護する家族の精神的負担を軽減できる場づくり」が 24.1％となっています。 

 

※成年後見制度…判断能力が不十分な方々の権利や財産を守り、意思決定を支援する仕組みであり、法律面や生活面で保

護したり支援したりする制度です。 

※権利擁護事業…安心して福祉サービスを利用し、地域で生活できるよう福祉サービスの利用手続きの代行、日常的金銭

管理などを行う事業です。 

  

61.0 

24.1 

26.2 

20.1 

13.9 

19.0 

9.0 

2.5 

19.7 

0% 20% 40% 60% 80%

相談窓口や病院、介護サービスなどがすぐにわか

る情報の提供

認知症の家族間交流など、介護する家族の精神的

負担を軽減できる場づくり

ボランティアや地域での支え合いなどによる在宅

生活ができる仕組み

認知症の方が活動できる場、社会参加ができる機

会の提供

介護の仕方やコミュニケーション方法などの研修

会

認知症について住民が正しく理解できる普及活動

と情報発信

成年後見制度・権利擁護事業の利用

その他

不明・無回答

n=675



 

101 

Ａ票 問 11 自分自身や家族が認知症になったとき、どのような支援があればよいと思い

ますか。 × 認定状況、同居・近居 

 認定状況別にみると、＜要支援１・２、要介護４・５＞では「ボランティアや地域での支え合いな

どによる在宅生活ができる仕組み」、＜要介護１＞では「認知症の方が活動できる場、社会参加がで

きる機会の提供」、＜要介護２・３＞では「認知症の家族間交流など、介護する家族の精神的負担を

軽減できる場づくり」が２番目に高くなっています。 

同居・近居別にみると、＜八幡市外に住んでいる＞では「相談窓口や病院、介護サービスなどがす

ぐにわかる情報の提供」が 70.7％と最も高く、次いで「ボランティアや地域での支え合いなどによ

る在宅生活ができる仕組み」が高くなっています。 

 

◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け 
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認
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で
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と
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成
年
後
見
制
度
・
権
利
擁
護
事
業

の
利
用

そ
の
他

不
明
・
無
回
答

    61.0     24.1     26.2     20.1     13.9     19.0      9.0      2.5     19.7

 要支援１・２（n=292）     64.7     24.3     30.8     21.2     15.1     20.5      8.6      1.7     20.9

 要介護１（n=142）     55.6     19.7     20.4     22.5     12.7     17.6      6.3      4.2     17.6

 要介護２・３（n=139）     57.6     28.1     20.1     18.0     10.1     13.7      7.9      3.6     17.3

 要介護４・５（n=65）     64.6     23.1     30.8     21.5     23.1     26.2     15.4      1.5     20.0

 非該当（n=4）    100.0     25.0     25.0     25.0       0.0     25.0       0.0       0.0       0.0

 あて名の本人と同居してい
る（n=256）

    63.7     23.8     23.4     19.9     15.6     22.3     10.9      3.1     18.0

 同居はしていないが、八幡
市内に住んでいる（n=77）

    58.4     28.6     26.0     18.2     13.0     19.5      6.5      5.2     19.5

 八幡市外に住んでいる
（n=75）

    70.7     21.3     26.7     17.3     16.0     20.0     12.0      1.3     12.0

 その他（n=9）     44.4     55.6     33.3     33.3     11.1     22.2       0.0       0.0     22.2

単位：％

 全体（n=675）

認
定
状
況
別

同
居
・
近
居
別
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Ａ票 問 12 今後、自宅や自宅に近い環境で介護を受けて暮らしていくために、利用した

いサービスはありますか。  （複数回答） 

 全体では「認知症があっても、安心して通えるデイサービス」が 35.3％と最も高く、次いで「月

極料金で、訪問介護、通所介護、一時的な泊まりをまとめて受けられるサービス」が 33.2％、「365

日 24時間、定期的な巡回や、必要な時に介護や看護をしてくれるサービス」が 33.0％となっていま

す。 

 前回調査と比較すると、「月極料金で、訪問介護、通所介護、一時的な泊まりをまとめて受けられ

るサービス」「365 日 24 時間、定期的な巡回や、必要な時に介護や看護をしてくれるサービス」「認

知症があっても、安心して通えるデイサービス」「認知症があっても、できるだけ自立して暮らせる

グループホーム」「医師による訪問診療や、薬剤師による服薬管理など」で増加傾向がみられます。

また、「特にない」で減少傾向がみられます。 

 
  

33.2 

33.0 

35.3 

19.1 

11.0 

31.9 

1.2 

17.5 

9.2 

17.6 

18.4 

12.8 

7.8 

7.3 

20.1 

2.5 

45.1 

7.3 

0% 20% 40% 60%

月極料金で、訪問介護、通所介護、一時的な泊まりを

まとめて受けられるサービス

365日24時間、定期的な巡回や、必要な時に

介護や看護をしてくれるサービス

認知症があっても、安心して通えるデイサービス

認知症があっても、できるだけ自立して暮らせる

グループホーム

見守りや日常の世話をしてくれる高齢者向けの

賃貸マンション

医師による訪問診療や、薬剤師による服薬管理など

その他

特にない

不明・無回答

全体(n=675) 前回(n=603)
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Ａ票 問 12 今後、自宅や自宅に近い環境で介護を受けて暮らしていくために、利用した

いサービスはありますか。 × 認定状況、家族構成、同居・近居 

 認定状況別にみると、＜要介護４・５＞では「365 日 24 時間、定期的な巡回や、必要な時に介護

や看護をしてくれるサービス」が 50.8％と最も高く、次いで「医師による訪問診療や、薬剤師によ

る服薬管理など」が高くなっています。 

 家族構成別にみると、＜単身世帯＞では「365 日 24 時間、定期的な巡回や、必要な時に介護や看

護をしてくれるサービス」、＜夫婦のみ世帯＞では「月極料金で、訪問介護、通所介護、一時的な泊

まりをまとめて受けられるサービス」、＜その他（２世代以上の世帯）＞では「認知症があっても、

安心して通えるデイサービス」が最も高くなっています。 

 同居・近居別にみると、＜あて名の本人と同居している＞では「月極料金で、訪問介護、通所介護、

一時的な泊まりをまとめて受けられるサービス」、＜同居はしていないが、八幡市内に住んでいる＞

では「認知症があっても、安心して通えるデイサービス」、＜八幡市外に住んでいる＞では「365 日

24 時間、定期的な巡回や、必要な時に介護や看護をしてくれるサービス」が最も高くなっています。 

 

◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け  

月

極

料

金

で
、

訪

問

介

護
、

通

所

介

護
、

一

時

的

な

泊

ま

り

を

ま

と

め

て

受

け

ら

れ

る

サ
ー

ビ

ス

3

6

5

日

2

4

時

間
、

定

期

的

な

巡

回

や
、

必

要

な

時

に

介

護

や

看

護

を

し

て

く

れ

る

サ
ー

ビ

ス

認

知

症

が

あ
っ

て

も
、

安

心

し

て

通

え

る

デ

イ

サ
ー

ビ

ス

認

知

症

が

あ
っ

て

も
、

で

き

る

だ

け

自

立

し

て

暮

ら

せ

る

グ

ル
ー

プ

ホ
ー

ム

見

守

り

や

日

常

の

世

話

を

し

て

く

れ

る

高

齢

者

向

け

の

賃

貸

マ

ン

シ
ョ

ン

医

師

に

よ

る

訪

問

診

療

や
、

薬

剤

師

に

よ

る

服

薬

管

理

な

ど

そ

の

他

特

に

な

い

不

明

・

無

回

答

    33.2     33.0     35.3     19.1     11.0     31.9      1.2     17.5      9.2

 要支援１・２（n=292）     35.6     32.5     38.4     19.9     12.7     33.9      0.7     17.1     10.3

 要介護１（n=142）     31.7     26.8     35.2     19.7      9.9     23.9      2.8     16.2      7.7

 要介護２・３（n=139）     28.1     30.9     33.1     17.3      4.3     30.2      0.7     20.9      7.2

 要介護４・５（n=65）     30.8     50.8     26.2     18.5     16.9     40.0       0.0     15.4     10.8

 非該当（n=4）     75.0     50.0     25.0     25.0       0.0     50.0       0.0     25.0       0.0

 単身世帯（n=248）     27.8     32.7     29.4     20.2     14.9     31.0      1.2     16.5     12.5

 夫婦のみ世帯（n=212）     41.5     39.2     38.7     20.3     12.7     34.4      0.9     15.1      3.8

 その他（n=184）     33.2     27.2     37.5     14.1      4.3     29.3      0.5     23.9      7.6

     6.0      0.4      2.4      0.2     61.6      6.2     23.7     20.3      5.9

 あて名の本人と同居してい

る（n=256）
    40.2     31.3     38.7     18.0      8.6     30.5      0.4     20.3      5.9

 同居はしていないが、八幡

市内に住んでいる（n=77）
    33.8     27.3     46.8     26.0      9.1     33.8      1.3     14.3      2.6

 八幡市外に住んでいる

（n=75）
    30.7     41.3     29.3     16.0     20.0     40.0      1.3     14.7      9.3

 その他（n=9）     33.3     33.3     44.4     33.3     22.2     22.2       0.0     11.1     22.2

単位：％

 全体（n=675）

認

定

状

況

別

家

族

構

成

別

同

居

・

近

居

別

 「家族・親族介護あり」全体

（n=451）
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Ａ票 問 13 あなたは、今後の住まいについて、どのようにお考えですか。 （単数回答） 

 全体では「今後も介護サービスなどを利用しながら、在宅で暮らしたい」が 52.9％と最も高く、

次いで「できるだけ在宅で暮らしたいが、介護の負担が大きくなり、在宅で暮らすのが困難になった

ら、施設や介護サービスのついた高齢者向け住宅に入りたい」が 29.0％、「わからない」が 5.2％と

なっています。 

 前回調査と比較すると、「できるだけ在宅で暮らしたいが、介護の負担が大きくなり、在宅で暮ら

すのが困難になったら、施設や介護サービスのついた高齢者向け住宅に入りたい」で増加傾向がみ

られます。また、「今後も介護サービスなどを利用しながら、在宅で暮らしたい」で減少傾向がみら

れます。 

 

52.9 

58.5 

29.0 

22.2 

4.3 

3.3 

1.9 

1.0 

5.2 

9.8 

6.7 

5.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=675)

前回(n=603)

今後も介護サービスなどを利用しながら、在宅で暮らしたい

施設や介護サービスのついた高齢者向け住宅に入りたい

その他

わからない

不明・無回答

できるだけ在宅で暮らしたいが、介護の負担が大きくなり、在宅で暮らすのが困難になったら、

施設や介護サービスのついた高齢者向け住宅に入りたい
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Ａ票 問 13 あなたは、今後の住まいについて、どのようにお考えですか。 × 認定状況、

家族構成、同居・近居 

 いずれの区分も、上位２項目は全体と同様の傾向にあります。 

また、認定状況別にみると、＜要介護４・５＞、家族構成別にみると、＜夫婦のみ世帯＞では「でき

るだけ在宅で暮らしたいが、介護の負担が大きくなり、在宅で暮らすのが困難になったら、施設や介

護サービスのついた高齢者向け住宅に入りたい」が３割半ばとなっています。 

 同居・近居別にみると、大きな傾向の変化はみられません。 

 

◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け  

今

後

も

介

護

サ
ー

ビ

ス

な

ど

を

利

用

し

な

が

ら
、

在

宅

で

暮

ら

し

た

い

で

き

る

だ

け

在

宅

で

暮

ら

し

た

い

が
、

介

護

の

負

担

が

大

き

く

な

り
、

在

宅

で

暮

ら

す

の

が

困

難

に

な
っ

た

ら
、

施

設

や

介

護

サ
ー

ビ

ス

の

つ

い

た

高

齢

者

向

け

住

宅

に

入

り

た

い

施

設

や

介

護

サ
ー

ビ

ス

の

つ

い

た

高

齢

者

向

け

住

宅

に

入

り

た

い

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

不

明

・

無

回

答

     52.9      29.0       4.3       1.9       5.2       6.7

 要支援１・２（n=292）      53.8      29.8       4.5       1.0       4.1       6.8

 要介護１（n=142）      54.9      23.9       4.9       1.4       9.9       4.9

 要介護２・３（n=139）      56.1      29.5       2.9       2.2       3.6       5.8

 要介護４・５（n=65）      40.0      35.4       7.7       4.6       3.1       9.2

 非該当（n=4）      50.0      25.0        0.0        0.0        0.0      25.0

 単身世帯（n=248）      54.8      27.0       4.0       2.4       5.6       6.0

 夫婦のみ世帯（n=212）      49.1      35.4       4.7       0.9       3.8       6.1

 その他（n=184）      58.2      24.5       3.8       2.7       7.1       3.8

     58.5      29.0       3.3       1.1       4.4       3.5

 あて名の本人と同居してい

る（n=256）
     58.6      30.5       2.7       0.4       5.5       2.3

 同居はしていないが、八幡

市内に住んでいる（n=77）
     62.3      27.3       5.2       1.3       2.6       1.3

 八幡市外に住んでいる

（n=75）
     57.3      30.7       2.7       1.3       2.7       5.3

 その他（n=9）      22.2      22.2      11.1      11.1        0.0      33.3

認

定

状

況

別

家

族

構

成

別

 「家族・親族介護あり」全体

（n=451）

同

居

・

近

居

別

単位：％

 全体（n=675）
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【問 13で「２」または「３」（住み替えの意向あり）を選んだ方】 

Ａ票 問14 住み替えを検討する場合、どのような施設や住宅を希望しますか。（単数回答） 

 全体では「介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）」が 25.8％と最も高く、次いで「わからない」

が 23.1％、「有料老人ホームやサービス付き高齢者向け住宅」が 21.3％となっています。 

 

0.4 

21.3 

25.8 

8.0 

3.1 

4.9 

3.6 

23.1 

9.8 

0% 20% 40%

高齢者向けの分譲マンション

有料老人ホームやサービス付き高齢者向け住宅

介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）

介護老人保健施設

介護医療院

小規模特養（地域密着型介護老人福祉施設入所者

生活介護）

グループホーム（認知症対応型共同生活介護）

わからない

不明・無回答

n=225
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【問 13で「２」または「３」（住み替えの意向あり）を選んだ方】 

Ａ票 問 14 住み替えを検討する場合、どのような施設や住宅を希望しますか。× 認定状

況、日常生活圏域 

 認定状況別にみると、＜要支援１・２、要介護１＞では「わからない」が最も高く、次いで「有料

老人ホームやサービス付き高齢者向け住宅」、＜要介護２・３、要介護４・５＞では「介護老人福祉

施設（特別養護老人ホーム）」が最も高くなっています。 

 日常生活圏別にみると、＜男山中学校圏域＞では「わからない」、＜男山第二中学校圏域＞では「有

料老人ホームやサービス付き高齢者向け住宅」「介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）」、＜男山

第三中学校圏域＞では「有料老人ホームやサービス付き高齢者向け住宅」、＜男山東中学校圏域＞で

は、「介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）」が最も高くなっています。 

 

◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け 

高
齢
者
向
け
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ

ン

有
料
老
人
ホ
ー

ム
や
サ
ー

ビ
ス
付
き

高
齢
者
向
け
住
宅

介
護
老
人
福
祉
施
設

（

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
）

介
護
老
人
保
健
施
設

介
護
医
療
院

小
規
模
特
養

（

地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設

入
所
者
生
活
介
護
）

グ
ル
ー

プ
ホ
ー

ム

（

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
）

わ
か
ら
な
い

不
明
・
無
回
答

      0.4      21.3      25.8       8.0       3.1       4.9       3.6      23.1       9.8

 要支援１・２
（n=100）

      1.0      26.0      16.0       9.0       4.0       6.0       1.0      27.0      10.0

 要介護１（n=41）        0.0      22.0      22.0       7.3       2.4       2.4       2.4      34.1       7.3

 要介護２・３
（n=45）

       0.0       8.9      35.6       6.7       2.2       6.7       8.9      20.0      11.1

 要介護４・５
（n=28）

       0.0      21.4      39.3      10.7       3.6       3.6       3.6       7.1      10.7

 非該当（n=1）        0.0     100.0        0.0        0.0        0.0        0.0        0.0        0.0        0.0

 男山中学校圏域
（n=47）

       0.0      10.6      21.3      14.9       2.1       8.5       2.1      31.9       8.5

 男山第二中学校圏域
（n=65）

      1.5      26.2      26.2       4.6       1.5       4.6       3.1      24.6       7.7

 男山第三中学校圏域
（n=77）

       0.0      23.4      20.8       7.8       6.5       5.2       3.9      20.8      11.7

 男山東中学校圏域
（n=26）

       0.0      23.1      34.6       7.7        0.0        0.0       3.8      19.2      11.5

単位：％

 全体（n=225）

認
定
状
況
別

圏
域
別
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【問 13で「２」または「３」（住み替えの意向あり）を選んだ方】 

Ａ票 問 15 住み替えを希望する時期はいつごろですか。  （単数回答） 

 全体では「当面の予定はないが、必要となったら住み替えたい」が 70.2％と最も高く、次いで「そ

の他」が 8.4％、「今後、数カ月以内には住み替えたい」が 2.7％となっています。 

 

 

【問 13で「２」または「３」（住み替えの意向あり）を選んだ方】 

Ａ票 問 15 住み替えを希望する時期はいつごろですか。× 認定状況、日常生活圏域 

 認定状況別にみると、＜要介護４・５＞、日常生活圏域別にみると、＜男山第三中学校圏域＞では

「今後、１年以内には住み替えたい」が２番目に高くなっています。 

 
◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け  

70.2 2.2 

2.7 

0.9 8.4 15.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=225)

当面の予定はないが、必要となったら住み替えたい

今後、１年以内には住み替えたい

今後、数カ月以内には住み替えたい

今すぐにでも住み替えたい

その他

不明・無回答

当
面
の
予
定
は
な
い
が
、

必
要
と

な
っ

た
ら
住
み
替
え
た
い

今
後
、

１
年
以
内
に
は

住
み
替
え
た
い

今
後
、

数
カ
月
以
内
に
は
住
み

替
え
た
い

今
す
ぐ
に
で
も
住
み
替
え
た
い

そ
の
他

不
明
・
無
回
答

  70.2    2.2    2.7    0.9    8.4   15.6

 要支援１・２
（n=100）

  79.0     0.0    1.0     0.0    5.0   15.0

 要介護１（n=41）   63.4    2.4    4.9     0.0    9.8   19.5

 要介護２・３
（n=45）

  57.8     0.0    4.4    4.4   11.1   22.2

 要介護４・５
（n=28）

  67.9    7.1    3.6     0.0   14.3    7.1

 非該当（n=1）  100.0     0.0     0.0     0.0     0.0     0.0

 男山中学校圏域
（n=47）

  78.7     0.0    2.1    2.1    2.1   14.9

 男山第二中学校圏域
（n=65）

  69.2    1.5    6.2     0.0    6.2   16.9

 男山第三中学校圏域
（n=77）

  64.9    2.6    1.3    1.3   10.4   19.5

 男山東中学校圏域
（n=26）

  73.1     0.0     0.0     0.0   19.2    7.7

単位：％

 全体（n=225）

認
定
状
況
別

圏
域
別
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【問 13で「２」または「３」（住み替えの意向あり）を選んだ方】 

Ａ票 問 16 住み替えを実現するにあたって、不安に感じることはありますか。 （複数回答） 

 全体では「資金の不足など経済面の問題があること」が 45.8％と最も高く、次いで「住み替え先

の生活に馴染めるか不安があること」が 29.8％、「友人・知人等と疎遠になること」が 16.9％とな

っています。 

 
 

Ａ票 問 17 あなたは、どこで最期を迎えたいと思いますか。  （単数回答） 

 全体では「自宅」が 45.9％と最も高く、次いで「わからない」が 27.3％、「病院」が 18.4％とな

っています。 

 前回調査と比較すると、「病院」で増加傾向がみられます。また、「自宅」で減少傾向がみられま

す。 

 
  

45.8 

4.9 

16.9 

29.8 

0.9 

14.7 

12.4 

1.3 

5.3 

28.4 

0% 20% 40% 60%

資金の不足など経済面の問題があること

現在の仕事や趣味、社会活動を

続けられなくなること

友人・知人等と疎遠になること

住み替え先の生活に馴染めるか不安があること

家族の同意が得られないこと

家族と疎遠になること

通院している病院が遠くなること

その他

特にない

不明・無回答

n=225

45.9 

51.4 

18.4 

11.4 

3.7 

4.0 

27.3 

29.7 

0.7 

0.2 

4.0 

3.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=675)

前回(n=603)

自宅 病院 施設 わからない

その他 不明・無回答 test test
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Ａ票 問 17 あなたは、どこで最期を迎えたいと思いますか。 × 認定状況、日常生活圏域 

 認定状況別にみると、大きな傾向の変化はみられません。 

 日常生活圏域別にみると、＜男山中学校圏域＞＜男山東中学校圏域＞では、「自宅」が５割台とな

っています。 

 
◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け 

  

自
宅

病
院

施
設

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

不
明
・
無
回
答

  45.9   18.4    3.7   27.3    0.7    4.0

 要支援１・２
（n=292）

  43.8   24.0    3.8   24.7    0.3    3.4

 要介護１（n=142）   48.6   16.9    4.2   28.2     0.0    2.1

 要介護２・３
（n=139）

  45.3   13.7    2.9   31.7    1.4    5.0

 要介護４・５
（n=65）

  49.2   12.3    4.6   27.7    1.5    4.6

 非該当（n=4）   75.0     0.0     0.0   25.0     0.0     0.0

 男山中学校圏域
（n=173）

  53.8   17.3    2.3   24.3     0.0    2.3

 男山第二中学校圏域
（n=191）

  37.7   22.0    3.1   31.9    1.6    3.7

 男山第三中学校圏域
（n=206）

  42.7   19.9    3.9   29.1    0.5    3.9

 男山東中学校圏域
（n=72）

  58.3   11.1    8.3   16.7     0.0    5.6

単位：％

 全体（n=675）

認
定
状
況
別

圏
域
別
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Ａ票 問 18 あなたは、現在どの程度幸せですか。 （単数回答） 

 全体では「５点」が 20.0％と最も高く、次いで「８点」が 19.1％、「10点（とても幸せ）」が 16.3％

となっています。幸福度平均は 7.1 点となっており、介護予防・日常生活圏域ニーズ調査での同設

問（ｐ.49）と同様です。 

 
 

■幸福度平均点（不明・無回答を除いて算出） 

 全体（n=620）   7.1  

認
定
状
況
別 

 要支援１・２（n=268）  7.2  

 要介護１（n=137）  7.2  

 要介護２・３（n=125）  7.2  

 要介護４・５（n=58）  6.4  

 

0.7 

0.1 

1.3 

1.9 

1.9 

20.0 

7.4 

13.6 

19.1 

9.3 

16.3 

8.1 

0% 20% 40%

０点（とても不幸）

１点

２点

３点

４点

５点

６点

７点

８点

９点

10点（とても幸せ）

不明・無回答

n=675
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Ａ票 問 19 今後、高齢化が進んでいく中でサービス利用対象者が増加することにより、

現在のサービス水準を維持していくためには、介護保険料の見直しが必要です。介護サ

ービスとサービスを支える保険料負担について、どう思われますか。  （単数回答） 

 全体では「介護サービスの質や利用量を維持または充実させるためには、介護保険料が上がるこ

ともやむを得ない」が 39.6％と最も高く、次いで「わからない」が 25.8％、「介護サービスの質や利

用量を減らしても、介護保険料を維持してほしい」が 22.2％となっています。 

 前回調査と比較すると、「介護サービスの質や利用量を減らしても、介護保険料を維持してほしい」

で増加傾向がみられます。また、「わからない」で減少傾向がみられます。 

 

39.6 

40.8 

22.2 

16.6 

25.8 

33.0 

4.4 

4.5 

8.0 

5.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=675)

前回(n=603)

介護サービスの質や利用量を維持または充実させるためには、介護保険料が上がることもやむを得ない

介護サービスの質や利用量を減らしても、介護保険料を維持してほしい

わからない

その他

不明・無回答
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Ａ票 問 20 ご家族やご親族の方からの介護は、週にどのくらいありますか（同居してい

ない子どもや親族等からの介護を含む）。  （単数回答） 

 全体では「ほぼ毎日ある」が 39.0％と最も高く、次いで「ない」が 28.7％、「週に１～２日ある」

が 14.7％となっています。 

 前回調査と比較すると、「ない」で減少傾向がみられます。 

 

28.7 

37.0 

9.5 

6.6 

14.7 

10.9 

3.7 

4.6 

39.0 

35.7 

4.4 

5.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=675)

前回(n=603)

ない

家族・親族の介護はあるが、週に１日よりも少ない

週に１～２日ある

週に３～４日ある

ほぼ毎日ある

不明・無回答

test
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Ａ票 問 20 ご家族やご親族の方からの介護は、週にどのくらいありますか（同居してい

ない子どもや親族等からの介護を含む）。 × 認定状況 

 認定状況別にみると、＜要支援１・２＞では「ない」が最も高くなっています。 

 

◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け  

な
い

家
族
・
親
族
の
介
護
は
あ
る
が
、

週
に
１
日
よ
り
も
少
な
い

週
に
１
～

２
日
あ
る

週
に
３
～

４
日
あ
る

ほ
ぼ
毎
日
あ
る

不
明
・
無
回
答

  28.7    9.5   14.7    3.7   39.0    4.4

 要支援１・２
（n=292）

  40.1    9.2   16.8    2.7   27.1    4.1

 要介護１（n=142）   21.1   12.0   10.6    4.9   47.2    4.2

 要介護２・３
（n=139）

  20.9    6.5   16.5    5.0   46.8    4.3

 要介護４・５（n=65）   18.5    6.2    7.7    3.1   60.0    4.6

 非該当（n=4）   25.0   25.0     0.0     0.0   25.0   25.0

単位：％

 全体（n=675）

認
定
状
況
別
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Ｂ票 介護者による回答 

※Ｂ票は、Ａ票 問 20で「ない」以外（家族からの介護がある）を選んだ方が対象 

 

（１）介護者の生活状態について 

Ｂ票 問１ 介護者の方は、どなたですか。ご本人からの続柄でお答えください。（単数回答） 

 全体では「子」が 51.0％と最も高く、次いで「配偶者」が 33.3％、「子の配偶者」が 3.3％となっ

ています。 

 

 

 

Ｂ票 問２ 介護者の方の性別について、ご回答ください。  （単数回答） 

 全体では「女性」が 57.2％と最も高く、次いで「男性」が 34.8％となっています。 

 

33.3 

51.0 

3.3 

0.9 

1.1 

2.2 

8.2 

0% 20% 40% 60%

配偶者

子

子の配偶者

孫

兄弟・姉妹

その他

不明・無回答

n=451

34.8 

34.7 

57.2 

58.2 

0.0 8.0 

7.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=451)

前回(n=380)

男性 女性 答えたくない 不明・無回答
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Ｂ票 問３ 介護者の方のお住まいについて、ご回答ください。  （単数回答） 

 全体では「あて名の本人と同居している」が 56.8％と最も高く、次いで「同居はしていないが、

八幡市内に住んでいる」が 17.1％、「八幡市外に住んでいる」が 16.6％となっています。 

 

 

 

Ｂ票 問３ 介護者の方のお住まいについて、ご回答ください。 × 認定状況 

 認定状況別にみると、＜要介護４・５＞では「あて名の本人と同居している」が 72.0％となって

います。＜要支援１・２、要介護１＞では、「八幡市外に住んでいる」が約２割みられます。 

 

◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け  

56.8 17.1 16.6 2.0 7.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=451)

あて名の本人と同居している 同居はしていないが、八幡市内に住んでいる

八幡市外に住んでいる その他

不明・無回答 test

あ
て
名
の
本
人
と
同
居

し
て
い
る

同
居
は
し
て
い
な
い
が
、

八
幡
市
内
に
住
ん
で
い
る

八
幡
市
外
に
住
ん
で
い
る

そ
の
他

不
明
・
無
回
答

    56.8     17.1     16.6      2.0      7.5

 要支援１・２
（n=163）

    48.5     20.2     19.0      1.8     10.4

 要介護１（n=106）     58.5     15.1     20.8      1.9      3.8

 要介護２・３
（n=104）

    59.6     16.3     13.5      2.9      7.7

 要介護４・５（n=50）     72.0     12.0     12.0       0.0      4.0

 非該当（n=2）     50.0       0.0     50.0       0.0       0.0

単位：％

 全体（n=451）

認
定
状
況
別
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Ｂ票 問４ 介護者の方の年齢について、ご回答ください。  （単数回答） 

 全体では「50代」が 25.7％と最も高く、次いで「60 代」が 20.8％、「80歳以上」が 20.2％となっ

ています。 

 

0.0 

0.2 

0.2 

5.3 

25.7 

20.8 

19.5 

20.2 

0.2 

7.8 

0.0 

0.5 

1.1 

6.8 

22.6 

20.8 

23.9 

17.9 

0.3 

6.1 

0% 20% 40%

20歳未満

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80歳以上

わからない

不明・無回答

全体(n=451) 前回(n=380)
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Ｂ票 問４ 介護者の方の年齢について、ご回答ください。 × 本人の年齢 

 認定を受けている本人の年齢別にみると、本人が＜65～79歳＞では介護者「70代」以上が最も高

くなっています。本人が＜80 歳以上＞では、介護者は「50 代」または「60 代」が最も高くなってい

ます。 

 

◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け  

2
0
歳
未
満

2
0
代

3
0
代

4
0
代

5
0
代

6
0
代

7
0
代

8
0
歳
以
上

わ
か
ら
な
い

不
明
・
無
回
答

    0.0    0.2    0.2    5.3   25.7   20.8   19.5   20.2    0.2    7.8

 64歳以下（n=7）     0.0     0.0     0.0   14.3   14.3   14.3     0.0   57.1     0.0     0.0

 65～69歳（n=2）     0.0     0.0     0.0     0.0     0.0     0.0   50.0     0.0     0.0   50.0

 70～74歳（n=18）     0.0     0.0     0.0   22.2    5.6   11.1   38.9    5.6     0.0   16.7

 75～79歳（n=67）     0.0     0.0    1.5   14.9   16.4     0.0   46.3   16.4     0.0    4.5

 80～84歳（n=108）     0.0     0.0     0.0    2.8   45.4    2.8   15.7   25.0    0.9    7.4

 85歳以上（n=223）     0.0    0.4     0.0    2.7   21.5   36.8   11.7   19.3     0.0    7.6

単位：％

 全体（n=451）

本
人
の
年
齢
別
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14.2 

9.1 

12.4 

18.4 

15.1 

22.2 

15.5 

61.2 

37.3 

21.5 

6.9 

57.4 

68.7 

60.3 

62.3 

29.0 

4.9 

0.7 

8.4 

16.8 

13.7 

14.5 

20.3 

19.7 

28.7 

18.9 

65.0 

37.6 

24.5 

8.9 

60.5 

71.3 

60.0 

3.7 

1.3 

6.3 

0% 20% 40% 60% 80%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、ストーマ等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

話し相手

精神面のケア

その他

わからない

不明・無回答

全体(n=451) 前回(n=380)

Ｂ票 問５ 現在、介護者の方が行っている介護等について、ご回答ください。（複数回答） 

 全体では「その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）」が 68.7％と最も高く、次いで「話し相手」が

62.3％、「外出の付き添い、送迎等」が 61.2％となっています。 

 前回調査と比較すると、「衣服の着脱」で減少傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「話し相手」「精神面のケア」は今回のみの選択肢。  
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Ｂ票 問５ 現在、介護者の方が行っている介護等について、ご回答ください。  

× 認定状況、同居・近居 

 認定状況別にみると、＜要介護２・３＞では「外出の付き添い、送迎等」「その他の家事（掃除、

洗濯、買い物等）」が同率で最も高くなっています。また＜要介護４・５＞では、「金銭管理や生活面

に必要な諸手続き」が 84.0％と最も高くなっています。また＜要介護１＞以上の区分では、「金銭管

理や生活面に必要な諸手続き」が７～８割台となっています。 

 同居・近居別にみると、＜同居はしていないが、八幡市内に住んでいる＞＜八幡市外に住んでいる

＞では「話し相手」が最も高くなっています。 

 

◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け 

 

  

日

中

の

排

泄

夜

間

の

排

泄

食

事

の

介

助
（

食

べ

る

時
）

入

浴

・

洗

身

身

だ

し

な

み

（

洗

顔

・

歯

磨

き

等
）

衣

服

の

着

脱

屋

内

の

移

乗

・

移

動

外

出

の

付

き

添

い
、

送

迎

等

服

薬

認

知

症

状

へ

の

対

応

医

療

面

で

の

対

応

（

経

管

栄

養
、

ス

ト
ー

マ

等
）

食

事

の

準

備
（

調

理

等
）

そ

の

他

の

家

事

（

掃

除
、

洗

濯
、

買

い

物

等
）

金

銭

管

理

や

生

活

面

に

必

要

な

諸

手

続

き

話

し

相

手

精

神

面

の

ケ

ア

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

不

明

・

無

回

答

 14.2   9.1  12.4  18.4  15.1  22.2  15.5  61.2  37.3  21.5   6.9  57.4  68.7  60.3  62.3  29.0   4.9   0.7   8.4

 要支援１・２（n=163）   1.8   0.6   3.1   9.2   4.9  10.4   6.7  53.4  16.0   7.4   1.2  42.3  58.9  36.2  52.1  22.1   4.9   1.2  12.9

 要介護１（n=106）  11.3   4.7   8.5  17.9  11.3  21.7  14.2  66.0  47.2  31.1   5.7  64.2  76.4  73.6  66.0  30.2   3.8    0.0   2.8

 要介護２・３（n=104）  19.2  14.4  13.5  27.9  20.2  29.8  18.3  73.1  50.0  26.9  10.6  67.3  73.1  72.1  68.3  26.9   3.8    0.0   7.7

 要介護４・５（n=50）  50.0  34.0  46.0  24.0  44.0  48.0  42.0  56.0  58.0  36.0  18.0  74.0  76.0  84.0  76.0  52.0   8.0   2.0   6.0

 非該当（n=2）    0.0  50.0    0.0    0.0    0.0    0.0    0.0  50.0  50.0    0.0    0.0  50.0  50.0  50.0 100.0    0.0    0.0    0.0    0.0

 あて名の本人と同居してい

る（n=256）
 21.5  15.6  19.5  25.8  24.2  33.2  21.5  66.8  50.8  28.1   9.0  80.5  82.8  70.7  69.5  35.5   3.1   0.4   2.0

 同居はしていないが、八幡

市内に住んでいる（n=77）
  6.5    0.0   5.2   9.1   3.9  10.4  11.7  64.9  22.1  14.3   5.2  35.1  59.7  59.7  67.5  26.0   2.6    0.0   1.3

 八幡市外に住んでいる

（n=75）
  4.0    0.0   1.3   9.3   2.7   8.0   8.0  62.7  24.0  16.0   4.0  26.7  61.3  54.7  64.0  24.0  16.0   1.3    0.0

 その他（n=9）  11.1  11.1  11.1  33.3  11.1  11.1    0.0  77.8  33.3  22.2    0.0  55.6  55.6  33.3  33.3  22.2    0.0    0.0  11.1

その他身体介護 生活援助

単位：％

 全体（n=451）

認

定

状

況

別

同

居

・

近

居

別
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Ｂ票 問６ 現在の生活を継続していくにあたって、介護者の方が不安に感じる介護等につ

いて、ご回答ください（現状で行っているか否かは問いません）。  （複数回答） 

 全体では「認知症状への対応」が 30.4％と最も高く、次いで「外出の付き添い、送迎等」が 24.6％、

「夜間の排泄」が 22.0％となっています。 

 前回調査と比較すると、すべての介護の内容で増加傾向がみられます。 

 

※「話し相手」「精神面のケア」は今回のみの選択肢。 

21.5 

22.0 

8.6 

20.2 

7.8 

8.9 

13.3 

24.6 

12.0 

30.4 

8.6 

17.7 

20.4 

17.7 

14.0 

18.2 

3.5 

8.0 

17.7 

14.2 

16.1 

4.5 

16.3 

1.6 

2.9 

10.3 

21.6 

8.7 

24.5 

5.8 

12.4 

11.6 

8.7 

5.8 

8.2 

7.9 

0% 20% 40%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、ストーマ等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

話し相手

精神面のケア

その他

わからない

不明・無回答

全体(n=451) 前回(n=380)
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Ｂ票 問６ 現在の生活を継続していくにあたって、介護者の方が不安に感じる介護等につ

いて、ご回答ください（現状で行っているか否かは問いません）。 

× 認定状況、同居・近居 

 認定状況別にみると、＜要支援１・２＞では「外出の付き添い、送迎等」が最も高くなっています。 

 同居・近居別にみると、＜同居はしていないが、八幡市内に住んでいる＞では「その他の家事（掃

除、洗濯、買い物等）」が２番目に高くなっています。 

 

◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け 

 

 

  

日

中

の

排

泄

夜

間

の

排

泄

食

事

の

介

助
（

食

べ

る

時
）

入

浴

・

洗

身

身

だ

し

な

み

（

洗

顔

・

歯

磨

き

等
）

衣

服

の

着

脱

屋

内

の

移

乗

・

移

動

外

出

の

付

き

添

い
、

送

迎

等

服

薬

認

知

症

状

へ

の

対

応

医

療

面

で

の

対

応

（

経

管

栄

養
、

ス

ト
ー

マ

等
）

食

事

の

準

備
（

調

理

等
）

そ

の

他

の

家

事

（

掃

除
、

洗

濯
、

買

い

物

等
）

金

銭

管

理

や

生

活

面

に

必

要

な

諸

手

続

き

話

し

相

手

精

神

面

の

ケ

ア

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

不

明

・

無

回

答

 21.5  22.0   8.6  20.2   7.8   8.9  13.3  24.6  12.0  30.4   8.6  17.7  20.4  17.7  14.0  18.2   3.5   8.0  17.7

 要支援１・２（n=163）  12.3  17.2   4.9  20.2   8.0   8.6  11.7  26.4  13.5  20.9   6.1  19.0  24.5  18.4  17.8  17.8   1.8   9.8  26.4

 要介護１（n=106）  24.5  17.9   5.7  16.0   4.7   7.5   9.4  22.6   9.4  34.9   7.5  12.3  15.1  18.9  11.3  18.9   4.7  10.4  12.3

 要介護２・３（n=104）  28.8  30.8  10.6  22.1   9.6   9.6  19.2  25.0  14.4  31.7   7.7  17.3  15.4  17.3   9.6  15.4   1.0   4.8  17.3

 要介護４・５（n=50）  24.0  26.0  20.0  14.0  12.0  12.0  18.0  24.0   8.0  40.0  14.0  28.0  24.0  14.0  16.0  22.0  10.0   6.0   6.0

 非該当（n=2）  50.0    0.0    0.0  50.0    0.0    0.0    0.0    0.0    0.0  50.0    0.0    0.0    0.0    0.0    0.0    0.0    0.0  50.0    0.0

 あて名の本人と同居してい

る（n=256）
 26.2  24.6  10.2  22.7   9.8  11.3  13.3  28.5  13.7  32.8  11.3  22.3  21.5  19.1  15.2  18.0   3.9   6.3  12.1

 同居はしていないが、八幡

市内に住んでいる（n=77）
 22.1  20.8  11.7  15.6   5.2   5.2  14.3  19.5   7.8  35.1   3.9  14.3  23.4  22.1  15.6  22.1   3.9   6.5  13.0

 八幡市外に住んでいる

（n=75）
 16.0  24.0   4.0  25.3   6.7   8.0  17.3  26.7  12.0  28.0   8.0  12.0  22.7  17.3  13.3  24.0   4.0  17.3   8.0

 その他（n=9）  11.1  22.2  11.1  22.2  11.1  11.1  22.2  22.2  22.2  55.6  11.1  33.3  22.2    0.0  11.1  11.1    0.0  11.1  22.2

身体介護 生活援助 その他

単位：％

 全体（n=451）

認

定

状

況

別

同

居

・

近

居

別
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Ｂ票 問７ あなたは、現在どの程度幸せですか。 （単数回答） 

 全体では「５点」が 18.6％と最も高く、次いで「８点」が 16.9％、「７点」が 13.5％となってい

ます。幸福度平均は 6.6 点となっており、介護予防・日常生活圏域ニーズ調査での同設問（ｐ.49）

より低くなっています。 

 

 

■幸福度平均点（不明・無回答を除いて算出） 

  全体（n=380） 6.6 

認
定
状
況
別 

 要支援１・２（n=128） 7.1 

 要介護１（n=96） 6.5 

 要介護２・３（n=90） 6.2 

 要介護４・５（n=43） 5.9 

 

  

0.9 

0.4 

1.8 

4.9 

3.3 

18.6 

8.9 

13.5 

16.9 

5.3 

9.8 

15.7 

0% 20% 40%

０点（とても不幸）

１点

２点

３点

４点

５点

６点

７点

８点

９点

10点（とても幸せ）

不明・無回答

n=451
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44.4 

24.9 

19.6 

4.8 

14.8 

2.1 

1.6 

45.8 

16.8 

18.7 

5.8 

15.5 

2.6 

5.2 

0% 20% 40% 60%

特に行っていない

介護のために、「労働時間を調整（残業免除、短時間勤務、

遅出・早帰・中抜け等）」しながら、働いている

介護のために、「休暇（年休や介護休暇等）」

を取りながら、働いている

介護のために、「在宅勤務」を利用しながら、

働いている

介護のために、２～４以外の調整をしながら、

働いている

介護者に確認しないと、わからない

不明・無回答

全体(n=189) 前回(n=155)

（２）介護者の就労について 

Ｂ票 問８ 介護者の方の現在の勤務形態について、ご回答ください。  （単数回答） 

 全体では「働いていない」が 47.7％と最も高く、次いで「フルタイムで働いている」が 25.1％、

「パートタイムで働いている」が 16.9％となっています。 

 

【問８で「１」または「２」（就労している）を選んだ方】 

Ｂ票 問９ 介護者の方は、介護をするにあたって、何か働き方についての調整等をしてい

ますか。  （複数回答） 

 全体では「特に行っていない」が 44.4％と最も高く、次いで「介護のために、「労働時間を調整（残

業免除、短時間勤務、遅出・早帰・中抜け等）」しながら、働いている」が 24.9％、「介護のために、

「休暇（年休や介護休暇等）」を取りながら、働いている」が 19.6％となっています。 

 前回調査と比較すると、「介護のために、「労働時間を調整（残業免除、短時間勤務、遅出・早帰・

中抜け等）」しながら、働いている」で増加傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

25.1 

22.1 

16.9 

15.8 

47.7 

49.7 

1.8 

0.8 

8.6 

11.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=451)

前回(n=380)

フルタイムで働いている パートタイムで働いている

働いていない 介護者に確認しないと、わからない

不明・無回答 test
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【問８で「１」または「２」（就労している）を選んだ方】 

Ｂ票 問 10 介護者の方は、勤め先からどのような支援があれば、仕事と介護の両立に効

果があると思いますか。 （複数回答） 

 全体では「介護休業・介護休暇等の制度の充実」が 29.6％と最も高く、次いで「労働時間の柔軟

な選択（フレックスタイム制など）」が 23.8％、「介護をしている従業員への経済的な支援」が 18.5％

となっています。 

 前回調査と比較すると、「介護休業・介護休暇等の制度の充実」「労働時間の柔軟な選択（フレック

スタイム制など）」「働く場所の多様化（在宅勤務・テレワークなど）」「介護をしている従業員への経

済的な支援」で増加傾向がみられます。また、「特にない」で減少傾向がみられます。 

  

12.7 

29.6 

16.4 

23.8 

12.7 

6.3 

7.9 

18.5 

1.1 

18.0 

7.9 

5.3 

12.9 

19.4 

13.5 

13.5 

3.9 

9.7 

7.7 

12.9 

1.3 

27.7 

8.4 

9.0 

0% 20% 40%

自営業・フリーランス等のため、勤め先はない

介護休業・介護休暇等の制度の充実

制度を利用しやすい職場づくり

労働時間の柔軟な選択

（フレックスタイム制など）

働く場所の多様化

（在宅勤務・テレワークなど）

仕事と介護の両立に関する情報の提供

介護に関する相談窓口・相談担当者の設置

介護をしている従業員への経済的な支援

その他

特にない

介護者に確認しないと、わからない

不明・無回答

全体(n=189) 前回(n=155)
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【問８で「１」または「２」（就労している）を選んだ方】 

Ｂ票 問 11 介護者の方は、今後も働きながら介護を続けていけそうですか。 （単数回答） 

 全体では「問題はあるが、何とか続けていける」が 51.9％と最も高く、次いで「問題なく、続け

ていける」が 29.1％、「続けていくのは、やや難しい」が 6.9％となっています。 

 前回調査と比較すると、「問題なく、続けていける」で増加傾向がみられます。 

 

 

【問８で「１」または「２」（就労している）を選んだ方】 

Ｂ票 問 11 介護者の方は、今後も働きながら介護を続けていけそうですか。× 認定状況 

 ＜要介護２・３、要介護４・５＞では、「問題はあるが、何とか続けていける」が６割台となって

います。 

 

◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け  

29.1 

51.9 

6.9 

3.2 

6.3 

2.6 

22.6 

55.5 

7.7 

5.2 

5.2 

3.9 

0% 20% 40% 60%

問題なく、続けていける

問題はあるが、何とか続けていける

続けていくのは、やや難しい

続けていくのは、かなり難しい

介護者に確認しないと、わからない

不明・無回答

全体(n=189) 前回(n=155)

問
題
な
く
、

続
け
て
い

け
る

問
題
は
あ
る
が
、

何
と

か
続
け
て
い
け
る

続
け
て
い
く
の
は
、

や

や
難
し
い

続
け
て
い
く
の
は
、

か

な
り
難
し
い

介
護
者
に
確
認
し
な
い

と
、

わ
か
ら
な
い

不
明
・
無
回
答

  29.1   51.9    6.9    3.2    6.3    2.6

 要支援１・２（n=68）   36.8   42.6    4.4    1.5   11.8    2.9

 要介護１（n=42）   31.0   52.4    4.8    7.1    2.4    2.4

 要介護２・３（n=46）   17.4   63.0    8.7    2.2    4.3    4.3

 要介護４・５（n=21）   28.6   61.9    4.8    4.8     0.0     0.0

 非該当（n=2） 100.0     0.0     0.0     0.0     0.0     0.0

単位：％

 全体（n=189）

認
定
状
況
別
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Ｂ票 問 12 ご家族やご親族の中で、ご本人の介護を主な理由として、過去１年の間に仕

事を辞めた方はいますか（現在働いているかどうかや、現在の勤務形態は問いません）。 

（複数回答） 

 全体では「介護のために仕事を辞めた家族・親族はいない」が 61.6％と最も高く、次いで「わか

らない」が 6.2％、「介護者が仕事を辞めた（転職除く）」が 6.0％となっています。 

 前回調査と比較すると、「介護のために仕事を辞めた家族・親族はいない」で減少傾向がみられま

す。 

 
  

6.0 

0.4 

2.4 

0.2 

61.6 

6.2 

23.7 

4.2 

1.1 

1.1 

0.3 

68.7 

4.2 

21.1 

0% 20% 40% 60% 80%

介護者が仕事を辞めた（転職除く）

介護者以外の家族・親族が仕事を辞めた

（転職除く）

介護者が転職した

介護者以外の家族・親族が転職した

介護のために仕事を辞めた

家族・親族はいない

わからない

不明・無回答

全体(n=451) 前回(n=380)
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【問 12で「１」から「４」（介護を理由に離職・転職した）を選んだ方】 

Ｂ票 問 13 仕事を辞めたり、転職したりしなければならなかった最も大きな理由は何で

すか。   （単数回答） 

 全体では「介護するために目が離せなかったから」が 21.1％と最も高く、次いで「十分に介護し

たかったから」が 18.4％、「融通の利く勤務形態ではなかったから」が 15.8％となっています。 

 前回調査と比較すると、「融通の利く勤務形態ではなかったから」「精神的に余裕がなかったから」

「介護するために遠距離を移動しなければならなかったから」で増加傾向がみられます。 

 

  

18.4 

21.1 

15.8 

10.5 

0.0 

2.6 

5.3 

0.0 

0.0 

10.5 

15.8 

21.4 

21.4 

10.7 

0.0 

3.6 

3.6 

0.0 

0.0 

0.0 

14.3 

25.0 

0% 20% 40%

十分に介護したかったから

介護するために目が離せなかったから

融通の利く勤務形態ではなかったから

精神的に余裕がなかったから

介護者の健康状態が悪化したから

両立する自信がなかったから

介護するために遠距離を移動しなければ

ならなかったから

介護サービスが十分に受けられなかったから

介護サービスなどの受け方が分からなかったから

その他

不明・無回答

全体(n=38) 前回(n=28)
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20.0 

18.4 

32.6 

23.3 

12.2 

5.1 

14.4 

0.2 

4.7 

7.3 

3.8 

4.0 

15.7 

4.2 

15.5 

3.8 

21.1 

22.4 

17.9 

34.7 

29.2 

10.5 

7.1 

12.9 

0.8 

7.1 

7.6 

4.7 

3.9 

14.7 

2.6 

14.5 

4.2 

13.7 

0% 20% 40%

特にない

経済的負担が大きい

精神的負担が大きい

肉体的負担が大きい（睡眠不足・腰痛等を含む）

日中は介護者が不在の時が多い

夜間の介護の負担が大きい

介護サービスをもっと利用したいが、

本人が嫌がる

介護サービスをもっと利用したいが、

家族や周囲が反対する

介護サービスをもっと利用したいが、限度額が

いっぱいである

介護者の都合等に合わせて柔軟に使える

介護サービスがない

介護の方法がわからない

介護のために仕事や家事、育児が思うようにできない

介護のことが気になって、思うように外出できない

介護者のための相談窓口が少ない

介護のストレスから、イライラして本人に当たって

しまうことがある

その他

不明・無回答

全体(n=451) 前回(n=380)

（３）介護者への支援について 

Ｂ票 問 14 介護をする上で困っていることはありますか。  （複数回答） 

 全体では「精神的負担が大きい」が 32.6％と最も高く、次いで「肉体的負担が大きい（睡眠不足・

腰痛等を含む）」が 23.3％、「特にない」が 20.0％となっています。 

 前回調査と比較すると、「肉体的負担が大きい（睡眠不足・腰痛等を含む）」で減少傾向がみられま

す。 
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介
護
の
方
法
が
わ
か
ら
な
い

介
護
の
た
め
に
仕
事
や
家
事
、

育
児
が
思
う
よ
う
に
で
き
な
い

介
護
の
こ
と
が
気
に
な
っ

て
、

思
う
よ
う
に
外
出
で
き
な
い

介
護
者
の
た
め
の
相
談
窓
口
が

少
な
い

介
護
の
ス
ト
レ
ス
か
ら
、

イ
ラ

イ
ラ
し
て
本
人
に
当
た
っ

て
し

ま
う
こ
と
が
あ
る

そ
の
他

不
明
・
無
回
答

      3.8       4.0      15.7       4.2      15.5       3.8      21.1

 要支援１・２（n=163）       4.3       3.7      15.3       4.9       8.6       3.1      30.1

 要介護１（n=106）       3.8       4.7      14.2       5.7      18.9       0.9      15.1

 要介護２・３（n=104）       2.9       1.9      15.4       1.0      22.1       4.8      20.2

 要介護４・５（n=50）       4.0      10.0      16.0       6.0      16.0       6.0      12.0

 非該当（n=2）        0.0        0.0        0.0        0.0        0.0        0.0        0.0

 あて名の本人と同居してい
る（n=256）

      4.3       3.9      21.1       5.5      21.1       3.5      13.3

 同居はしていないが、八幡
市内に住んでいる（n=77）

      3.9       5.2       7.8       3.9      13.0       2.6      15.6

 八幡市外に住んでいる
（n=75）

      2.7       5.3      12.0       2.7       6.7       6.7      20.0

 その他（n=9）      11.1        0.0      11.1        0.0      11.1      11.1      33.3

認
定
状
況
別

同
居
・
近
居
別

 全体（n=451）

単位：％

Ｂ票 問 14 介護をする上で困っていることはありますか。 × 認定状況、同居・近居 

 認定状況別にみると、＜要介護４・５＞では「経済的負担が大きい」が最も高く、次いで「精神的

負担が大きい」が高くなっています。 

同居・近居別にみると、＜あて名の本人と同居している＞では「肉体的負担が大きい（睡眠不足・

腰痛等を含む）」、＜同居はしていないが、八幡市内に住んでいる＞＜八幡市外に住んでいる＞では

「特にない」が２番目に高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け  

特
に
な
い

経
済
的
負
担
が
大
き
い

精
神
的
負
担
が
大
き
い

肉
体
的
負
担
が
大
き
い

（

睡
眠
不
足
・
腰
痛
等
を
含
む
）

日
中
は
介
護
者
が
不
在
の
時
が
多
い

夜
間
の
介
護
の
負
担
が
大
き
い

介
護
サ
ー

ビ
ス
を
も
っ

と

利
用
し
た
い
が
、

本
人
が
嫌
が
る

介
護
サ
ー

ビ
ス
を
も
っ

と

利
用
し
た
い
が
、

家
族
や
周
囲
が

反
対
す
る

介
護
サ
ー

ビ
ス
を
も
っ

と

利
用
し
た
い
が
、

限
度
額
が

い
っ

ぱ
い
で
あ
る

介
護
者
の
都
合
等
に
合
わ
せ
て
柔
軟

に
使
え
る
介
護
サ
ー

ビ
ス
が
な
い

     20.0      18.4      32.6      23.3      12.2       5.1      14.4       0.2       4.7       7.3

 要支援１・２（n=163）      26.4       9.2      22.1      14.7       9.8       2.5      11.7        0.0       3.1       8.0

 要介護１（n=106）      24.5      15.1      39.6      22.6       9.4       2.8      20.8        0.0       4.7       6.6

 要介護２・３（n=104）      13.5      22.1      29.8      26.0      17.3       4.8      12.5        0.0       6.7       4.8

 要介護４・５（n=50）       6.0      50.0      48.0      42.0      10.0      12.0      10.0       2.0       6.0      12.0

 非該当（n=2）      50.0        0.0        0.0        0.0      50.0      50.0      50.0        0.0        0.0        0.0

 あて名の本人と同居してい
る（n=256）

     20.3      21.9      37.9      30.9       9.8       7.0      14.1       0.4       3.5       7.4

 同居はしていないが、八幡
市内に住んでいる（n=77）

     22.1      16.9      31.2      15.6      20.8       5.2      13.0        0.0       5.2      13.0

 八幡市外に住んでいる
（n=75）

     25.3      17.3      30.7      16.0      17.3       1.3      24.0        0.0       9.3       5.3

 その他（n=9）        0.0      11.1      33.3      22.2      11.1        0.0      11.1        0.0      11.1        0.0

単位：％

 全体（n=451）

認
定
状
況
別

同
居
・
近
居
別
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Ｂ票 問 15 家族等の介護者に対する支援で、あるとよいと思うものはありますか。 

 （複数回答） 

 全体では「特にない」が 33.0％と最も高く、次いで「介護に関する相談支援の充実」が 28.6％、

「介護に関する情報提供の充実」が 25.9％となっています。 

 

※「特にない」は今回のみの選択肢。  

11.1 

12.2 

28.6 

25.9 

33.0 

1.1 

17.7 

7.4 

12.9 

25.0 

30.0 

8.9 

40.3 

0% 20% 40% 60%

介護者同士の交流の場

介護のコツなどが学べる介護教室の開催

介護に関する相談支援の充実

介護に関する情報提供の充実

特にない

その他

不明・無回答

全体(n=451) 前回(n=380)
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Ｂ票 問 15 家族等の介護者に対する支援で、あるとよいと思うものはありますか。  × 

認定状況、同居・近居 

 認定状況別にみると、＜要介護４・５＞では、「介護に関する相談支援の充実」「介護に関する情報

提供の充実」が同率で最も高くなっています。 

 同居・近居別にみると、＜同居はしていないが、八幡市内に住んでいる＞では「介護に関する相談

支援の充実」が最も高くなっています。 

 
◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け 

  

介
護
者
同
士
の
交
流
の
場

介
護
の
コ
ツ
な
ど
が
学
べ
る
介
護

教
室
の
開
催

介
護
に
関
す
る
相
談
支
援
の
充
実

介
護
に
関
す
る
情
報
提
供
の
充
実

特
に
な
い

そ
の
他

不
明
・
無
回
答

  11.1   12.2   28.6   25.9   33.0    1.1   17.7

 要支援１・２（n=163）   12.3   16.0   27.6   28.8   28.8     0.0   19.6

 要介護１（n=106）   12.3   15.1   29.2   24.5   34.0    0.9   15.1

 要介護２・３（n=104）    8.7    7.7   26.0   15.4   40.4    1.9   21.2

 要介護４・５（n=50）    8.0    6.0   38.0   38.0   32.0     0.0   10.0

 非該当（n=2）     0.0     0.0     0.0   50.0   50.0     0.0     0.0

 あて名の本人と同居してい
る（n=256）

  14.8   14.8   28.9   29.3   34.8    1.6   13.3

 同居はしていないが、八幡
市内に住んでいる（n=77）

   9.1   10.4   37.7   24.7   32.5     0.0   10.4

 八幡市外に住んでいる
（n=75）

   5.3   10.7   29.3   26.7   40.0     0.0    8.0

 その他（n=9）   11.1   11.1   22.2   33.3   33.3   11.1   22.2

単位：％

 全体（n=451）

認
定
状
況
別

同
居
・
近
居
別
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Ｂ票 問16 高齢者の介護や健康などの不安や悩みを相談できる「地域包括支援センター」

を利用したことはありますか。  （単数回答） 

 全体では「利用したことがある・利用している」が 42.1％と最も高く、次いで「知っているが、

利用したことはない」が 27.7％、「知らない」が 16.9％となっています。 

 前回調査と比較すると、「利用したことがある・利用している」で増加傾向がみられます。 

  

 

Ｂ票 問16 高齢者の介護や健康などの不安や悩みを相談できる「地域包括支援センター」

を利用したことはありますか。 × 認定状況 

 認定状況別にみると、＜要介護４・５＞では、「知っているが、利用したことはない」が最も高く、

次いで「知らない」が高くなっています。 

 

◇回答の高いもの第１位、第２位、第３位に網掛け  

42.1 

27.9 

27.7 

29.2 

16.9 

26.3 

13.3 

16.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=451)

前回(n=380)

利用したことがある・利用している 知っているが、利用したことはない

知らない 不明・無回答

利

用

し

た

こ

と

が

あ

る

・

利

用

し

て

い

る

知
っ

て

い

る

が
、

利

用

し

た

こ

と

は

な

い

知

ら

な

い

不

明

・

無

回

答

 42.1  27.7  16.9  13.3

 要支援１・２（n=163）  49.1  19.0  16.6  15.3

 要介護１（n=106）  41.5  33.0  13.2  12.3

 要介護２・３（n=104）  36.5  31.7  17.3  14.4

 要介護４・５（n=50）  28.0  36.0  32.0   4.0

 非該当（n=2）  50.0  50.0    0.0    0.0

単位：％

 全体（n=451）

認

定

状

況

別
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Ⅳ 介護サービス事業所調査 

１ サービス事業者の運営形態や状況について 

※問１は個別の法人名等の回答結果のため、掲載省略 

問２．令和７年 12 月１日現在、貴法人として、八幡市内で提供している介護保険サービス

等は何ですか。（介護予防事業を含みます）。 （複数回答） 

 市内で提供している介護保険サービスについてみると、全体では「訪問介護」が 50.0％と最も高

く、次いで「居宅介護支援」「訪問看護」がそれぞれ 43.3％となっています。 

 

  

43.3 

50.0 

0.0 

43.3 

6.7 

23.3 

6.7 

0.0 

10.0 

0.0 

3.3 

0.0 

6.7 

3.3 

6.7 

10.0 

6.7 

3.3 

0.0 

6.7 

3.3 

3.3 

33.3 

16.7 

3.3 

10.0 

13.3 

0.0 

0% 20% 40% 60%

居宅介護支援

訪問介護

訪問入浴介護

訪問看護

訪問リハビリテーション

通所介護

通所リハビリテーション

居宅療養管理指導

短期入所生活介護・療養介護

特定施設入居者生活介護

福祉用具の貸与・販売

住宅改修

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

地域密着型通所介護

認知症対応型通所介護

小規模多機能型居宅介護

認知症対応型共同生活介護

地域密着型介護老人福祉施設

看護小規模多機能型居宅介護

介護老人福祉施設

介護老人保健施設

介護医療院

総合事業（訪問型サービス）

総合事業（通所型サービス）

総合事業その他サービス

その他介護保険外のサービス

高齢者、障がい者、児童等に係る

総合的福祉サービス

不明・無回答

全体（n=30）
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■参考資料：介護保険サービス等一覧 

介護保険 

サービス名称 
内容 

居宅介護支援 

ケアマネジャーが、利用者の心身の状況や置かれている環境に応じた介護サービスを利用するた

めのケアプランを作成し、そのプランに基づいて適切なサービスが提供されるよう、事業者や関

係機関との連絡・調整を行う。 

訪問介護 
訪問介護員（ホームヘルパー）が利用者の自宅を訪問し、食事・排泄・入浴などの介護（身体介

護）や、掃除・洗濯・買い物・調理などの生活の支援（生活援助）を行う。 

訪問入浴介護 看護職員と介護職員が利用者の自宅を訪問し、持参した浴槽によって入浴の介護を行う。 

訪問看護 
看護師などが疾患のある利用者の自宅を訪問し、主治医の指示に基づいて療養上の世話や診療の

補助を行う。 

訪問リハビリテ

ーション 

理学療法士、作業療法士、言語聴覚士などが利用者の自宅を訪問し、心身機能の維持回復や日常

生活の自立に向けたリハビリテーションを行う。 

通所介護 

通所介護の施設（利用定員 19人以上）に通い、利用者が有する能力に応じ生活機能の維持又は向

上を目指し、食事や入浴などの日常生活上の支援や、機能訓練等の利用者に応じた必要なサービ

スを通所介護施設の利用時間内において提供する。 

通所リハビリテ

ーション 

通所リハビリテーションの施設（介護老人保健施設、病院、診療所など）に通い、心身機能の維

持回復や日常生活の自立に向けたリハビリテーションを行う。 

居宅療養管理指導 
医師、歯科医師、薬剤師、管理栄養士又は歯科衛生士等が、通院が困難な利用者の居宅を訪問して、

心身の状況、置かれている環境等を把握し、それらを踏まえて療養上の管理及び指導を行う。 

短期入所生活介

護・療養介護 

常に介護が必要な方の短期間の入所を受け入れ、入浴や食事などの日常生活上の支援や、機能訓

練などを提供する。 

受け入れ施設が介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）の場合は短期入所生活介護、医療機関

や介護老人保健施設、介護医療院の場合は短期入所療養介護という。 

特定施設入居者

生活介護 

指定を受けた有料老人ホームや軽費老人ホームなどが、食事や入浴などの日常生活上の支援や、

機能訓練などを提供する。 

福祉用具の貸

与・販売 

福祉用具の貸与は、指定を受けた事業者が、利用者の心身の状況、希望及びその生活環境等をふ

まえ、適切な福祉用具を選ぶための援助・取り付け・調整などを行い、福祉用具を貸与する。 

福祉用具の販売は、指定を受けた事業者が、入浴や排泄に用いる、貸与になじまない福祉用具を

販売する。 

住宅改修 
事前の申請に応じて、生活環境を整えるための住宅改修に対し、費用の一部を住宅改修費として

支給する。 

定期巡回・随時

対応型訪問介護

看護 

定期的な巡回や随時通報への対応など、利用者の心身の状況に応じて、24 時間 365 日必要なサー

ビスを必要なタイミングで柔軟に提供する。サービスの提供にあたっては、訪問介護員だけでな

く看護師なども連携しているため、介護と看護の一体的なサービス提供を受けることができる。 

地域密着型通所

介護 

地域密着型通所介護の施設（利用定員 19 人未満）に通い、利用者が有する能力に応じ生活機能の

維持又は向上を目指し、食事や入浴などの日常生活上の支援や、機能訓練等の利用者に応じた必

要なサービスを地域密着型通所の利用時間内において提供する。 

認知症対応型通

所介護 

通所介護の施設（デイサービスセンターやグループホームなど）において、認知症の利用者に対

し、食事や入浴などの日常生活上の支援や、生活機能向上のための機能訓練や口腔機能向上サー

ビスなどを日帰りで提供することで、家族の介護の負担軽減を図る。 
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介護保険 

サービス名称 
内容 

小規模多機能型

居宅介護 

利用者の選択に応じて、施設への「通い」を中心として、短期間の「宿泊」や利用者の自宅への「訪

問」を組合せ、家庭的な環境と地域住民との交流の下で日常生活上の支援や機能訓練を行う。 

認知症対応型共

同生活介護 

認知症の利用者が、グループホームに入所し、家庭的な環境と地域住民との交流のもとで、食事

や入浴などの日常生活上の支援や、機能訓練などのサービスを受ける。グループホームでは、1 つ

の共同生活住居に 5～9 人の少人数の利用者が、介護スタッフとともに共同生活を送る。 

地域密着型介護

老人福祉施設 

入所定員 30 人未満の介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）が、常に介護が必要な方の入所を

受け入れ、入浴や食事などの日常生活上の支援や、機能訓練、療養上の世話などを提供する。 

看護小規模多機

能型居宅介護 

利用者の選択に応じて、施設への「通い」を中心として、短期間の「宿泊」や利用者の自宅への

「訪問（介護）」に加えて、看護師などによる「訪問（看護）」も組み合わせ、介護と看護の一

体的なサービスを提供する。 

介護老人福祉施設 
入所者が可能な限り在宅復帰できることを念頭に、常に介護が必要な方の入所を受け入れ、入浴

や食事などの日常生活上の支援や、機能訓練、療養上の世話などを提供する。 

介護老人保健施設 
在宅復帰を目指している方の入所を受け入れ、入所者が可能な限り自立した日常生活を送ること

ができるよう、リハビリテーションや必要な医療、介護などを提供する。 

介護医療院 

長期にわたって療養が必要である方の入所を受け入れ、利用者が可能な限り自立した日常生活を

送ることができるよう、療養上の管理、看護、介護、機能訓練、その他必要な医療と日常生活に

必要なサービスなどを提供する。 

総合事業（訪問

型サービス） 

要支援１・２または総合事業対象者に対して、訪問介護員による身体介護、生活援助を行うサー

ビスや住民主体による支援、保健・医療の専門職が短期集中で行うサービス、移動支援等。 

総合事業（通所

型サービス） 

要支援１・２または総合事業対象者に対して、デイサービスセンター等の施設で、入浴、排泄、食

事等の介護、日常生活上の支援や機能訓練、レクリエーション等を日帰りで利用できるサービス。

民間事業者や住民主体による支援、保健・医療の専門職が短期集中で行うサービスなどがある。 

総合事業その他

サービス 

栄養改善を目的とした配食や、住民ボランティア等が行う見守り、訪問型サービス、通所型サー

ビスに準じる自立支援に資する生活支援。 

資料：厚生労働省介護サービス情報公表システム等をもとに作成 
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問３．貴法人では、現在ＩＣＴ機器等について導入していますか。 （単数回答） 

 ＩＣＴ機器等の導入状況についてみると、全体では「導入している」が 90.0％、「導入していない」

が 10.0％となっています。 

 

【問３において「導入している」を選んだ方】 

問４．貴法人の主なサービスごとに、現在導入しているＩＣＴ機器をお答えください。（複数回答） 

①サービスの種類 

 ＩＣＴ機器を導入しているサービスの種類についてみると、全体では「訪問介護」が 37.0％と最

も高く、次いで「居宅介護支援」が 29.6％、「訪問看護」が 18.5％となっています。 

   

90.0 10.0 0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=30)

導入している 導入していない 不明・無回答 test

29.6 

37.0 

0.0 

18.5 

0.0 

11.1 

3.7 

0.0 

3.7 

0.0 

3.7 

0.0 

0.0 

0.0 

7.4 

3.7 

3.7 

3.7 

3.7 

7.4 

3.7 

0.0 

3.7 

3.7 

0.0 

0.0 

3.7 

18.5 

0% 20% 40%

居宅介護支援

訪問介護

訪問入浴介護

訪問看護

訪問リハビリテーション

通所介護

通所リハビリテーション

居宅療養管理指導

短期入所生活介護・療養介護

特定施設入居者生活介護

福祉用具の貸与・販売

住宅改修

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

地域密着型通所介護

認知症対応型通所介護

小規模多機能型居宅介護

認知症対応型共同生活介護

地域密着型介護老人福祉施設

看護小規模多機能型居宅介護

介護老人福祉施設

介護老人保健施設

介護医療院

総合事業（訪問型サービス）

総合事業（通所型サービス）

総合事業その他サービス

その他介護保険外のサービス

高齢者、障がい者、児童等に係る総合的福祉サービス

不明・無回答

全体（n=27）
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②現在導入しているＩＣＴ機器 

 現在導入しているＩＣＴ機器についてみると、全体では「介護・業務記録（バイタルチェック等）」

が 85.2％と最も高く、次いで「利用者請求（会計等）」が 81.5％となっています。 

 

 

◇件数の多い項目第１位に網掛け 

 

  

81.5 

85.2 

0.0 

55.6 

22.2 

3.7 

22.2 

0.0 

14.8 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用者請求（会計等）

介護・業務記録（バイタルチェック等）

排泄支援（排泄補助ロボット等）

勤怠管理

見守り（カメラ・センサー等）

移乗介護（パワーアシスト装着型機器等）

入浴支援（出入り用リフト等）

移動支援（歩行支援機器等）

その他

不明・無回答

全体（n=27）

カテゴリ
全体

（ｎ＝27）

利用者請求（会計等） 22

介護・業務記録（バイタルチェック等） 23

排泄支援（排泄補助ロボット等） 0

勤怠管理 15

見守り（カメラ・センサー等） 6

移乗介護（パワーアシスト装着型機器等） 1

入浴支援（出入り用リフト等） 6

移動支援（歩行支援機器等） 0

その他 4

不明・無回答 0
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問５．貴法人では、今後、ＩＣＴ機器等の導入について検討していますか。 （単数回答） 

 ＩＣＴ機器等の導入検討状況についてみると、全体では「すでに導入しており、さらなる充実を検

討している」が 76.7％と最も高く、次いで「導入については検討していない」が 20.0％、「現在は導

入していないが、今後導入を検討している」が 3.3％となっています。 

 
 

【問５において「１」または「２」（充実・導入を検討している）を選んだ方】 

問６．貴法人の主なサービスごとに、現在導入を検討しているＩＣＴ機器をお答えください。

（複数回答） 

①導入を検討しているサービス 

 導入を検討しているサービスについてみると、全体では「訪問介護」が 25.0％と最も高く、次い

で「居宅介護支援」が 16.7％、「訪問看護」が 12.5％となっています。 

 

76.7 3.3 20.0 0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=30)

すでに導入しており、さらなる充実を検討している

現在は導入していないが、今後導入を検討している

導入については検討していない

不明・無回答

16.7 

25.0 

0.0 

12.5 

0.0 

4.2 

4.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

8.3 

0.0 

8.3 

4.2 

4.2 

8.3 

4.2 

4.2 

4.2 

0.0 

0.0 

0.0 

4.2 

33.3 

0% 20% 40%

居宅介護支援

訪問介護

訪問入浴介護

訪問看護

訪問リハビリテーション

通所介護

通所リハビリテーション

居宅療養管理指導

短期入所生活介護・療養介護

特定施設入居者生活介護

福祉用具の貸与・販売

住宅改修

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

地域密着型通所介護

認知症対応型通所介護

小規模多機能型居宅介護

認知症対応型共同生活介護

地域密着型介護老人福祉施設

看護小規模多機能型居宅介護

介護老人福祉施設

介護老人保健施設

介護医療院

総合事業（訪問型サービス）

総合事業（通所型サービス）

総合事業その他サービス

その他介護保険外のサービス

高齢者、障がい者、児童等に係る総合的福祉サービス

不明・無回答

全体(n=24)
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②導入してみたいＩＣＴ機器 

 導入してみたいＩＣＴ機器についてみると、全体では「特になし」が 33.3％と最も高く、次いで

「排泄支援（排泄補助ロボット等）」が 25.0％、「介護・業務記録（バイタルチェック等）」「見守り

（カメラ・センサー等）」「移乗介護（パワーアシスト装着型機器等）」「入浴支援（出入り用リフト

等）」がそれぞれ 20.8％となっています。 

 
  

12.5 

20.8 

25.0 

12.5 

20.8 

20.8 

20.8 

12.5 

12.5 

33.3 

12.5 

0% 20% 40%

利用者請求（会計等）

介護・業務記録（バイタルチェック等）

排泄支援（排泄補助ロボット等）

勤怠管理

見守り（カメラ・センサー等）

移乗介護（パワーアシスト装着型機器等）

入浴支援（出入り用リフト等）

移動支援（歩行支援機器等）

その他

特になし

不明・無回答

全体（n=24）
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２ 介護人材の雇用状況について 

問７．令和 7年 12月 1日現在、貴法人の八幡市内の事業所に勤務する職員の方について､

①～④の内訳について、ご回答ください。 （数量回答） 

①年代別介護職員数 

 年代別介護職員数についてみると、正規・非正規計、正規職員、非正規職員いずれも「50 代」が

３割前後と最も高くなっています。正規職員・非正規職員いずれも 40 代・50代の計で５割～６割台

を占めています。また、非正規職員では、60 代が 21.2％と正規職員と比較して高くなっています。 

 

 

◇人数の多い年代第１位に網掛け 

 

 

②経験年数別介護職員数 

 経験年数別介護職員数についてみると、全体では「５年以上」が 61.0％と最も高くなっています。 

 

◇人数の多い項目第１位に網掛け 

 

  

正規・非正規計 正規職員 非正規職員 正規・非正規計 正規職員 非正規職員

10代 6 2 4 0.9 0.6 1.2

20代 50 38 12 7.4 10.7 3.7

30代 84 60 24 12.4 16.9 7.4

40代 173 106 67 25.5 29.9 20.6

50代 223 126 97 32.8 35.6 29.8

60代 87 18 69 12.8 5.1 21.2

70代以上 56 4 52 8.2 1.1 16.0

年代計 679 354 325 100.0 100.0 100.0

人数（人） 割合（％）

人数 割合（％）

１年未満 86 13.4

１年以上３年未満 91 14.1

３年以上５年未満 74 11.5

５年以上 393 61.0

計 644 100.0
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③過去１年間の介護職員の採用者数 

 過去１年間の介護職員の採用者数についてみると、正規・非正規計、正規職員、非正規職員いずれ

も「50代」が２割後半～約３割と最も高く、次いで「40代」が２割台となっています。 

 

◇人数の多い年代第１位に網掛け 

 

④過去１年間の介護職員の離職者数 

 過去１年間の介護職員の離職者数についてみると、正規・非正規計では「50代」が 29.9％、正規

職員では「30代」が 33.3％、非正規職員では「50代」が 29.5％とそれぞれ最も高くなっています。 

 

◇人数の多い年代第１位に網掛け 

  

正規・非正規計 正規職員 非正規職員 正規・非正規計 正規職員 非正規職員

10代 7 1 6 6.4 1.6 12.5

20代 18 12 6 16.5 19.7 12.5

30代 17 11 6 15.6 18.0 12.5

40代 28 17 11 25.7 27.9 22.9

50代 31 19 12 28.4 31.1 25.0

60代 7 1 6 6.4 1.6 12.5

70代以上 1 0 1 0.9 0.0 2.1

年代計 109 61 48 100.0 100.0 100.0

採用者数（人） 割合（％）

正規・非正規計 正規職員 非正規職員 正規・非正規計 正規職員 非正規職員

10代 1 0 1 1.3 0.0 2.3

20代 5 1 4 6.5 3.0 9.1

30代 15 11 4 19.5 33.3 9.1

40代 16 9 7 20.8 27.3 15.9

50代 23 10 13 29.9 30.3 29.5

60代 14 2 12 18.2 6.1 27.3

70代以上 3 0 3 3.9 0.0 6.8

年代計 77 33 44 100.0 100.0 100.0

離職者数（人） 割合（％）
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３ 人材の確保・育成について 

問８．貴法人では、人材確保にどのような課題がありますか。 （複数回答） 

 人材確保の課題についてみると、全体では「一定の資格を持つ人材の確保が難しい」が 73.3％と

最も高く、次いで「新規学卒者の確保が難しい」が 40.0％、「夜間や朝夕など人材の確保が難しい時

間帯がある」が 36.7％となっています。 

 前回調査と比較すると、「一定の資格を持つ人材の確保が難しい」「転職や退職が多く人材の定着

が難しい」で増加傾向がみられます。また、「新規学卒者の確保が難しい」「夜間や朝夕など人材の確

保が難しい時間帯がある」「特になし」で減少傾向がみられます。 

 

  

40.0 

73.3 

36.7 

30.0 

3.3 

6.7 

0.0 

50.0 

56.3 

43.8 

18.8 

6.3 

18.8 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

新規学卒者の確保が難しい

一定の資格を持つ人材の確保が難しい

夜間や朝夕など人材の確保が難しい時間帯がある

転職や退職が多く人材の定着が難しい

その他

特になし

不明・無回答

全体(n=30) 前回(n=16)
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問９．貴法人では、離職事由のうち、特に多い要因は何ですか。 （３つまで回答） 

 離職事由のうち、特に多い要因についてみると、全体では「家族等の介護・看護」が 40.0％と最

も高く、次いで「職場の人間関係」が 30.0％、「収入面」が 26.7％となっています。 

 前回調査と比較すると、「キャリアアップ」で増加傾向がみられます。また、「職場の人間関係」で

減少傾向がみられます。 

 

3.3 

23.3 

6.7 

40.0 

30.0 

26.7 

23.3 

6.7 

6.7 

6.7 

0.0 

25.0 

6.3 

31.3 

43.8 

31.3 

6.3 

12.5 

12.5 

0.0 

0% 20% 40% 60%

出産・育児

腰痛などの身体的負担

勤務形態（夜勤・土日勤務・休暇の少なさ）

家族等の介護・看護

職場の人間関係

収入面

キャリアアップ

その他

把握していない

不明・無回答

全体(n=30) 前回(n=16)
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問 10．貴法人では、人材確保にあたりどのような取組を実施していますか。（３つまで回答）  

 人材確保のための取組についてみると、全体では「給与制度を体系化し職員に分かるよう示して

いる」が 66.7％と最も高く、次いで「資格取得に対する費用、外部研修への業務としての参加等の

支援をしている」が 46.7％、「若手職員への相談体制や離職防止研修を行っている」「就職イベント

へ積極的に参加している」「外国人人材を受け入れている」が 16.7％となっています。 

 前回調査と比較すると、「給与制度を体系化し職員に分かるよう示している」「若手職員への相談

体制や離職防止研修を行っている」で増加傾向がみられます。また、「夜勤の勤務負担を減らすため

に３交代制をとっている」「職員の身体的負担を軽減するためにリフト等のロボット等を導入してい

る」「資格取得に対する費用、外部研修への業務としての参加等の支援をしている」「清掃などの業務

等について、シルバー人材センター等の高齢者の活用をしている」「特になし」で減少傾向がみられ

ます。 

    

66.7 

10.0 

10.0 

3.3 

46.7 

6.7 

13.3 

16.7 

16.7 

6.7 

16.7 

0.0 

10.0 

3.3 

0.0 

50.0 

18.8 

25.0 

6.3 

68.8 

0.0 

12.5 

6.3 

25.0 

25.0 

12.5 

6.3 

0.0 

12.5 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

給与制度を体系化し職員に分かるよう示している

夜勤の勤務負担を減らすために３交代制を

とっている

職員の身体的負担を軽減するためにリフト等の

ロボット等を導入している

出産・育児支援として施設内保育施設を

整備している

資格取得に対する費用、外部研修への業務としての

参加等の支援をしている

就学資金貸付制度を実施している

地域の学校等へ介護業界への理解促進活動を

行っている

若手職員への相談体制や離職防止研修を

行っている

就職イベントへ積極的に参加している

清掃などの業務等について、シルバー人材センター等

の高齢者の活用をしている

外国人人材を受け入れている

介護サポーターを雇用している

その他

特になし

不明・無回答

全体(n=30) 前回(n=16)
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問 11．現在、貴法人では外国人職員を雇用していますか。 （単数回答） 

 外国人職員の雇用についてみると、全体では「雇用していない」が 70.0％、「雇用している」が

26.7％となっています。 

 前回調査と比較すると、「雇用している」で増加傾向がみられます。 

 
 

 

【問 11において「雇用している」を選んだ方】 

問 11．① 令和 7年 12月１日現在、八幡市内の事業所で雇用している外国人職員数を在留

資格ごとにご記入ください。 （数量回答） 

 在留資格別外国人職員数をみると、全体では「技能実習生」が 75.0％となっています。 

 

 

◇人数の多い項目第１位に網掛け 

※1 ＥＰＡ（経済連携協定）基づく外国人介護福祉士候補者及び外国人介護福祉士 

※2 在留資格「留学」により日本に在留し、介護福祉士養成校 おいて教育を受ける外国の国籍を有する学生 

 

 

  

26.7 

12.5 

70.0 

87.5 

3.3 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=30)

前回(n=16)

雇用している 雇用していない 不明・無回答 test

人数 割合（％）

在留資格「介護」 2 8.3
EPA介護職員(※1) 0 0.0
技能実習生 18 75.0

特定技能1号 4 16.7

養成校の留学生(※2) 0 0.0

計 24 100.0
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【問 11において「雇用している」を選んだ方】 

問 11．② 外国人介護職員の雇用に関して、市に希望するものはありますか。（３つまで回答） 

 外国人職員の雇用について市への希望をみると、全体では「外国人介護職員に対する住居支援」

「雇用に係る必要経費の支援」がそれぞれ５件で最も多く、次いで「外国人介護職員の日本語能力向

上のための支援」「特になし」が２件となっています。 

 

 
◇件数の多い項目第１位に網掛け 

※全体10件未満の回答のため、件数のみ表記。 

 

 

【問 11において「雇用していない」を選んだ方】 

問 11 ③今後、介護人材として外国人を受け入れる予定がありますか。 （単数回答） 

 外国人を受け入れる予定についてみると、全体では「わからない」が 38.1％と最も高く、次いで

「受け入れるつもりはない」が 23.8％、「積極的に受け入れたい」「いずれは受け入れたい」が 19.0％

となっています。受け入れを視野に入れている事業所は 38.0％となっています。 

 前回調査と比較すると、「積極的に受け入れたい」「いずれは受け入れたい」で増加傾向がみられま

す。 

   

カテゴリ
全体
（ｎ＝8）

外国人介護職員の日本語能力向上のための支援 2         

外国人雇用に関する各種制度についてのセミナー 0         

外国人介護職員の介護技術向上のための支援 0         

外国人介護職員を指導するための方法に関する支援 1         

外国人介護職員に対する住居支援 5       

外国人介護職員の生活支援のための情報提供や相談窓口 0         

外国人介護職員を有する施設・事業所同士のネットワーク 0         

外国人介護職員同士の交流会 1         

雇用に係る必要経費の支援 5       

その他 0         

特になし 2         

不明・無回答 0         

19.0 

7.1 

19.0 

7.1 

23.8 

28.6 

38.1 

57.1 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=21)

前回(n=14)

積極的に受け入れたい いずれは受け入れたい 受け入れるつもりはない

わからない 不明・無回答 test
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問 12．外国人を雇用する場合、何が課題となる（課題となっている）と思いますか。（複数回答） 

 外国人雇用の課題についてみると、全体では「言葉・コミュニケーション」が 80.0％と最も高く、

次いで「文化（食文化・宗教）」が 53.3％、「指導による職員の負担」が 40.0％となっています。 

 前回調査と比較すると、「生活基盤の確保」「雇用期間の見通しがつきにくい」で減少傾向がみられ

ます。 

 

  

80.0 

53.3 

26.7 

40.0 

36.7 

26.7 

26.7 

26.7 

3.3 

3.3 

0.0 

75.0 

50.0 

25.0 

43.8 

43.8 

25.0 

37.5 

37.5 

0.0 

6.3 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

言葉・コミュニケーション

文化（食文化・宗教）

ケアの仕方に関する価値観の違い

指導による職員の負担

受け入れのための費用

利用者の抵抗感

生活基盤の確保

雇用期間の見通しがつきにくい

その他

特になし

不明・無回答

全体(n=30) 前回(n=16)
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問 13．事業所の人材確保に向けた市の取組に満足していますか。 （単数回答） 

 人材確保に向けた市の取組の満足度についてみると、全体では「あまり満足していない」が 43.3％

と最も高く、次いで「おおむね満足している」が 30.0％となっています。 

≪満足傾向≫は 33.3％、≪不満傾向≫60.0％と、≪不満傾向≫が上回っています。 

※≪満足傾向≫は「満足している」「おおむね満足している」の計。≪不満傾向≫は「あまり満足し

ていない」「満足していない」の計。 

 

 

問 14．介護人材の確保に向けて、市にどのような取組を望みますか。 （複数回答） 

 介護人材の確保のために市に望む支援についてみると、全体では「介護報酬費の市独自の加算」が

66.7％と最も高く、次いで「介護・福祉就職フェア等の開催」が 43.3％、「従業員の資格取得スキル

向上のための研修」が 33.3％となっています。 

 

  

3.3 30.0 43.3 16.7 6.7 0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=30)

満足している おおむね満足している あまり満足していない 満足していない

その他 不明・無回答 test test

43.3 

26.7 

33.3 

26.7 

66.7 

13.3 

10.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

介護・福祉就職フェア等の開催

市民向けの介護職の養成研修の開催

従業員の資格取得スキル向上のための研修

福祉職場のイメージアップの取組

介護報酬費の市独自の加算

介護人材のシェアリング等、合理化に向けた支援

その他

不明・無回答

全体（n=30）
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４ その他 

問 15．災害対策として貴法人が行っていることはありますか。 （複数回答） 

 実施している災害対策についてみると、全体では「ＢＣＰ（業務継続計画）の策定と定期的な確

認・共有」が 96.7％と最も高く、次いで「備蓄品の確保・更新」が 73.3％、「職員・利用者への災害

時に向けた意識啓発」が 70.0％となっています。 

 
  

96.7 

56.7 

56.7 

70.0 

73.3 

60.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ＢＣＰ（業務継続計画）の策定と定期的な確認・共有

避難経路や避難に要する時間の確認

避難訓練の実施

職員・利用者への災害時に向けた意識啓発

備蓄品の確保・更新

災害時に向けた連絡・情報共有体制の確保

その他

不明・無回答

全体（n=30）
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Ⅴ 介護支援専門員調査 

１ ケアプラン業務の状況について 

問１ あなたの年齢は、次のどれにあてはまりますか。令和７年 12 月１日現在でお答えく

ださい。  （単数回答） 

 年齢についてみると、全体では「50 歳代」が 37.1％と最も高く、次いで「40 歳代」が 28.6％、

「60 歳代」が 22.9％となっています。 

 

 

 

問２ 勤務形態はどれにあてはまりますか。 （単数回答） 

 勤務形態についてみると、全体では「専従（常勤）」が 74.3％と最も高く、次いで「専従（非常勤）」

が 11.4％、「兼務（常勤）」が 8.6％となっています。 

 
 

 

 

0.0 

0.0 

8.6 

12.5 

28.6 

30.0 

37.1 

30.0 

22.9 

27.5 

2.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=35)

前回(n=40)

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代

60歳代 70歳以上 不明・無回答 test

74.3 

75.0 

11.4 

7.5 

8.6 

15.0 

2.9 

2.5 

2.9 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=35)

前回(n=40)

専従（常勤） 専従（非常勤） 兼務（常勤）

兼務（非常勤） 不明・無回答 test
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問３ 主任介護支援専門員の資格をお持ちですか。 （単数回答） 

 主任介護支援専門員の資格の有無についてみると、全体では「あり」が 54.3％と最も高く、次い

で「なし」が 45.7％となっています。 

 

 

 

問４ ①介護支援専門員としての通算経験 （単数回答） 

 介護支援専門員としての通算経験についてみると、全体では「５年以上」が 80.0％と最も高く、

次いで「１年以上３年未満」「３年以上５年未満」がそれぞれ 8.6％となっています。 

 前回調査と比較すると、「５年以上」で増加傾向がみられます。また、「３年以上５年未満」で減少

傾向がみられます。 

 

54.3 

47.5 

45.7 

47.5 

0.0 

5.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=35)

前回(n=40)

あり なし 不明・無回答 test

0.0 

2.5 

2.9 

0.0 

8.6 

5.0 

8.6 

27.5 

80.0 

65.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=35)

前回(n=40)

６か月未満 ６か月以上１年未満 １年以上３年未満

３年以上５年未満 ５年以上 不明・無回答
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問４ ②現在の事業所における介護支援専門員としての経験 （単数回答） 

 現在の事業所における介護支援専門員としての経験年数についてみると、全体では「５年以上」が

62.9％と最も高く、次いで「３年以上５年未満」が 14.3％、「１年以上３年未満」が 11.4％となって

います。 

 前回調査と比較すると、「５年以上」で増加傾向がみられます。また、「３年以上５年未満」で減少

傾向がみられます。 

 

 

 

問５ ①介護給付 令和７年 12 月１日現在、何人の給付管理を行っていますか。※一時的

入院中なども含め、継続的に関わっている利用者数を記入してください。 （数量回答） 

 給付管理件数（介護給付）についてみると、全体では「30～39人」が 45.7％と最も高く、次いで

「40～49人」が 20.0％、「20～29人」が 17.1％となっています。 

 

2.9 

10.0 

8.6 

0.0 

11.4 

17.5 

14.3 

37.5 

62.9 

35.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=35)

前回(n=40)

６か月未満 ６か月以上１年未満 １年以上３年未満

３年以上５年未満 ５年以上 不明・無回答

5.7 

2.9 

8.6 

17.1 

45.7 

20.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60%

０人

１～９人

10～19人

20～29人

30～39人

40～49人

50人以上

不明・無回答

n=35
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問５ ②予防給付 令和７年 12 月１日現在、何人の給付管理を行っていますか。※一時的

入院中なども含め、継続的に関わっている利用者数を記入してください。 （数量回答） 

 給付管理件数（予防給付）についてみると、全体では「０人」が 28.6％と最も高く、次いで「１

人」「３人」がそれぞれ 14.3％となっています。 

 

 

 

問６ 担当しているケアプラン件数は、適当ですか。 （単数回答） 

 担当ケアプラン件数についてみると、全体では「ちょうど良い」が 34.3％と最も高く、次いで「多

い」「やや多い」がそれぞれ 22.9％となっています。 

 

 

28.6 

14.3 

5.7 

14.3 

0.0 

8.6 

5.7 

0.0 

22.9 

0% 20% 40% 60%

０人

１人

２人

３人

４人

５人

６人

７人以上

不明・無回答

n=35

22.9 

17.5 

22.9 

27.5 

34.3 

40.0 

14.3 

10.0 

5.7 

5.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=35)

前回(n=40)

多い やや多い ちょうど良い やや少ない

少ない 不明・無回答 test test
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問６ 担当しているケアプラン件数 × 問 18 自身の仕事への満足感 

 担当ケアプラン件数について仕事の満足感別にみると、≪満足傾向≫では、「ちょうど良い」が

37.0％と最も高くなっています。≪不満傾向≫では、「多い」が 37.5％（３件）と最も高くなってい

ます。 

※≪満足傾向≫は「満足している」「やや満足している」の計。≪不満傾向≫は「あまり満足してい

ない」「満足していない」の計。≪不満傾向≫は 10 件未満のため、件数を併記。 

 

 

◇件数の多い項目第１位に網掛け 

  

上段：件数
下段:％

合計 多い やや多い ちょうど良い やや少ない 少ない 不明・無回答

35         8          8          12       5          2          0          

100.0      22.9       22.9       34.3     14.3       5.7        0.0        

27         5          7          10       4          1          0          

100.0      18.5       25.9       37.0     14.8       3.7        0.0        

8          3        1          2          1          1          0          

100.0      37.5     12.5       25.0       12.5       12.5       0.0        

全体

満足傾向

不満傾向
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問７ 令和７年 12 月１日現在であなたが担当している利用者のケアプランで、八幡市の介

護保険外サービス、ボランティアなどのインフォーマルサービスを組み合わせて作成

したものはありますか。 （単数回答） 

 インフォーマルサービスを組み合わせてケアプランを作成した経験についてみると、全体では「あ

る」が 71.4％と最も高く、次いで「ない」が 28.6％となっています。 

 前回調査と比較すると、「ない」で増加傾向がみられます。 

 
※インフォーマルサービス…公的な制度や専門職による「フォーマルサービス」以外の支援。 

 

 

  

71.4 

82.5 

28.6 

17.5 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=35)

前回(n=40)

ある ない 不明・無回答 test
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48.0 

64.0 

12.0 

8.0 

36.0 

8.0 

52.0 

16.0 

12.0 

48.0 

20.0 

88.0 

60.0 

24.0 

28.0 

8.0 

8.0 

20.0 

20.0 

16.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

60.6 

54.5 

18.2 

9.1 

36.4 

9.1 

33.3 

0.0 

3.0 

24.2 

18.2 

81.8 

57.6 

9.1 

15.2 

3.0 

3.0 

0.0 

0.0 

12.1 

45.5 

24.2 

6.1 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

緊急通報システム

配食サービス

寝具乾燥サービス

日常生活用具等の給付・貸与

紙おむつ等助成

軽度生活援助サービス

成年後見人制度・権利擁護支援事業

一般介護予防事業

地域包括支援センターで実施されている

認知症カフェ

その他市の介護保険外サービス

家事代行サービス

配食サービス

移送サービス（介護・福祉タクシー等）

外出の付添い・話し相手

ゴミ出しサービス

介護保険外で高齢者が通ったり

宿泊したり出来る施設

認知症カフェ・サロン

宅配業者等による見守りサービス

体操教室

その他の民間のサービス

近隣・知人

地域の自治会役員・民生委員

その他（ボランティア等）

不明・無回答

全体(n=25) 前回(n=33)

【問７で「ある」を選んだ方】 

① 該当する介護保険外サービス・インフォーマルサービスをお答えください。 （複数回答） 

 該当する介護保険外サービス・インフォーマルサービスについてみると、全体では「（民間の）配

食サービス」が 88.0％と最も高く、次いで「（市の）配食サービス」が 64.0％、「（民間の）移送サー

ビス（介護・福祉タクシー等）」が 60.0％となっています。 

 前回調査と比較すると特に「その他市の介護保険外サービス」「宅配業者等による見守りサービス」

「体操教室」で増加傾向となっています。また、今回の調査では、「近隣・知人」「地域の役員・民生

委員」「その他（ボランティア等）」は回答がありません。 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

市
の
介
護
保
険
外
サ
ー
ビ
ス 
民
間
の
サ
ー
ビ
ス 

そ
の
他 
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問８ あなたが令和７年 12 月 1 日現在、担当している利用者のなかに、様々な理由で支援

が困難な方がいますか。 

※支援困難とは、「p.158の選択肢にあるような方」を想定してください （単数回答） 

 支援困難な利用者についてみると、全体では「いる」が 60.0％と最も高く、次いで「いない」が

40.0％となっています。 

 

 

【問８において「いる」を選んだ方】 

①現在支援困難となっている利用者の人数をお答えください。  （数量回答） 

 支援困難な利用者の人数についてみると、全体では「２人」が５件と最も多く、次いで「１人」「３

人」がそれぞれ３件となっています。 

 

 
◇人数の多い項目第１位に網掛け 

  

60.0 40.0 0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=35)

いる いない 不明・無回答 test

カテゴリ
全体

（ｎ＝21）

１人 3

２人 5

３人 3

４人 2

５人 1

６人 2

７人 1

８人 0

９人 0

10人以上 1

不明・無回答 3
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【問８において「いる」を選んだ方】 

②主に、どのようなことで支援が困難となっておられますか。 （複数回答） 

 支援が困難な理由についてみると、全体では「家族の協力が得られないこと（家族間の不仲、理解

不足等）」「経済的理由」がそれぞれ 66.7％と最も高く、次いで「利用者に認知症による諸症状や精

神的な疾患による不安定さがあること」が 52.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

66.7 

42.9 

66.7 

42.9 

52.4 

47.6 

9.5 

4.8 

0% 20% 40% 60% 80%

家族の協力が得られないこと

（家族間の不仲、理解不足等）

利用者の性格によるもの（不満や苦情が多

い、介護支援専門員に攻撃的など）

経済的理由

利用者がサービスの利用を拒否すること

（介護拒否）

利用者に認知症による諸症状や精神的な疾患

による不安定さがあること

利用者家族の介護疲れや疾病や障がいによる

介護力不足

その他

不明・無回答

n=21
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問９ あなたは支援が困難な方についてどのように対応してきましたか。  （複数回答） 

 支援が困難な利用者への対応についてみると、全体では「事業所内の上司や同僚に相談した（して

いる）」が 82.9％と最も高く、次いで「地域包括支援センターに相談した（している）」が 74.3％、

「地域包括支援センターに相談した結果、地域ケア会議の開催となった」が 31.4％となっています。 

 

82.9 

11.4 

74.3 

31.4 

5.7 

28.6 

5.7 

5.7 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事業所内の上司や同僚に相談した（している）

他の事業所の介護支援専門員に相談した（している）

地域包括支援センターに相談した（している）

地域包括支援センターに相談した結果、地域ケア会議

の開催となった

在宅医療・介護連携支援センターに相談した

（している）

地域包括支援センター、在宅医療・介護連携支援セン

ター以外の行政機関（八幡市、府）に相談した

（している）

誰にも相談せず、自分で対応した（している）

その他

不明・無回答

n=35
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問 10 ケアプランの作成にあたって困っていることは何ですか。  （複数回答） 

 ケアプランの作成にあたって困っていることについてみると、全体では「利用者本人と家族との

意見が異なるときの調整が困難なこと」「独居や近隣に家族がいないなど、利用者の状況について相

談できる人がいないこと」がそれぞれ 54.3％と最も高く、次いで「利用者の経済的理由でサービス

が十分利用できないこと」が 51.4％となっています。 

 

37.1 

45.7 

54.3 

14.3 

54.3 

51.4 

31.4 

31.4 

5.7 

20.0 

31.4 

2.9 

14.3 

8.6 

5.7 

2.9 

2.9 

0% 20% 40% 60%

介護保険外サービスや地域の情報が少ないこと

利用者及び家族がサービスの必要性を理解して

いないこと

利用者本人と家族との意見が異なるときの調整

が困難なこと

虐待を受けている、または疑いがあると

思われる利用者がいること

独居や近隣に家族がいないなど、利用者の状況

について相談できる人がいないこと

利用者の経済的理由でサービスが十分利用

できないこと

介護保険サービス・八幡市の高齢者保健福祉

サービスの種類が少ないこと

利用者の認知症症状や行動障がい、周辺症状

への対応

支援困難な方へのケアマネジメントの方法が

わからないこと

自分の力量について不安があること

サービス管理票や請求書作成などの事務作業が

多いこと

職場内でのケアプラン作成についての指導

がないこと

ケアマネジャーが少ないため、担当件数が多く

なり、処理がすぐにできないこと

医療機関等との連携がとれないこと

その他

特にない

不明・無回答

n=35



 

162 

問 11 あなたが、介護支援専門員としての職務範囲外と考えるが、実態として対応し、負担

に感じている業務について、どのようなものがありますか。 （複数回答） 

 負担に感じている職務範囲外の業務についてみると、全体では「本人や家族からのサービス調整

等に関わらない電話等への対応、時間外相談」が 68.6％と最も高く、次いで「介護保険制度以外の

行政への手続きや申請の代行、支援」が 60.0％、「モニタリングや定期の安否確認を除く緊急訪問」

が 40.0％となっています。 

 

  

68.6 

31.4 

20.0 

28.6 

60.0 

25.7 

20.0 

40.0 

20.0 

20.0 

8.6 

14.3 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

本人や家族からのサービス調整等に関わらない

電話等への対応、時間外相談

入院・通院時の付き添い、送迎

入院・退院時の手続きや申請、支払いの代行、

支援

入院中、入所中の着替えや必需品の調達

介護保険制度以外の行政への手続きや申請の

代行、支援

金融機関やその他各種機関の手続きや申請の

代行、支援

部屋の片づけやごみ出し、買い物などの家事支援

モニタリングや定期の安否確認を除く緊急訪問

代読・代筆

郵便、宅配便の投函、受取

その他

特にない

不明・無回答

n=35
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問 12 普段の業務全体を 100％としたとき、通常の業務の占める割合はどの程度ですか。  

①通常の業務 （数量回答） 

 職務における通常の業務の占める割合についてみると、全体では「90～99％」が 34.3％と最も高

く、次いで「70～79％」が 20.0％、「80～89％」が 17.1％となっています。 

 

 

問 12 普段の業務全体を 100％としたとき、職務範囲外の業務が占める割合はどの程度です

か。 

②職務範囲外の業務 （数量回答） 

 職務範囲外の業務が占める割合についてみると、全体では「10～19％」が 31.4％と最も高く、次

いで「30～39％」が 17.1％、「０～９％」「20～29％」がそれぞれ 14.3％となっています。 

  

0.0 

0.0 

2.9 

0.0 

2.9 

0.0 

5.7 

20.0 

17.1 

34.3 

5.7 

11.4 

0% 20% 40%

０～９％

10～19％

20～29％

30～39％

40～49％

50～59％

60～69％

70～79％

80～89％

90～99％

100%

不明・無回答

n=35

14.3 

31.4 

14.3 

17.1 

8.6 

0.0 

2.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

11.4 

0% 20% 40%

０～９％

10～19％

20～29％

30～39％

40～49％

50～59％

60～69％

70～79％

80～89％

90～99％

100%

不明・無回答

n=35
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問 13 あなたが今後も介護支援専門員として業務を継続していくために、どのような支援

があればよいと思いますか。 （自由記述回答を要約） 

 

カテゴリ 件数 

行政等との連携・情報共有に関すること 6 

事務負担の軽減 4 

就労環境等に関すること 4 

給与、経費に関すること 3 

身寄りのない方への支援、権利擁護に関すること 3 

事業所間連携に関すること 2 

サービスに関すること 1 

◇件数の多い項目第１位に網掛け 
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問14 事業所数もしくは定員など、量的に不足していると思われるサービスはありますか。

※事業所種別には介護予防サービス事業所を含みます。  （複数回答） 

 量的に不足していると思われるサービスについてみると、全体では「訪問介護」が 74.3％と最も

高く、次いで「通所介護」が 42.9％、「訪問入浴介護」が 40.0％となっています。 

 前回調査と比較すると、「訪問介護」「通所介護」「地域密着型介護老人福祉施設」で増加傾向がみ

られます。また、「訪問リハビリテーション」のほか、「介護老人保健施設」等の施設系サービスは減

少している項目が多くなっています。 

  

74.3 

5.7 

40.0 

2.9 

5.7 

42.9 

34.3 

0.0 

34.3 

28.6 

20.0 

14.3 

8.6 

22.9 

14.3 

11.4 

11.4 

11.4 

2.9 

8.6 

2.9 

14.3 

0.0 

8.6 

5.7 

0.0 

55.0 

0.0 

40.0 

5.0 

22.5 

27.5 

30.0 

0.0 

42.5 

25.0 

30.0 

15.0 

5.0 

32.5 

2.5 

27.5 

7.5 

5.0 

15.0 

7.5 

2.5 

17.5 

5.0 

5.0 

0.0 

2.5 

0% 20% 40% 60% 80%

訪問介護

生活援助型訪問介護サービス

訪問入浴介護

訪問看護

訪問リハビリテーション

通所介護

通所リハビリテーション

福祉用具の貸与・販売

短期入所生活介護

短期入所療養介護

夜間対応型訪問介護

認知症対応型通所介護

小規模多機能型居宅介護

介護老人福祉施設

地域密着型介護老人福祉施設

介護老人保健施設

介護医療院

認知症対応型共同生活介護

特定施設入居者生活介護

地域密着型特定施設入居者生活介護

看護小規模多機能型居宅介護

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

（24 時間サービス）

居宅療養管理指導

その他

特にない

不明・無回答

全体(n=35) 前回(n=40)
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問 15 在宅生活を支えるために、充実が必要と感じる生活支援は何ですか。 

※事業所種別には介護予防サービス事業所を含みます。  （複数回答） 

 充実が必要と感じる生活支援についてみると、全体では「外出同行（通院、買い物など）」が 85.7％

と最も高く、次いで「移動サービス（介護・福祉タクシー等）」が 68.6％、「配食」が 57.1％となっ

ています。 

 

  

57.1 

22.9 

20.0 

40.0 

34.3 

85.7 

68.6 

51.4 

28.6 

0.0 

0.0 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

配食

調理

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まない）

ゴミ出し

外出同行（通院、買い物など）

移動サービス（介護・福祉タクシー等）

見守り・声かけ

サロンなどの定期的な通いの場

その他

特になし

不明・無回答

n=35
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２ 在宅介護の継続について 

問 16 令和７年 12 月１日現在、担当している利用者のうち、「自宅」、「サービス付き高齢

者向け住宅」、「住宅型有料老人ホーム」、「軽費老人ホーム」にお住まいの方で、生活の

維持が難しくなっている人はいますか。 （単数回答） 

 自宅等での生活の維持が難しくなっている利用者についてみると、全体では「いる」が 54.3％、

「いない」が 45.7％となっています。 

また、担当利用者の該当人数についてみると、「１人」～「４人」でそれぞれ４～５件となってい

ます。 

 

〈担当している人数〉 

 

◇人数の多い項目第１位に網掛け 

 

問 16 ② 生活の維持が難しくなっている理由について、お答えください。（自由記述回答を要約） 

 

 ・（急な）認知機能の低下。 

 ・認知症の進行に伴い単身生活が限界。 

 ・癌末期等の医療面でのフォローが難しい。 

 ・家族が病気等を抱えており、介護が難しい。 

 ・金銭管理が出来ない。 

 ・徘徊や火の不始末。 

 ・老老介護となっている。 

 ・衛生管理の保持が困難。  

 ・経済的な問題。 

 ・適正な介護サービスの調整が難しい。  

45.7 54.3 0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=35)

いない いる 不明・無回答 test

カテゴリ
全体

（ｎ＝19）

１人 5

２人 5

３人 5

４人 4

５人以上 0

不明・無回答 0
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問 17 在宅医療・介護連携の推進のために、何が必要だと思いますか。（３つまで回答） 

 在宅医療・介護連携の推進に必要なことについてみると、全体では「連携で困ったときに相談でき

る窓口」「ICT の活用（SNS などのタイムリーに情報共有できる媒体の活用）」がそれぞれ 40.0％と最

も高く、次いで「現状・課題、対応策を検討・共有する協議の場」が 31.4％となっています。 

 前回調査と比較すると、「ICTの活用（SNSなどのタイムリーに情報共有できる媒体の活用）」で増

加傾向がみられます。また、「現状・課題、対応策を検討・共有する協議の場」「介護側のための医療

知識の習得・向上の機会」が前回より減少しています。 

 

 

  

22.9 

31.4 

40.0 

11.4 

25.7 

8.6 

11.4 

40.0 

5.7 

0.0 

14.3 

22.9 

2.9 

0.0 

2.9 

30.0 

42.5 

37.5 

10.0 

35.0 

15.0 

15.0 

30.0 

7.5 

2.5 

10.0 

25.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60%

関係機関のリスト・連絡先等の提供

現状・課題、対応策を検討・共有する協議の場

連携で困ったときに相談できる窓口

各施設・職種の役割について理解を深める機会

介護側のための医療知識の習得・向上の機会

医療側のための介護知識の習得・向上の機会

情報共有ツール（シート等）の統一

ICTの活用（SNSなどのタイムリーに情報共有

できる媒体の活用）

在宅医療にかかる負担の軽減（主治医・副主治医

の導入など)

在宅医療にかかる施設基準の緩和

診療報酬・介護報酬の評価（増額）

患者・家族の在宅療養に関する普及・啓発

その他

特になし

不明・無回答

全体(n=35) 前回(n=40)
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３ 専門性向上のための対策について 

問 18 あなたは、ご自身の仕事に満足感を得ていますか。  （単数回答） 

 自身の仕事の満足感についてみると、全体では「やや満足している」が 54.3％と最も高くなって

います。≪満足傾向≫の回答は 77.2％≪不満傾向≫の回答は 22.8％となっています。 

※≪満足傾向≫は「満足している」「やや満足している」の計。≪不満傾向≫は「あまり満足してい

ない」「満足していない」の計。 

 

 

 

【問 18において「あまり満足していない」「満足していない」を選んだ方】 

問 18① その理由は何ですか。                     （複数回答） 

不満の理由についてみると、全体では「業務の多様化、事務の増加による負担増」が７件、次いで

「利用者やその家族からの要望などが多く、疲弊してしまう」「精神的な負担が大きい」「報酬が低

い」がそれぞれ６件となっています。 

  

 

◇件数の多い項目第１位に網掛け 

  

22.9 54.3 17.1 5.7 0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=35)

満足している やや満足している あまり満足していない

満足していない 不明・無回答 test

カテゴリ
全体
（ｎ＝8）

利用者やその家族からの要望などが多く、疲弊してしまう 6

精神的な負担が大きい 6

報酬が低い 6

責任が重い 4

業務の多様化、事務の増加による負担増 7

職場での立場が低いこと 2

将来への不安が大きい 3

その他 1

不明・無回答 0
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問 19 ケアマネジャーとしての専門性向上のため、今後始めたいと思っている取り組みは

ありますか。  （複数回答） 

 今後始めたいと思っている取り組みについてみると、全体では「居宅介護支援事業者の情報共有

の場等へ参加したい」が 57.1％と最も高く、次いで「外部研修に参加したい」が 42.9％、「具体的な

検討・助言を得られるケースカンファレンス等を行いたい」「参考書等を読んで知識などを増やした

い」がそれぞれ 25.7％となっています。 

 

8.6 

57.1 

25.7 

8.6 

42.9 

25.7 

0.0 

2.9 

11.4 

0% 20% 40% 60%

自主的な勉強会を行いたい

居宅介護支援事業者の情報共有

の場等へ参加したい

具体的な検討・助言を得られる

ケースカンファレンス等を行いたい

法人内の研修に参加したい

外部研修に参加したい

参考書等を読んで知識などを増やしたい

その他

特になし

不明・無回答

n=35
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問 19 ケアマネジャーとしての専門性向上のため、今後始めたいと思っている取り組み 

× 問３ 主任介護支援専門員の資格の有無 

 主任介護支援専門員の資格の有無別にみると、<あり>では、「居宅介護支援事業者の情報共有の場

等へ参加したい」「外部研修に参加したい」が<なし>と比較して 10ポイント以上高くなっています。 

 <なし>では、「具体的な検討・助言を得られるケースカンファレンス等を行いたい」「法人内の研修

に参加したい」が<あり>と比較して 10ポイント以上高くなっています。 

また、資格の有無にかかわらず、「居宅介護支援事業者の情報共有の場等へ参加したい」「外部研修

に参加したい」は上位となっています。 

 

8.6 

57.1 

25.7 

8.6 

42.9 

25.7 

0.0 

2.9 

11.4 

5.3 

63.2 

21.1 

0.0 

52.6 

26.3 

0.0 

5.3 

0.0 

12.5 

50.0 

31.3 

18.8 

31.3 

25.0 

0.0 

0.0 

25.0 

0% 20% 40% 60% 80%

自主的な勉強会を行いたい

居宅介護支援事業者の情報共有

の場等へ参加したい

具体的な検討・助言を得られる

ケースカンファレンス等を行いたい

法人内の研修に参加したい

外部研修に参加したい

参考書等を読んで知識などを増やしたい

その他

特になし

不明・無回答

全体(n=35) あり(n=19) なし(n=16)
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問 20 あなたは地域包括支援センターにどのような役割を主に期待していますか。 

    （３つまで回答） 

 地域包括支援センターに期待する役割についてみると、全体では「困難事例に対する助言、支援」

が 74.3％と最も高く、次いで「関係機関のネットワークの構築」が 45.7％、「地域ケア会議の開催」

が 40.0％となっています。 

 

 

問 21 今後、あなたが行政に最も期待する役割は何ですか。 （３つまで回答） 

 行政に最も期待する役割についてみると、全体では「相談機能の充実」が 74.3％と最も高く、次

いで「情報提供の充実」が 62.9％、「サービス基盤の充実」が 60.0％となっています。 

 

  

25.7 

74.3 

40.0 

25.7 

22.9 

45.7 

0.0 

5.7 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

業務全体に対するスーパーバイズ

困難事例に対する助言、支援

地域ケア会議の開催

専門性向上のための研修の開催や研修情報…

介護支援専門員同士のネットワークの構築

関係機関のネットワークの構築

その他

特になし

不明・無回答

n=35

74.3 

2.9 

60.0 

62.9 

14.3 

11.4 

2.9 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

相談機能の充実

研修の充実

サービス基盤の充実

情報提供の充実

資格取得支援

その他

特になし

不明・無回答

n=35
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 資料編【各調査票】 

１ 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査票 

  



 

174 

 



 

175 

 



 

176 

 



 

177 

 



 

178 

 



 

179 

 



 

180 

 

  



 

181 

２ 在宅介護実態調査票 

 



 

182 

 



 

183 

 



 

184 

 



 

185 

 



 

186 

 



 

187 

３ 介護サービス事業所調査票 

  



 

188 

  



 

189 

 



 

190 

 



 

191 

４ 介護支援専門員調査票 

  



 

192 

 



 

193 

 



 

194 

 



 

195 
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